
硏
究
狀
況

(二
〇
二
〇
年
度
)

硏
究
班

公
募
型
硏
究
班

日
本
鍼
灸
醫
�
の
形
成
︱
︱
�
世
醫
學
�
の
再
�
築

班
長

長
野

仁

今
年
度
は
海
外
か
ら
の
特
別
�
師
を
招
い
て
特
別
�
演

會
を
實
施
豫
定
で
あ
っ
た
が
︑
感
染
症
擴
大
の
影
�
の
た

め
來
年
度
に
	


せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
︑
ま
た
本
硏
究

班
は
班
長
を
は
じ
め
︑
班
員
に
も
醫
療
從
事
者
が
多
い
こ

と
か
ら
︑
共
同
硏
究
會
の
開
催
計
畫
等
に
お
い
て
も
大
幅

な
變
�
を
餘
儀
な
く
さ
れ
た
︒
こ
う
し
た
計
畫
の
變
�
は

あ
っ
た
も
の
の
︑
個
々
の
班
員
や
小
規
模
グ
ル
ー
プ
に
よ

る

料
�
査
や
讀
解
を
す
す
め
る
こ
と
に
よ
り
︑
と
く
に

鍼
�
液
儀
書
の
成
書
や
液
�
の
成
立
年
代
に
關
す
る
從
來

の
學
說
を
重
點
�
に
再
檢
討
し
︑
そ
の
成
果
を
持
ち
寄
っ

て
年
度
後
�
に
集
中
し
て
共
同
硏
究
會
を
開
催
︑
各
硏
究

成
果
に
關
す
る
討
議
を
お
こ
な
っ
た
︒
ま
た
︑
硏
究


閒

中
に
す
で
に
刊
行
し
た
�
世
醫
家
怨
出
�
料
集
第
一
册
・

第
二
册
を
改
訂
・
增
補
し
︑
�
世
醫
家
怨
出
�
料
集
Ⅰ

武
田
時
昌
監
修
・
長
野
仁
�
集
﹃
改
訂
版

儒
醫
姓
名
錄

︱
︱
後
�
艮
山
門
人
錄
の
影
印
・
�
刻
﹄
(長
野
仁
解
說

の
加
筆
訂
正
)︑
�
世
醫
家
怨
出
�
料
集
Ⅱ

武
田
時
昌
監

修
・
永
塚
憲
治
�
集
﹃
一
本
堂
南
洋
先
生

門
人
錄

增
補

版
﹄
(人
名
索
引
の
補
正
�
び
附
錄
と
し
て
怨
出

料

﹃
修
庵
香
川
先
生
易
辨
﹄
の
影
印
・
�
刻
お
よ
び
解
題

(武
田
時
昌
)
)
と
し
て
刊
行
し
た
︒
班
員
に
よ
る
こ
れ
ま

で
の
硏
究
成
果
を
ま
と
め
た
論
�
集
を
來
年
度
に
刊
行
す

る
た
め
の
準
備
も
�
め
て
い
る
︒

二
〇
二
〇
年
十
二
 
二
〇
日

鍼
灸
液
儀
書
の
再
檢
討

﹃
五
躰
身
分
抄
﹄
お
よ
び
﹃
百
腹
圖

說
﹄﹃
五
十
腹
圖
說
﹄
の
考
察

司
會

高
井
た
か
ね

榮
西
と
桑
粥
︱
︱
!
安
中


か
ら
"

倉


の
糖
尿
病
�
︱
︱

發
表
者

富
田
貴
洋

湧
貴
堂
鍼
灸
院
﹃
百
腹
圖
說
﹄﹃
五

十
腹
圖
說
﹄
の
書
誌
�
考
察

發
表
者

長
野

仁

森
ノ
宮
醫
療
大
學
大
學
院

二
〇
二
一
年
一
 
三
一
日

醫
學
・
鍼
灸
各
液
�
の
成

立
と
傳
承

(一
)

粕
谷
液
と
杉
山

液

司
會

高
井
た
か
ね

粕
谷
液
の
液
儀
書
に
つ
い
て
～
雲
海

士
液
・
$
鵲
怨
液
と
の
關
係
性
～

發
表
者

松
木
宣
嘉

四
國
醫
療
專
門
學
校

杉
山
液
の
形
成
�
～
入
江
液
・
圭
庵

液
を
中
心
に

發
表
者

大
浦
慈
觀

東
洋
鍼
灸
專
門
學
校

二
〇
二
一
年
二
 
十
四
日

醫
學
・
鍼
灸
各
液
�
の
成

立
と
傳
承

(二
)

古
方
�
醫
學
と

雲
海
士
液

司
會

長
野

仁

後
�
艮
山
の
生
涯
と
そ
の
一
族
に
つ

い
て

發
表
者

今
井

秀

今
井
整
形
外
科
雲
海
士
液
に
つ
い
て

發
表
者

松
岡
尙
則

公
益
財
團
法
人
硏
醫
會

二
〇
二
一
年
三
 
二
一
日

司
會

長
野

仁

室
町


に
お
け
る
醫
學
・
醫
書
'
容

の
一
樣
相
︱
︱
五
山
僧
が
繫
ぐ
知
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︱
︱

發
表
者

田
中
尙
子

愛
媛
大
學

『倭
名
類
聚
抄
﹄
に
お
け
る
﹃
本
草

和
名
﹄
の
引
用

發
表
者

武

倩

中
國
海
洋
大
學
外
國
語
學
院

�
譯
と
+
入
～
中
國
南
北
,


の
佛

敎
と
醫
學

發
表
者

多
田
伊
織

大
阪
府
立
大
學

江
戶
時
代
醫
學
公
敎
育
を
取
り
卷
く

經
穴
學
�
の
諸
相發

表
者

加
畑
聰
子

北
里
大
學
東
洋
醫
學
總
合
硏
究
0

445
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二
〇
二
〇
年
四
 
よ
り

二
〇
二
一
年
三
 
ま
で



二
〇
二
一
年

三
 
刊
行

�
世
醫
家
怨
出
�
料
集
Ⅰ

武
田
時
昌
監
修
・
長
野
仁
�

集
﹃
改
訂
版

儒
醫
姓
名
錄
︱
︱
後
�
艮
山
門
人
錄
の
影

印
・
�
刻
﹄
(長
野
仁
解
說
の
加
筆
訂
正
)

�
世
醫
家
怨
出
�
料
集
Ⅱ

武
田
時
昌
監
修
・
永
塚
憲
治

�
集
﹃
一
本
堂
南
洋
先
生

門
人
錄

增
補
版
﹄
(人
名

索
引
の
補
正
�
び
附
錄
と
し
て
怨
出

料
﹃
修
庵
香
川
先

生
易
辨
﹄
の
影
印
・
�
刻
お
よ
び
解
題

(武
田
時
昌
)
)

硏
究
成
果
の
槪
4

硏
究
開
始
當
初
は
現
存
�
古
の
鍼
5

傳
6
書
で
あ
る
﹃
針
聞
書
﹄
を
考
究
對
象
に
取
り
上
げ
︑

著
者
で
あ
る
8
木
元
行
が
唱
え
た
今
怨
液
の
傳
播
を
9
跡

し
︑
�
世
鍼
�
の
液
�
が
ど
の
よ
う
に
分
岐
し
て
い
っ
た

の
か
を
系
�
づ
け
な
が
ら
︑
そ
の
著
作
に
圖
解
さ
れ
た
ハ

ラ
ノ
ム
シ
の
病
理
觀
や
治
療
法
︑
診
斷
�
を
め
ぐ
る
諸
問

題
を
討
議
し
た
︒
ま
た
︑﹃
五
體
身
分
抄
﹄﹃
五
體
身
分

集
﹄
と
い
う
中
世
の
抄
物
醫
書
に
つ
い
て
︑﹃
醫
心
方
﹄

か
ら
﹃
福
田
方
﹄
に
至
る
閒
の
空
白
を
埋
め
る

料
�
價

値
を
見
出
し
︑
東
京
國
立
;
物
館

料
館
等
の

料
�
査

を
行
う
と
と
も
に
︑
硏
究
會
で
討
議
し
た
︒
そ
の
ほ
か
︑

特
別
�
師
や
班
員
の
硏
究
發
表
を
=
し
て
︑
�
世
社
會
に

大
い
に
發
?
し
た
針
�
︑
灸
法
に
つ
い
て
U
�
�
な
考
察

を
試
み
︑
そ
の
源
液
と
發
展
の
具
體
�
樣
相
を
探
る
こ
と

が
で
き
た
︒
本
硏
究
班
で
の
硏
究
成
果
は
︑
二
〇
二
〇
年

一
 
十
二
日
に
北
里
大
學
で
開
催
さ
れ
た
第
7
囘
鍼
灸
醫

學
�
硏
究
發
表
會
で
﹃
五
體
身
分
抄
﹄﹃
五
體
身
分
集
﹄

に
關
す
る
硏
究
發
表

(長
野
仁
︑
富
田
貴
洋
の
共
同
發

表
)
を
行
っ
た
ほ
か
︑
@
智
光
秀
の
﹃
針
藥
方
﹄
め
ぐ
っ

て
は
︑
N
H
K
京
都
放
B
局
と
連
携
し
た
公
開
イ
ベ
ン
ト

を
企
畫
し
て
︑
二
〇
二
〇
年
二
 
八
日
に
芝
蘭
會
館
山
內

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
︑
硏
究


閒
中
に
廣
く
一
般
に
も
公

開
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
ま
た
︑
本
硏
究
に
よ
る
�
料
發

掘
と
硏
究
�
査
の
成
果
と
し
て
︑
後
�
艮
山
︑
香
川
南
洋

の
門
人
錄
を
は
じ
め
と
す
る
怨
出

料
に
つ
い
て
︑
そ
の

影
印
版
を
解
題
︑
索
引
等
を
附
し
︑
�
世
醫
家

料
集
と

し
て
三
册
を
本
年
度
末
に
刊
行
す
る
豫
定
で
あ
る
︒

｢
見
え
る
も
の
﹂
や
﹁
見
え
な
い
も
の
﹂
に
關
わ
る
東
ア

ジ
ア
の
�
物
や
藝
�
に
つ
い
て
の
學
際
�
な
硏
究

班
長

外
村

中

本
年
度
も
班
長
の
年
閒
四
度
の
來
日
に
合
わ
せ
て
四
囘

の
硏
究
會

(六
 
・
九
 
・
十
二
 
・
三
 
)
を
實
施
す

る
計
畫
を
立
て
た
が
︑
コ
ロ
ナ
禍
で
六
 
の
第
一
囘
は
八

 
に
	


と
な
り
︑
�
G
�
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
︒

第
二
囘
以
影
も
班
長
は

料
蒐
集
の
た
め
來
日
を
4
し
た

が
︑
結
果
�
に
二
H
閒
の
待
機
を
經
て
硏
究
0
で
副
班
長

と
と
も
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
︒
第
二
年
I
の
本
年

度
は
佛
典
の
ほ
か
儒
・
5
の
基
本
�
獻
に
も
視
野
を
擴
げ
︑

第
一
囘
は
淨
土
三
部
經
︑
第
二
囘
は
﹃
淮
南
子
﹄﹃
呂
氏

春
秋
﹄﹃
易
經
﹄
な
ど
︑
第
三
囘
は
﹃
老
子
﹄﹃
莊
子
﹄

﹃
管
子
﹄﹃
韓
非
子
﹄﹃
列
子
﹄
な
ど
の
�
獻
と
こ
れ
と
關

連
す
る
作
品
に
つ
い
て
檢
討
を
行
っ
た
︒
班
長
入
國
時
の

待
機
に
か
か
る
滯
在
費
で
大
幅
な
豫
算
超
K
が
生
じ
た
た

め
︑
三
 
開
催
分
は
=
例
の
硏
究
會
で
は
な
く
當
班
の
關

連
企
畫
と
し
て
︑
儒
・
5
・
佛
に
日
本
神
5
を
加
え
た
四

宗
敎
の
M
涉
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
の
國
際

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹁
中
國
三
敎
と
日
本
神
5
の
﹁
見
え

る
﹂
も
の
や
﹁
見
え
な
い
﹂
も
の
﹂
を
公
開
で
開
催
し
た
︒

當
日
は
班
長
・
副
班
長
�
び
班
員
二
名
︑
計
四
名
に
よ
る

硏
究
發
表
と
質
疑
應
答
が
行
わ
れ
︑
五
〇
名
の
參
加
者
が

あ
っ
た
︒

二
〇
二
〇
年

八
 
二
二
日

淨
土
三
部
經
な
ど
と
關

連
作
品

宋
代
佛
畫
の
﹁
展
開
點
﹂
と
し
て
の

淸
淨
華
院
﹁
阿
彌
陀
三
Q
宴
｣
︱
︱

見
え
る
畫
宴
か
ら
見
え
な
い
畫
宴

發
表
者

增
記
隆
介

神
戶
大
學

鏡
宴
の
考
察
︱
︱
圖
宴
を
見
い
だ
す

發
表
者

瀧

,
子

大
和
�
華
館

二
〇
二
〇
年

八
 
二
三
日

淨
土
三
部
經
な
ど
と
關

連
作
品
﹁
淨
土
三
部
經
﹂
な
ど
が
說

く
﹁
見
え
る
﹂
も
の
や
﹁
見
え
な

い
﹂
も
の

西
方
淨
土
變
は
阿
彌
陀
淨
土
を
描
い

た
も
の
で
は
な
い發

表
者

外
村

中

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
學

｢見
え
る
﹂
淨
土
を
﹁
觀
る
｣︱
︱
U

代
西
方
淨
土
變
と
5
綽

發
表
者

大
西
V
希
子

佛
敎
大
學

二
〇
二
〇
年

九
 
十
九
日

『淮
南
子
﹄﹃
呂
氏
春

秋
﹄﹃
易
經
﹄
な
ど
と
關
連

作
品

﹃
淮
南
子
﹄
が
說
く
﹁
見
え
る
﹂
も

の
と
﹁
見
え
な
い
﹂
も
の
︱
︱
5
は

ま
っ
た
く
﹁
見
え
な
い
﹂
も
の
︱
︱

發
表
者

外
村

中

東 方 學 報
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漢
代
神
仙
思
想
と
宴
の
崇
拜

發
表
者

森
下
違
司

大
手
Y
大
學

二
〇
二
〇
年

九
 
二
〇
日

『淮
南
子
﹄﹃
呂
氏
春

秋
﹄﹃
易
經
﹄
な
ど
と
關
連
作
品
見

え
な
い
天
Z
を
何
に
見
た
か
︱
︱
正

�
五
行
志
の
役
割

發
表
者

塚
本
@
日
香

岐
阜
大
學

墓
の
中
の
﹁
見
え
る
も
の
﹂
と
﹁
見

え
な
い
も
の
｣
︱
︱
漢
魏
晉
墓
の
神

坐
と
墓
\
圖
宴
︱
︱

發
表
者

向
井
佑
介

二
〇
二
〇
年
十
二
 
二
六
日

『老
子
﹄﹃
莊
子
﹄﹃
管

子
﹄﹃
韓
非
子
﹄﹃
列
子
﹄
な
ど
と
關

連
作
品

發
表
者

外
村

中

5
家

(老
莊
)
が
說
く
﹁
見
え
る
﹂

も
の
や
﹁
見
え
な
い
﹂
も
の
：﹁
一

な
る
﹂
も
の
こ
そ
﹁
5
﹂
で
あ
る

發
表
者

外
村

中

后
稷
は
天
に
�
せ
ら
れ
た
の
か
︱
︱

『詩
﹄
大
^
﹁
生
民
﹂
か
ら
﹃
孝
經
﹄

へ

發
表
者

古
_
隆
一

二
〇
二
〇
年
十
二
 
二
七
日

『老
子
﹄﹃
莊
子
﹄﹃
管

子
﹄﹃
韓
非
子
﹄﹃
列
子
﹄
な
ど
と
關

連
作
品

中
國
飮
食
�
に
お
け
る

︿
炒
め
る
﹀︿
揚
げ
る
﹀
を
め
ぐ
っ
て

︱
︱
『齊
民
4
�
﹄
か
ら
元
代
ま
で

發
表
者

高
井
た
か
ね

醫
家
と
5
家
の
體
內
觀

發
表
者

橫
手

裕

東
京
大
學

二
〇
二
一
年
三
 
二
八
日

國
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：

中
國
三
敎
と
日
本
神
5
の
﹁
見
え

る
﹂
も
の
や
﹁
見
え
な
い
﹂
も
の

5
家
系
と
儒
家
系
と
伊
勢
神
5
の

﹁
一
な
る
﹂
も
の
：﹁
一
な
る
﹂
も
の

は
﹁
5
﹂
か
﹁
氣
﹂
か

發
表
者

外
村

中

佛
宴
と
5
敎
宴
の
圖
宴
�
關
係
性
再

考
︱
︱
南
北
,
～
U
時
代
︱
︱

發
表
者

齋
�
龍
一

大
阪
市
立
美
�
館

5
學
諸
�
に
お
け
る
﹃
太
極
圖
說
﹄

解
釋

發
表
者

福
谷

彬

北
宋
眞
宗


の
佛
敎
美
�
と
三
敎
理

解
︱
︱
舍
利
莊
嚴
を
中
心
に
︱
︱

發
表
者

稻
本
泰
生

シ
ス
テ
ム
內
存
在
と
し
て
の
世
界
に
つ
い
て
の
ア
ー
ト
を

媒
介
と
す
る
�
理
融
合
�
硏
究

班
長

三
輪
眞
弘

本
年
度
は
四
囘
の
ズ
ー
ム
硏
究
會
の
ほ
か
に
︑
こ
れ
ま

で
の
議
論
を
觸
媒
と
し
て
制
作
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
・
イ

ベ
ン
ト
﹁
ぎ
ふ
未
來
a
樂
展
二
〇
二
〇
三
輪
眞
弘
祭
︱
︱

淸
め
ら
れ
た
夜
︱
︱
﹂
(九
 
十
九
日
)
を
ラ
イ
ブ
�
信

し
︑﹁
集
え
な
い
時
代
﹂
の
Z
味
を
問
う
た
︒
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
特
設
サ
イ
ト
を
設
け
た

(英
語
版
も
あ
り
)︒
當

日
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
み
の
中
繼
で
あ
っ
た
が
︑
視
聽
囘
數

は
三
一
五
六
︑
b
體
の
五
％
が
海
外
か
ら
の
視
聽
だ
っ
た

(
ア
メ
リ
カ
︑
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
︑
ド
イ
ツ
︑
イ
ギ
リ
ス
︑

オ
ー
ス
ト
リ
ア
︑
臺
灣
な
ど
)
︒
ま
た
公
演
當
日
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
訪
問
者
は
二
五
八
三
人

(の
べ
で
は
な
く
︑
個

別
ユ
ー
ザ
數
)︑
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
數
九
八
一
九
囘
で
あ
る
︒

ま
た
八
 
二
八
日
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
：

﹁
プ
ロ
ロ
ー
グ
﹁
a
樂
の
G
わ
り
の
G
わ
り
﹂
は
︑
こ
こ

か
ら
は
じ
ま
る
︱
︱
﹂
を
中
繼
し
た
︒
ま
た
硏
究
班
で
の

議
論
に
基
づ
く
論
考
﹃﹁
第
九
｣
︱
︱
再
び
c
き
合
え
る

か
﹄
(八
 
四
日

,
日
怨
聞
,
刊
b
國
版
・
論
考
)
を
發

表
︑
ま
た
三
輪
の
イ
ベ
ン
ト
と
セ
ッ
ト
の
形
で
九
 
に
發

行
さ
れ
た
﹃
a
樂
の
危
機
﹄
(中
公
怨
書
)
は
四
大
怨
聞

を
含
む
十
五
を
超
え
る
メ
デ
ィ
ア
の
書
d
等
で
取
り
上
げ

ら
れ
︑
一
 
一
日

(
二
二
時
～
)
の
N
H
K
・
F
M
で
謁

本
龍
一
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
︒
ま
た
三
輪
と
岡
田
に
よ
る

動
畫
﹁
コ
ロ
ナ
時
代
の
未
來
の
a
樂
﹂
を
制
作
し
て

Y
o
u
T
u
b
e
に
ア
ッ
プ
し
た
︒
な
お
九
 
十
九
日
の
イ
ベ

ン
ト
は
,
日
怨
聞
十
二
 
十
七
日
﹁
二
〇
二
〇
年
の
囘

k
﹂
欄

(
a
樂
)
に
お
い
て
片
山
杜
秀
氏
に
よ
り
﹁
今
年

の
三
點
﹂
に
m
ば
れ
た
︒
さ
ら
に
は
九
 
の
公
開
イ
ベ
ン

ト
が
﹃
佐
治
敬
三
賞
﹄
に
︑
そ
し
て
公
開
イ
ベ
ン
ト
を
對

象
と
し
て
三
輪
眞
弘
が
﹃
サ
ン
ト
リ
ー
a
樂
賞
﹄
に
m
ば

れ
る
と
い
う
︑
ダ
ブ
ル
'
賞
の
快
擧
を
成
し
n
げ
た
︒

二
〇
二
〇
年

六
 

五
日

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
a

樂
は
い
か
に
し
て
可
能
か
？

發
表
者

三
輪
眞
弘

o
報
科
學
藝
�
大
學
院
大
學

二
〇
二
〇
年

六
 
二
一
日

ル
ー
マ
ン
社
會
學
紹
介

發
表
者

�
井
俊
之

二
〇
二
〇
年

八
 
二
八
日

ぎ
ふ
未
來
a
樂
展
二
〇
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二
〇
三
輪
眞
弘
祭
プ
レ
ト
ー
ク
ラ
イ

ブ
�
信

發
表
者

三
輪
眞
弘

o
報
科
學
藝
�
大
學
院
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

岡
田
曉
生

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

Y
田
眞
二
郞

o
報
科
學
藝
�
大
學
院
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

松
井

茂

o
報
科
學
藝
�
大
學
院
大
學

二
〇
二
〇
年

八
 
三
〇
日

プ
レ
ト
ー
ク
總
括
討
論

發
表
者

岡
田
曉
生

二
〇
二
〇
年

九
 
十
九
日

ぎ
ふ
未
來
a
樂
展
二
〇

二
〇
三
輪
眞
弘
祭
︱
︱
淸
め
ら
れ
た

夜
ラ
イ
ブ
�
信

發
表
者

三
輪
眞
弘

o
報
科
學
藝
�
大
學
院
大
學

發
表
者

松
井

茂

o
報
科
學
藝
�
大
學
院
大
學

發
表
者

Y
田
眞
二
郞

o
報
科
學
藝
�
大
學
院
大
學

二
〇
二
〇
年
十
一
 

一
日

動
畫
﹃
コ
ロ
ナ
時
代
の

未
來
の
a
樂
﹄
制
作

發
表
者

三
輪
眞
弘

o
報
科
學
藝
�
大
學
院
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

岡
田
曉
生

二
〇
二
一
年

三
 

二
日

人
工
生
命
と
バ
イ
オ

ア
ー
ト
を
め
ぐ
っ
て

發
表
者

岩
崎
秀
雄

早
稻
田
大
學

淸
代
～
�
代
に
お
け
る
經
學
の
斷
絕
と
連
續
：
目
錄
學
の

視
角
か
ら

班
長

竹
元
規
人

本
硏
究
班
は
︑﹃
�
�
=
義
﹄
の
會
讀
・
な
ら
び
に
譯

r
作
成
を
=
じ
︑
淸
,
學
�
の
あ
り
か
た
を
解
@
す
る
こ

と
を
目
�
と
し
て
お
り
︑
本
年
度
は
同
書
卷
四
の
﹁
匡
謬

s
﹂
か
ら
讀
解
を
�
め
︑
一
 
二
十
日
現
在
︑
同
卷
の

﹁
砭
俗
s
﹂
ま
で
の
譯
r
稿
を
作
成
し
G
え
た
︒
年
度
末

ま
で
に
は
︑
卷
四
を
讀
了
し
た
う
え
で
卷
五
を
讀
み
始
め

る
︒ま

た
本
年
度
は
︑
本
硏
究
班
に
先
行
す
る
硏
究
班

﹁﹃
�
�
=
義
﹄
硏
究
﹂
班
の
成
果
と
し
て
︑﹃
�
�
=
義
﹄

卷
三
の
譯
r
を
完
成
さ
せ
︑﹃
東
方
學
報
﹄
第
九
五
號

(二
〇
二
〇
年
十
二
 
)
に
揭
載
し
た
︒
さ
ら
に
︑
三
 

十
四
日
に
︑
硏
究
班
\
催
の
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し

(Z
o
o
m
を
v
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
會
議
)︑
臺

灣
・
日
本
の
硏
究
者
に
�
演
を
依
賴
す
る
豫
定
で
あ
る
︒

そ
の
ほ
か
︑
二
 
初
旬
に
は
︑
小
型
の
オ
ン
ラ
イ
ン
硏
究

會
を
豫
定
し
て
お
り
︑
中
國
の
若
手
硏
究
者
に
硏
究
發
表

を
行
っ
て
も
ら
い
︑
班
員
の
知
見
を
廣
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
︒

二
〇
二
〇
年

五
 
十
九
日

『
�
�
=
義
﹄
卷
四
會

匡
謬
s

(
1
)

古
_
隆
一

二
〇
二
〇
年

六
 

二
日

『
�
�
=
義
﹄
卷
四
會

匡
謬
s

(2
)

古
_
隆
一

二
〇
二
〇
年

六
 
十
六
日

『
�
�
=
義
﹄
卷
四
會

匡
謬
s

(3
)

古
_
隆
一

二
〇
二
〇
年

七
 

七
日
﹃
�
�
=
義
﹄
卷
四
會
讀

質
性
s

(1
)

臧

魯
寧

京
都
大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科

二
〇
二
〇
年

七
 
二
一
日

『
�
�
=
義
﹄
卷
四
會

讀

匡
謬
s

(2
)

內
山
直
樹

千
葉
大
學

二
〇
二
〇
年

十
 

六
日

『
�
�
=
義
﹄
卷
四
會

讀

黠
陋

(
1
)

小
島
@
子

怨
潟
大
學

二
〇
二
〇
年

十
 
二
十
日

『
�
�
=
義
﹄
卷
四
會

讀

黠
陋

(2
)

成
田
永
太
郞

京
都
大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科

二
〇
二
〇
年
十
一
 
十
七
日

『
�
�
=
義
﹄
卷
四
會

讀

黠
陋

(3
)

5
謁
昭
廣

京
都
大
學
大
學
院
人
閒
y
境
學
硏
究
科

二
〇
二
〇
年
十
二
 

一
日

『
�
�
=
義
﹄
卷
四
會

讀

俗
W

永
田
知
之

二
〇
二
〇
年
十
二
 
十
五
日

『
�
�
=
義
﹄
卷
四
會

讀

鍼
名

竹
元
規
人

福
岡
敎
育
大
學

二
〇
二
一
年

一
 
十
九
日

『
�
�
=
義
﹄
卷
四
會

讀

砭
衣

福
谷

彬

二
〇
二
一
年

二
 

二
日

『
�
�
=
義
﹄
卷
四
會

讀

砭
俗
①

發
表
者

王

歡

京
都
大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科

二
〇
二
一
年

二
 
十
六
日

『
�
�
=
義
﹄
卷
四
會

讀

砭
俗
②

發
表
者

王

孫

二
〇
二
一
年

二
 

七
日

『
�
�
=
義
﹄
硏
究
報

吿
會
①
﹁
違
學
{
�
�
集
論
與
淸
代

學
人
�
集
�
纂
﹂發

表
者

林

鋒

北
京
大
學
中
�
系
・
ポ
ス
ド
ク
硏
究
員
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二
〇
二
一
年

三
 
十
四
日
﹃
�
�
=
義
﹄
硏
究
報
吿

會
②
﹁
中
國
學
�
�
と
�
獻
學
︱
︱

違
學
{
の
學
�
}
想
を
~
點
と
し

て
﹂

發
表
者

張

壽
安
︑

嘉
瀨
?
男
︑
永
冨
靑
地

臺
灣
中
央
硏
究
院
�
�
0
硏
究
員
︑

小
樽
商
科
大
學
言
語
セ
ン
タ
ー
敎
6
︑

早
稻
田
大
學
創
�
理
工
學
部
敎
6

｢
日
本
の
傳
瓜
�
�
﹂
を
問
い
直
す

班
長

重
田
み
ち

本
年
度
は
五
囘

(う
ち
一
囘
は
三
 
開
催
豫
定
)
の
硏

究
會
と
一
囘
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
し
た
︒
藝
能
�
︑
美
�

�
︑
a
樂
�
︑
禪
思
想
�
な
ど
の
分
野
の
硏
究
報
吿
の
ほ

か
︑
基
本
�
獻
の
會
讀
︑
方
法
論
�
檢
討
な
ど
を
實
施
し

た
︒二

〇
二
〇
年

五
 
三
一
日

問
題
提
~
﹁
日
本
の
傳

瓜
�
�
﹂
と
は
ど
う
い
う
も
の
と
さ

れ
て
き
た
か
：
鈴
木
大
拙
と
久
松
眞

一
の
著
作
を
と
お
し
て

發
表
者

重
田
み
ち

京
都
藝
�
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

古
_
隆
一

二
〇
二
〇
年

七
 
十
九
日

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
：
宮
本

常
一
・
村
井
康
彥
・
守
屋

毅
﹁
共

同
討
議
：
雜
談
﹂發

表
者

菊
地

曉

日
本
中
世
の
諸
藝
と
5
學
︱
︱
發
端

と
し
て
の
世
阿
彌
能
樂
論

發
表
者

重
田
み
ち

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

福
谷

彬

二
〇
二
〇
年

九
 
十
三
日

一
九
三
七
年
パ
リ
萬
國

;
覽
會
に
お
け
る
﹁
日
本
の
傳
瓜
﹂

を
考
え
る

發
表
者

高
階
繪
里
加

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

宮
崎
涼
子

京
都
藝
�
大
學

茶
禪
一
味
說
を
め
ぐ
っ
て

發
表
者

神
津
,
夫

立
命
館
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

佐
々
木
孝
浩

慶
應
義
塾
大
學

慶
應
義
塾
大
學
斯
5
�
庫

二
〇
二
〇
年
十
二
 

六
日

『宗
鏡
錄
﹄
の
成
立
と

傳
播
：
中
國
禪
に
よ
る
佛
敎
の
瓜
合

と
日
本
へ
の
影
�發

表
者

柳

幹
康

花
園
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

古
_
隆
一

�
世
a
樂
藝
能
に
お
け
る
衣
相
と
外

來
�
�

發
表
者

竹
內
�
一

京
都
市
立
藝
�
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

今
映
杏
子

神
戶
女
學
院
大
學

二
〇
二
一
年

一
 

十
日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：﹁
日

本
の
傳
瓜
�
�
﹂
を
問
い
直
す

漢

字
圈
古
醫
籍
の
定
量
・
比
�
硏
究

︱
︱
そ
の
衣
・
同
と
社
會
經
濟
背
景

發
表
者

眞
柳

{

8
城
大
學

日
本
繪
畫
の
向
こ
う
側
︱
︱
中
國
繪

畫
�
か
ら
の
視
點發

表
者

宮
崎
法
子

實
踐
女
子
大
學

衣
�
�
と
し
て
日
本
を
眺
め
る
︱
︱

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
�
世
の
眼
差
し
と
キ
リ

シ
タ
ン
時
代
の
布
敎
活
動

發
表
者

シ
ル
ヴ
ィ
オ

ヴ
ィ
ー
タ

京
都
外
國
語
大
學

司
會

重
田
み
ち
︑
古
_
隆
一

二
〇
二
一
年

三
 
二
一
日

室
町
時
代
後


に
何
故

繪
入
り
册
子
本
が
登
場
し
た
の
か
？

發
表
者

佐
々
木
孝
浩

慶
應
義
塾
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

王
孫
涵
之

京
都
大
學
�
學
部

中
世
の
�
禮
僧
と
民
衆
社
會
︱
︱
可

能
思
想
と
し
て
の
外
來
佛
敎
︱
︱

發
表
者

上
川
=
夫

愛
知
縣
立
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

菊
地

曉

實
驗
性
の
生
態
學
︱
︱
人
怨
世
に
お
け
る
多
種
共
生
關
係

に
關
す
る
比
�
硏
究

班
長

モ
ハ
ー
チ
・
ゲ
ル
ゲ
イ

初
年
度
で
あ
る
本
年
度
は
︑
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
狀
況
の

中
で
︑
b
て
の
共
同
硏
究
會
を
リ
モ
ー
ト
形
式

(Z
o
o

m
)
に
て
實
施
し
て
き
た
︒
班
員
b
員
が
參
加
で
き
る
こ

と
を
�
優
先
に
︑
六
囘
の
共
同
硏
究
會
の
一
部
を
合
�
し

て
︑
合
計
四
日
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
第
一
囘
共
同
硏
究

會
で
の
班
長

(
モ
ハ
ー
チ
)
と
副
班
長

(石
井
)
に
よ
る

本
共
同
硏
究
の
趣
旨
說
@
の
あ
と
︑
第
二
～
第
六
囘
共
同
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硏
究
會
を
=
じ
て
︑﹁
實
驗
性
﹂
の
槪
念
を
�
年
增
加
し

つ
つ
あ
る
自
然
y
境
と
人
閒
社
會
と
の
か
か
わ
り
あ
い
に

關
す
る
人
�
・
社
會
科
學
�
硏
究
の
中
で
位
置
付
け
る
た

め
︑
0
內
外
の
班
員
に
よ
る
レ
ビ
ュ
ー
�
獻
の
解
讀
と
︑

實
驗
性
の
人
類
學

(石
井
)︑
社
會
學

(モ
ハ
ー
チ
)︑
歷

�
學

(
瀨
戶
口
)︑
科
學
技
�
社
會
論

(鈴
木
︑
モ
ハ
ー

チ
)
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
�
年
の
硏
究
動
向
に
關
す
る

發
表
と
討
論
を
中
心
に
硏
究
活
動
を
�
め
ま
し
た
︒
若
手

硏
究
者
な
ど
の
ゲ
ス
ト
も
M
え
て
廣
く
議
論
を
行
い
︑
今

後
の
國
際
�
な
ネ
ッ
ト
ー
ワ
ー
ク
}
築
に
不
可
缺
な
知
識

を
得
る
活
動
を
試
み
ま
し
た
︒
本
年
度
の
�
後
の
共
同
硏

究
會
で
は
︑
來
年
度
の
中
閒
成
果
發
表
に
向
け
て
︑
具
體

�
な
內
容
に
つ
い
て
議
論
を
開
始
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑
今

後
の
執
筆
や
議
論
な
ど
の
共
同
作
業
の
ツ
ー
ル
と
し
て
︑

本
共
同
硏
究
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
︒

二
〇
二
〇
年

七
 
十
一
日

實
驗
性
の
生
態
學
：
人

怨
世
に
お
け
る
多
種
共
生
關
係
に
關

す
る
比
�
硏
究

共
同
硏
究
の
趣
旨

說
@

實
驗
性
の
生
態
學
：
人
怨
世
に
お
け

る
多
種
共
生
關
係
に
關
す
る
比
�
硏

究

發
表
者

石
井
美
保
︑

モ
ハ
ー
チ
・
ゲ
ル
ゲ
イ

大
阪
大
學
人
閒
科
學
硏
究
科

二
〇
二
〇
年

九
 
二
八
日

實
驗
性
の
生
態
學
：
人

怨
世
に
お
け
る
多
種
共
生
關
係
に
關

す
る
比
�
硏
究

實
驗
性
の
生
態

學
：
土
臺
と
限
界

發
表
者

モ
ハ
ー
チ
・
ゲ
ル
ゲ
イ

實
驗
性
の
生
態
學
：
人
怨
世
に
お
け

る
多
種
共
生
關
係
に
關
す
る
比
�

硏

究

T
ra
p
s
a
n
d
E
x
p
e
rim
e
n
ta
l

S
y
ste
m
s

發
表
者

鈴
木
和
歌
奈

日
本
學
�
振
興
會
P
D

二
〇
二
〇
年
十
一
 
二
八
日

實
驗
性
の
生
態
學
：
人

怨
世
に
お
け
る
多
種
共
生
關
係
に
關

す
る
比
�
硏
究

自
然
保
護
︑
實
驗
︑

生
政
治

發
表
者

石
井
美
保

二
〇
二
一
年

二
 
二
二
日

實
驗
性
の
生
態
學
：
人

怨
世
に
お
け
る
多
種
共
生
關
係
に
關

す
る
比
�

硏

究

實
驗
室
か
ら

フ
ィ
ー
ル
ド
へ發

表
者

瀨
戶
口
@
久

東
ア
ジ
ア
馬
�
�
の
硏
究

班
長

諫
早
直
人

本
硏
究
班
で
は
︑
二
〇
二
〇
年
度
に
三
囘
の
硏
究
會
を

實
施
し
た
︒
七
 
の
第
一
囘
硏
究
會
で
は
︑
ユ
ー
ラ
シ
ア

草
原
地
帶
に
お
け
る
馬
利
用
の
開
始
と
そ
の
東
方
擴
散
に

つ
い
て
︑
硏
究
報
吿
と
議
論
を
お
こ
な
っ
た
︒
馬
骨
・
齒

の
變
形
・
�
�
狀
況
や
D
N
A
分
析
︑
車
や
馬
具
の
出
土

狀
況
な
ど
か
ら
︑
Y
四
千
年
紀
か
ら
Y
三
千
年
紀
に
か
け

て
︑
ユ
ー
ラ
シ
ア
各
地
で
馬
の
家
畜
�
と
利
用
が
�
め
ら

れ
て
い
く
狀
況
が
示
さ
れ
た
︒
十
二
 
の
第
二
囘
硏
究
會

で
は
︑
中
國
魏
晉
南
北
,
時
代
の
馬
�
�
を
テ
ー
マ
と
し

て
︑
二
本
の
硏
究
報
吿
を
お
こ
な
っ
た
︒
ま
ず
︑
こ
れ
ま

で
に
整
理
し
て
き
た
中
國
の
魏
晉
南
北
,
墓
出
土
の
陶
馬

や
馬
車
・
牛
車
@
器
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
︑
�
獻
�
料
と

對
比
し
な
が
ら
︑
馬
車
と
牛
車
の
關
係
︑
鞍
馬
の
役
割
︑

馬
具
の
變
�
な
ど
を
議
論
し
た
︒
續
い
て
︑
お
も
に
五
世

紀
の
墓
室
壁
畫
・
漆
棺
畫
な
ど
の
圖
宴
�
料
︑
お
よ
び
墓

出
土
の
動
物
骨
を
も
と
に
︑
中
國
北
,
の
騎
馬
�
牧
�
�

に
つ
い
て
檢
討
を
�
め
た
︒
二
 
の
第
三
囘
硏
究
會
で
は
︑

日
本
古
代
の
馬
�
�
に
着
目
し
︑
お
も
に
�
獻
�
料
に
も

と
づ
き
古
代
の
馬
政
に
つ
い
て
議
論
し
た
︒

二
〇
二
〇
年

七
 

三
日

ユ
ー
ラ
シ
ア
草
原
地
帶

の
馬
�
�

馬
利
用
の
開
始
と
東
方

擴
散

發
表
者

中
村
大
介

埼
玉
大
學

二
〇
二
〇
年
十
二
 
十
八
日

中
國
魏
晉
南
北
,
の
馬

�
�

魏
晉
南
北
,
の
﹁
馬
俑
﹂
に

つ
い
て

發
表
者

大
!
理
紗

京
都
府
立
大
學

考
古
・
圖
宴

料
か
ら
み
た
北
,
の

騎
馬
・
�
牧
�
�發

表
者

向
井
佑
介

二
〇
二
〇
年

二
 
十
九
日

古
代
日
本
の
馬
�
�

日
本
古
代
の
馬
政
の
特
質

發
表
者

佐
�
永
太
郞

關
西
大
學
;
物
館

硏
究
成
果
の
槪
4

本
硏
究
で
は
︑
一
年
の
硏
究


閒
を

=
じ
て
三
囘
の
硏
究
會
を
實
施
し
︑
そ
れ
ぞ
れ
ユ
ー
ラ
シ

ア
草
原
地
帶
︑
中
國
魏
晉
南
北
,
︑
日
本
古
代
の
馬
�
�

に
つ
い
て
︑
班
員
に
よ
る
硏
究
報
吿
と
議
論
を
お
こ
な
っ

た
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
家
畜
馬
や
馬

車
・
騎
馬
利
用
の
出
現
と
展
開
の
K
�
に
つ
い
て
�
年
の

�
識
を
共
�
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
ま
た
︑
東
方
の
中
國

や
日
本
列
島
に
お
け
る
馬
車
・
騎
馬
�
�
と
馬
�
生
產
の

樣
相
に
つ
い
て
は
︑
關
係
す
る
考
古

料
と
�
獻
�
料
を
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集
成
・
整
理
し
︑
先
行
硏
究
の
到
?
點
を
9
�
す
る
に
と

ど
ま
ら
ず
︑
鞍
馬
・
馬
車
・
牛
車
な
ど
の
社
會
�
役
割
や

馬
具
の
變
�
な
ど
い
く
つ
か
の
視
點
に
つ
い
て
︑
K
去
の

硏
究
と
は
衣
な
る
怨
た
な
�
識
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き

た
︒

西
部
�
堂
を
中
心
と
す
る
戰
後
�
�
空
閒
の
硏
究

班
長

朴

沙
羅

硏
究
目
�
の
?
成
の
た
め
に
︑
1
年
を
=
し
て
︑
西
部

�
堂
に
關
係
し
た
人
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
實
施
を
重
ね

て
︑
彼
ら
か
ら
當
時
の
�
獻
の
提
供
を
'
け
る
こ
と
で
︑

戰
後
日
本
�
�
¢
動
�
︑
學
生
¢
動
�
に
お
け
る
西
部
�

堂
お
よ
び
關
係
者
の
檢
證
を
す
す
め
た
︒
ま
た
﹁
21
世
紀

の
人
�
學
﹂
班
や
京
大
內
の
關
連
分
野
の
硏
究
者
に
積
極

�
に
聲
を
か
け
る
こ
と
で
︑
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
よ
り
閏
實

さ
せ
る
と
と
も
に
︑
共
同
硏
究
會
で
活
發
な
議
論
を
展
開

す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
西
部
�
堂
の
先
行
硏
究
は
こ
れ
ま

で
な
く
︑
\
に
基
礎
を
閏
實
さ
せ
る
た
め
に
本
硏
究
班
の

活
動
は
割
か
れ
た
が
︑
今
後
の
硏
究
に
お
い
て
重
4
な
作

業
を
推
し
�
め
る
こ
と
が
で
き
た
︒

二
〇
二
〇
年

六
 
二
三
日

怨
開
純
也
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

二
〇
二
〇
年

七
 

十
日

山
中
£
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

二
〇
二
〇
年

十
 
二
二
日

高
瀨
照
美
︑
怨
開
純
也
︑

飯
田
俊
の
鼎
談
�
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

二
〇
二
〇
年

十
 
二
二
日

怨
開
純
也
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

二
〇
二
〇
年

十
 
二
二
日

共
同
硏
究
會
�
び
今
後

の
打
ち
合
わ
せ

二
〇
二
〇
年

十
 
二
三
日

飯
田
俊
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

二
〇
二
〇
年

十
 
二
三
日

木
村
英
輝
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

二
〇
二
〇
年

十
 
二
三
日

飯
田
俊
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

二
〇
二
〇
年

十
 
三
〇
日

シ
モ
ー
ヌ
深
¥
�
び
B

U
B
U
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

硏
究
成
果
の
槪
4

本
共
同
硏
究
は
西
部
�
堂
の
歷
�
を

�
査
す
る
こ
と
を
目
�
と
し
て

料
收
集
�
び
聞
き
取
り

�
査
を
精
力
�
に
行
っ
た
︒
そ
の
槪
4
は
以
下
の
=
り
に

な
る
︒
二
〇
二
〇
年
六
 
に
怨
開
純
也
に
對
し
て
駒
§
武

と
本
硏
究
班
員
の
田
0
大
輔
︑
福
家
崇
洋
が
戰
後
京
大
學

生
¢
動
に
つ
い
て
人
�
硏
で
聽
き
取
り
を
實
施
︒
七
 
十

日
に
は
﹁
21
世
紀
の
人
�
學
﹂
硏
究
班
と
共
催
で
人
�
硏

に
お
い
て
︑
ダ
ム
タ
イ
プ
で
a
樂
を
擔
當
し
て
き
た
D
J

山
中
£
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
I
A
M
A
S
の
松
井

茂

と
伊
村
靖
子
︑
本
硏
究
班
員
の
伊
�
存
︑
田
0
︑
福
家
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
し
て
行
っ
た
︒
十
 
二
一
～
二
三
日

に
は
飯
田
俊
を
東
京
よ
り
招
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
�
び
共

同
硏
究
會
を
實
施
し
た
︒
十
 
二
一
日
に
今
後
の
打
ち
合

わ
せ
を
行
っ
た
う
え
で
︑
二
二
日
午
後
に
は
白
樺
に
お
い

て
高
瀨
照
美
︑
怨
開
純
也
︑
飯
田
俊
で
高
瀨
泰
司
�
び
西

部
�
堂
に
つ
い
て
鼎
談
�
び
田
0
︑
福
家
を
イ
ン
タ
ビ
ュ

ア
ー
と
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
實
施
し
た
︒
そ
の
あ
と
人

�
硏
で
怨
開
純
也
に
對
し
て
田
0
︑
福
家
が
戰
後
京
大
學

生
¢
動
に
つ
き
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
實
施
し
た
︒
同
日
夜
に

は
飯
田
︑
木
下
千
花
︑
小
關

隆
︑
本
硏
究
班
か
ら
朴
︑

伊
�
︑
田
0
︑
福
家
の
メ
ン
バ
ー
で
西
部
�
堂
�
び
戰
後

�
�
¢
動
に
つ
い
て
共
同
硏
究
を
行
い
今
後
の
方
針
な
ど

を
協
議
し
た
︒
十
 
二
三
日
午
Y
に
は
人
�
硏
で
飯
田
に

對
し
戰
後
a
樂
�
�
に
つ
き
田
0
︑
福
家
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
實
施
︑
午
後
か
ら
は
キ
ー
ヤ
ン
ス
タ
ジ
オ
で
木

村
英
輝
に
對
し
て
飯
田
︑
田
0
︑
福
家
で
西
部
�
堂
�
び

戰
後
�
�
¢
動
に
つ
き
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
實
施
し
た
︒
同

日
夕
刻
か
ら
人
�
硏
で
飯
田
に
對
し
福
家
が
飯
田
0
藏
の


料
に
も
と
づ
き
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
實
施
︒
十
 
三
〇
日

に
は
京
大
に
お
い
て
シ
モ
ー
ヌ
深
¥
︑
B
U
B
U
︑
山
中

に
對
し
て
田
0
︑
福
家
を
今
後
の
戰
後
京
都
�
�
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
向
け
て
打
ち
合
わ
せ
等
を
行
っ
た
︒
こ
れ
ら

の
聞
き
取
り
�
査
を
行
う
な
か
で
︑
西
部
�
堂
に
關
す
る

怨
聞
︑
雜
誌
︑
ビ
ラ
な
ど
多
く
の

料
收
集
の
提
供
を
得

た
︒
ま
た
以
上
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
錄
a
さ
せ
て
い
た
だ

き
今
後
公
開
の
許
可
を
得
ら
れ
た
も
の
に
關
し
て
は

料

紹
介
の
よ
う
な
形
で
學
�
雜
誌
等
に
投
稿
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
︒

小
津
安
二
郞
映
畫
の
歐
米
に
お
け
る
批
�
�
�
容
に
關
す

る
硏
究

班
長

正
淸
永
介

二
〇
二
〇
年
四
 
～
九
 
は
︑
班
員
そ
れ
ぞ
れ
が
小
津

映
畫
を
對
象
に
し
た
歐
米
の
映
畫
批
d
を
︑
圖
書
館
や
國

立
映
畫
ア
ー
カ
イ
ブ
等
に
て
�
査
し
︑
リ
ス
ト
を
作
成
し

た
︒
役
割
分
擔
は
I
の
=
り
で
あ
る
︒
正
淸
と
板
井
は
佛

國
に
お
け
る
映
畫
批
d
を
�
査
し
た
︒
特
に
正
淸
は
映
畫

批
d
誌
﹃
カ
イ
エ
・
ド
ゥ
・
シ
ネ
マ
﹄︑
板
井
は
﹃
ポ
ジ

テ
ィ
フ
﹄
に
お
け
る
小
津
映
畫
批
d
を
�
査
し
︑
そ
の
考

察
ま
で
�
め
た
︒
伊
�
と
宮
本
は
英
語
圈
の
小
津
映
畫
批

d
を
�
査
し
た
︒
伊
�
は
英
國
の
批
d
︑
宮
本
は
米
國
の

批
d
を
�
査
し
︑
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
︒
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二
〇
二
〇
年

九
 
十
八
日
︑
オ
ン
ラ
イ
ン

(Z
o
o

m
)
で
第
一
囘
硏
究
會
を
開
催
し
た
︒

班
員
は
發
表
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
四

 
か
ら
の
�
査
の
報
吿
を
行
っ
た
︒

ま
た
こ
れ
に
合
わ
せ
て
︑
副
班
長
森

本
は
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
報
吿
に
對
し
て
コ
メ
ン
ト
を

し
た
︒

十
 
～
三
 
は
︑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
經
費
を
活
用
し
關
係


料

(書
籍
)
を
補
い
つ
つ
�
査
で

得
た
批
d
の
讀
解
・
考
察
を
�
め
た
︒

二
〇
二
一
年

三
 
十
二
日
︑
人
�
科
學
硏
究
0
內
に

お
い
て
第
二
囘
硏
究
會
を
開
催
し
︑

班
員
そ
れ
ぞ
れ
硏
究
成
果
の
報
吿
を

行
な
っ
た
︒

二
〇
二
〇
年

九
 
十
五
日

小
津
安
二
郞
映
畫
の
歐

米
に
お
け
る
批
d
�
'
容
に
關
す
る

硏
究

フ
ラ
ン
ス
﹃
カ
イ
エ
﹄
の
小

津
映
畫
d

發
表
者

正
淸
永
介

一
橋
大
學
大
學
院
言
語
社
會
硏
究
科

フ
ラ
ン
ス
﹃
ポ
ジ
テ
ィ
フ
﹄
の
小
津

映
畫
d

發
表
者

板
井

仁

一
橋
大
學
大
學
院
言
語
社
會
硏
究
科

ア
メ
リ
カ
の
小
津
映
畫
批
d

發
表
者

宮
本
@
子

同
志
社
女
子
大
學
表
象
�
�
學
部

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
小
津
映
畫
批
d

發
表
者

伊
�
弘
了

關
西
大
學
�
學
部

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

森
本
淳
生

二
〇
二
〇
年

三
 
十
二
日

小
津
安
二
郞
映
畫
の
歐

米
に
お
け
る
批
d
�
'
容
に
關
す
る

硏
究

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
小
津
映

畫
'
容

發
表
者

正
淸
永
介

發
表
者

板
井

仁

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
小
津
映
畫
'
容

發
表
者

宮
本
@
子

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
小
津
映
畫
'
容

發
表
者

伊
�
弘
了

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

森
本
淳
生

硏
究
成
果
の
槪
4
は
I
の
=
り
で
あ
る
︒

・
佛
語
圈

フ
ラ
ン
ス
の
映
畫
批
d
誌
﹃
カ
イ
エ
・

ド
ゥ
・
シ
ネ
マ
﹄
に
お
い
て
一
九
六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年

代
に
か
け
て
小
津
映
畫
を
對
象
と
し
た
\
な
批
d

(作
品

d
)
は
八
本
あ
っ
た
︒
そ
の
特
ª
は
︑
作
品
と
﹁
日
本
�

な
も
の
﹂
と
の
關
連
を
否
定
し
た
上
で
︑
映
畫
ス
タ
イ
ル

の
獨
自
性
を
\
張
す
る
も
の
だ
っ
た
︒
論
は
︑
映
畫
の
映

宴
と
a
聲
の
}
成
を
め
ぐ
っ
て
展
開
す
る
傾
向
に
あ
る
︒

ま
た
怨
聞
﹃
ル
モ
ン
ド
﹄
に
お
い
て
一
九
六
〇
年
代
か
ら

八
〇
年
代
に
か
け
て
小
津
映
畫
を
對
象
と
し
た
\
な
批
d

(作
品
d
・
作
家
d
)
は
六
本
あ
っ
た
︒
そ
の
特
ª
は
︑

作
品
と
﹁
日
本
�
な
も
の
﹂
あ
る
い
は
小
津
個
人
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
の
關
連
を
指
摘
す
る
と
同
時
に
︑
テ
ー
マ

(家

族
愛
な
ど
)
の
�
«
性
を
\
張
す
る
も
の
だ
っ
た
︒
論
は
︑

物
語
と
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
展
開
す
る
傾
向
に
あ
る
︒
以

上
の
フ
ラ
ン
ス
の
小
津
映
畫
批
d
は
︑
一
九
八
〇
年
代
の

小
津
映
畫
硏
究
に
大
き
な
影
�
を
與
え
て
い
る
と
推
察
さ

れ
る
︒

一
方
︑
映
畫
批
d
誌
﹃
ポ
ジ
テ
ィ
フ
﹄
で
は
︑
一
九
六

〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
︑
小
津
安
二
郞
の
映
畫

に
關
す
る
批
d
は
八
本
あ
っ
た
︒
批
d
の
特
ª
は
論
者
に

よ
っ
て
樣
々
だ
が
︑
作
品
の
物
語
に
沿
う
の
で
は
な
く
︑

そ
こ
か
ら
抽
出
し
た
テ
ー
マ
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
點
に

あ
る
︒
そ
こ
で
は
\
に
︑
①
制
限
や
抑
制
︑
禮
儀
作
法

と
い
っ
た
︑
論
者
ら
が
保
守
�=

東
洋
�
な
も
の
と
し
て

定
義
す
る
も
の
︑
②
東
洋
と
西
洋
︑
大
人
と
子
ど
も
と

い
っ
た
二
項
の
對
立
}
�
︑
③
そ
う
し
た
對
立
}
�
の

一
方
か
ら
他
方
へ
の
移
行
や
︑
そ
こ
に
現
れ
る
ズ
レ
や
逸

脫
に
目
を
向
け
る
も
の
︑
な
ど
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
︒

・
英
語
圈

ア
メ
リ
カ
で
は
︑
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
八

〇
年
代
に
か
け
て
︑﹃
F
ilm

C
ritic
ism
﹄﹃
F
ilm

Q
u
a
r-

te
rly
﹄
な
ど
の
學
�
雜
誌
に
小
津
映
畫
に
對
す
る
批
d

が
み
と
め
ら
れ
る
︒
そ
の
初


に
は
︑
ド
ナ
ル
ド
・
リ

チ
ー
が
\
に
﹃
F
ilm

Q
u
a
rte
rly
﹄
に
お
い
て
小
津
の
紹

介
︑
批
d
を
行
っ
て
お
り
︑
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
小
津
の

周
知
︑
議
論
の
活
性
�
に
貢
獻
し
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

イ
ギ
リ
ス
に
關
し
て
は
︑
映
畫
雜
誌
﹃
サ
イ
ト
＆
サ
ウ

ン
ド
﹄
を
對
象
に
︑
一
九
五
七
～
一
九
八
八
年
の
範
圍
で

小
津
安
二
郞
に
關
す
る
批
d
�
言
說
を
�
査
し
た
︒
小
津

の
名
Y
に
言
�
し
て
い
る
號
は
六
六
號
︑
言
�
の
あ
る

ペ
ー
ジ
總
數
は
一
五
三
ペ
ー
ジ
に
�
ぶ
︒﹁
日
本
�
な
監

督
﹂
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
基
づ
い
た
紹
介
が
多
く

見
ら
れ
る
な
か
︑
詳
細
な
テ
ク
ス
ト
分
析
に
基
づ
く
本
格

�
な
小
津
論
も
確
�
さ
れ
た
︒
そ
の
う
ち
の
何
本
か
の
記

事
は
︑
日
本
語
に
�
譯
し
て
刊
行
す
る
價
値
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
︒

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
阿
彌
陀
如
來
の
表
象
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班
長

高
橋
早
紀
子

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
阿
彌
陀
如
來
の
表
象
に
つ
い
て
の

考
察
を
=
じ
て
︑
阿
彌
陀
如
來
に
對
す
る
多
樣
な
思
想
や

信
仰
の
一
端
を
9
究
す
べ
く
︑
二
囘
の
硏
究
討
論
會
十
一

 
七
日
・
十
二
 
五
日
／
Z
o
o
m
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

實
施
／
參
加
者
¶
六
〇
名
)
を
開
催
し
た
︒
第
一
囘
の
硏

究
討
論
會
﹁
日
本
の
佛
敎
彫
刻
︱
︱
作
品
生
成
の
場
﹂
は
︑

高
橋
と
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
山
口
隆
介
氏

(奈
良
國
立

;
物
館
)︑
三
田
覺
之
氏

(東
京
國
立
;
物
館
)
を
發
表

者
と
し
︑
第
二
囘
の
硏
究
討
論
會
﹁
Q
宴
の
¸
と
作
用

︱
︱
阿
彌
陀
佛
と
四
天
王
を
例
に
﹂
は
︑
班
員
の
田
中
永

一
氏

(
�
�
廳
)︑
高
志
綠
氏

(日
本
學
�
振
興
會
)︑
檜

山
智
美
氏

(京
都
大
學
)︑
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
佐
�

�
希
子
氏

(奈
良
女
子
大
學
)
を
發
表
者
と
し
︑
班
員
以

外
の
當
該
テ
ー
マ
に
關
心
を
も
つ
硏
究
者
に
も
公
開
し
た
︒

い
ず
れ
も
︑
當
日
は
¶
六
〇
名
が
參
加
し
︑
�
怨
の
知
見

に
基
づ
く
活
發
な
質
疑
應
答
が
行
わ
れ
た
︒

二
〇
二
〇
年
十
一
 
七
日

日
本
の
佛
敎
彫
刻
︱
︱
作

品
生
成
の
場

廣
隆
寺
�
堂
阿
彌
陀

如
來
・
地
藏
菩
9
・
虛
空
藏
菩
9
坐

宴
と
5
昌

發
表
者

高
橋
早
紀
子

愛
知
學
院
大
學

快
慶
の
阿
彌
陀
佛
�
宴

發
表
者

山
口
隆
介

奈
良
國
立
;
物
館

法
隆
寺
金
堂
に
お
け
る
四
天
王
の
世

界

發
表
者

三
田
覺
之

東
京
國
立
;
物
館

二
〇
二
〇
年
十
二
 
五
日

Q
宴
の
¸
と
作
用
︱
︱
阿

彌
陀
佛
と
四
天
王
を
例
に

飛
鳥
時

代
の
阿
彌
陀
�
宴發

表
者

田
中
永
一

�
�
廳

懺
法
と
の
關
わ
り
か
ら
見
た
阿
彌
陀

宴
︱
︱
淳
熙
十
年
銘
﹁
阿
彌
陀
淨
土

圖
﹂
を
中
心
に

發
表
者

高

志
綠

學
振
特
別
硏
究
員
・
人
�
科
學
硏
究
0

西
域
北
5
の
佛
敎
石
窟
壁
畫
に
描
か

れ
た
四
天
王
と
そ
の
眷
屬
の
圖
宴

發
表
者

檜
山
智
美

中
世
繪
卷
に
表
さ
れ
た
毘
沙
門
天
宴

(補
足
・
質
疑
)

發
表
者

佐
�
�
希
子

奈
良
女
子
大
學

硏
究
成
果
の
槪
4

年
度
內
に
二
囘
企
畫
し
た
硏
究
討
論

會
で
は
︑
若
手
硏
究
者
に
よ
っ
て
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
阿

彌
陀
如
來
の
表
象
に
關
す
る
�
怨
の
�
査
・
硏
究
成
果
が

發
表
さ
れ
︑
¶
六
〇
名
の
參
加
者
と
と
も
に
多
樣
な
表

象
・
思
想
・
信
仰
に
つ
い
て
實
り
あ
る
討
論
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
︒
Z
o
o
m
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
公
開
硏
究

會
の
實
施
に
は
不
安
も
あ
っ
た
が
︑
b
國
各
地
・
海
外
か

ら
多
く
の
硏
究
者
の
參
加
が
得
ら
れ
︑
閏
實
し
た
硏
究
討

論
會
と
な
っ
た
︒
本
硏
究
討
論
會
で
の
成
果
を
取
り
§
ん

だ
論
�
2
件

(山
口
隆
介
﹁
兵
庫
・
淨
土
寺
裸
形
阿
彌
陀

如
來
立
宴
﹂﹃
鹿
園
雜
集
﹄
二
三
︑
高
橋
早
紀
子
﹁
廣
隆

寺
�
堂
阿
彌
陀
如
來
宴
の
�
宴
背
景
と
5
昌
﹂﹃
京
都
美

�
�
學
﹄
二
)
が
︑
年
度
內
に
刊
行
さ
れ
る
豫
定
で
あ
る
︒

ま
た
︑
本
硏
究
班
の
目
指
す
持
續
可
能
な
若
手
硏
究
者
の

學
�
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
}
築
に
つ
い
て
も
︑
二
囘
の
硏
究

討
論
會
の
企
畫
・
實
施
を
=
し
て
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ

た
︒

｢
長
い
19
世
紀
﹂
に
お
け
る
イ
ン
ド
・
中
國
の
社
會
經
濟

�
の
比
�
︱
︱
稅
制
に
�
目
し
て

班
長

小
川
5
大

本
年
度
は
對
面
の
硏
究
會
を
豫
定
し
て
い
た
が
︑
b
て

オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
っ
た
︒
四
 
二
五
日
に
第
1
囘
硏
究
會

を
開
催
し
︑
世
界
經
濟
�
會
議
パ
リ
大
會

(
W
E
H
C

2
0
2
2
)
に
應
募
す
る
パ
ネ
ル
の
內
容
に
つ
い
て
檢
討
を

行
っ
た
︒
そ
の
結
果
︑
巨
大
國
家
に
お
け
る

源
�
分
を

テ
ー
マ
に
し
て
土
地
制
度
︑
財
政
︑
航
¢
︑
金
融
︒
商
業

を
檢
討
す
る
こ
と
と
し
︑
“
R
e
so
u
rc
e
D
istrib
u
tio
n
in

th
e
M
e
g
a
-
sta
te
s
w
ith

S
m
a
ll
G
o
v
e
rn
m
e
n
ts
:
A

C
o
m
p
a
riso
n
b
e
tw
e
e
n
C
h
in
a
a
n
d
In
d
ia
,
1
7
5
0
-
1
9
5
0
”

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
申
Ó
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
︒
九
 

十
八
日
に
は
第
二
囘
硏
究
會
を
開
催
し
︑
社
會
經
濟
�
學

會
大
會
で
實
施
す
る
パ
ネ
ル
に
つ
い
て
︑﹁
趣
旨
說
@
﹂

を
村
上
︑﹁
空
閒
・
分
�
・
秩
序
：
土
地
制
度
を
め
ぐ
る

中
印
比
�
﹂
を
田
口
・
小
川
︑﹁
工
場
勞
働
者
を
め
ぐ
る

中
印
比
�
﹂
を
神
田
・
富
澤
︑﹁
中
印
海
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
比
�
分
析
︱
︱
ボ
ン
ベ
イ
と
香
Ô
を
中
心
に
︱
︱
﹂

を
木
越
が
報
吿
し
て
討
論
を
行
っ
た
︒

二
〇
二
〇
年

四
 
二
五
日

中
印
比
�
�
の
今
後
の

計
畫
に
つ
い
て

發
表
者

村
上

衞

二
〇
二
〇
年

九
 
十
八
日

轉
奄


﹁
巨
大
國
家
﹂

に
お
け
る

源
�
分
：
中
國
・
イ
ン

ド
の
土
地
・
勞
働
力
・
航
¢
趣
旨
說
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@

發
表
者

村
上

衞

空
閒
・
分
�
・
秩
序
：
土
地
制
度
を

め
ぐ
る
中
印
比
�

發
表
者

田
口
宏
二
Ö

大
阪
大
學

發
表
者

小
川
5
大

金
澤
大
學

工
場
勞
働
者
を
め
ぐ
る
中
印
比
�

發
表
者

神
田
さ
や
こ

慶
應
大
學

發
表
者

富
澤
芳
亞

島
根
大
學

中
印
海
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
比
�
分

析
：
ボ
ン
ベ
イ
と
香
Ô
を
中
心
に

發
表
者

木
越
義
則

名
古
屋
大
學

硏
究
成
果
の
槪
4

オ
ン
ラ
イ
ン
の
開
催
で
は
あ
っ
た
が
︑

二
囘
の
硏
究
會
を
=
じ
て
︑
中
國
�
硏
究
者
・
イ
ン
ド
�

硏
究
者
と
も
相
互
の
歷
�
に
對
す
る
理
解
を
い
っ
そ
う
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
︒
中
印
の
共
=
項
と
し
て
巨
大
國
家

で
あ
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
︑
淸
,
や
ム
ガ
ル
×
國
︑
イ
ギ

リ
ス
東
イ
ン
ド
會
社
と
い
っ
た
外
來
の
勢
力
の
瓜
治
を
'

け
た
も
の
の
︑
旣
存
の
制
度
も
根
强
く
殘
り
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
な
國
家
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
ら
た
め
て
確
�
さ
れ

た
︒
一
方
で
︑
人
口
變
動
な
ど
︑
中
印
に
大
き
な
Ú
い
が

あ
る
こ
と
も
確
�
で
き
た
︒
ま
た
︑
中
印
の
比
�
�
に
ふ

さ
わ
し
い
テ
ー
マ
は
︑
土
地
制
度
・
勞
働
力
・
航
¢
・
財

政
・
金
融
・
商
業
に
Û
り
§
む
こ
と
が
で
き
た
︒
こ
れ
ら

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
擔
當
者
に
よ
っ
て
比

�
の
作
業
が
�
展
し
て
お
り
︑
中
印
の
共
=
點
と
相
Ú
點

も
@
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
︒
本
年
の
社
會
經
濟
�
學
會

大
會
︑
來
年
の
世
界
經
濟
�
會
議
に
お
い
て
そ
の
成
果
を

報
吿
す
る
準
備
も
と
と
の
っ
た
︒

東
方
學
硏
究
部

チ
ベ
ッ
ト
�
�
の
繼
承
と
�
�
展
開
の
諸
相

班
長

池
田

巧

�
G
年
度
に
當
た
る
本
年
度
は
︑
大
き
く
分
け
て
以
下

の
二
つ
の
活
動
を
中
心
に
實
施
し
た
︒

(1
)
本
硏
究
班
の
活
動
成
果
を
反
映
し
た
槪
論
﹃
チ

ベ
ッ
ト
の
歷
�
と
社
會
﹄
(岩
尾
一
�
・
池
田
巧
﹇
共
�
﹈

臨
川
書
店
)
の
刊
行
に
向
け
て
︑
�
集
會
議
と
必
4
な
修

訂
作
業
を
繼
續
し
て
行
っ
た
︒
(2
)
硏
究
動
向
の
把
握

と
硏
究
o
報
M
奄
を
目
�
と
し
て
Z
o
o
m
に
よ
る
硏
究

會
議
を
開
催
し
た
︒
(1
)
に
つ
い
て
は
諸
般
の
事
o
か

ら
內
容
の
大
幅
な
再
�
と
�
整
の
必
4
が
あ
り
︑
�
集
作

業
の
遲
れ
が
出
て
い
た
が
︑
今
年
度
で
無
事
に
�
集
作
業

を
G
え
︑
年
@
け
年
度
內
に
刊
行
し
た
︒
(2
)
に
つ
い

て
は
︑
班
員
か
ら
の
話
題
提
供
に
よ
り
︑

＊
チ
ベ
ッ
ト
の
地
理
o
報
と
地
圖
に
つ
い
て

＊
チ
ベ
ッ
ト
に
傳
わ
る
日
本
人
の
~
源
傳
說
に
つ
い
て

＊
チ
ベ
ッ
ト
語
典
籍
�
料
に
お
け
る
時
代
區
分
の
Z
識

と
い
っ
た
硏
究
報
吿
と
討
論
を
行
っ
た
︒

二
〇
二
〇
年

十
 
十
七
日

チ
ベ
ッ
ト
硏
究
の
諸
問

題

チ
ベ
ッ
ト
の
地
圖
製
作
と
地
理

o
報
に
つ
い
て

發
表
者

池
田

巧

二
〇
二
〇
年
十
一
 
二
一
日

チ
ベ
ッ
ト
硏
究
の
諸
問

題

チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
日
本
人
の

~
源
傳
說
に
つ
い
て

發
表
者

池
田

巧

二
〇
二
〇
年
十
二
 
十
二
日

チ
ベ
ッ
ト
硏
究
の
諸
問

題

チ
ベ
ッ
ト
語
典
籍
�
料
に
お
け

る
時
代
區
分
の
Z
識
︱
︱
｢サ
キ
ャ

�
時
代
﹂
と
﹁
パ
ク
モ
ド
ゥ
�
時

代
﹂

發
表
者

山
本
@
志

大
阪
國
際
大
學

二
〇
二
一
年

一
 
二
三
日

チ
ベ
ッ
ト
硏
究
の
諸
問

題
﹃
チ
ベ
ッ
ト
の
歷
�
と
社
會
﹄
口

繪
寫
眞
ペ
ー
ジ
の
}
成
に
つ
い
て

發
表
者

池
田

巧

二
〇
二
一
年

二
 
十
三
日

チ
ベ
ッ
ト
硏
究
の
諸
問

題
﹃
チ
ベ
ッ
ト
の
歷
�
と
社
會
﹄
刊

行
記
念
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
計

畫
に
つ
い
て

發
表
者

池
田
巧

二
〇
二
一
年

三
 
十
九
日

チ
ベ
ッ
ト
硏
究
の
諸
問

題

I
年
度
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
：

ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
方
法
に
つ

い
て

司
會

池
田

巧
︑

柴
田
秀
樹

硏
究
成
果
の
槪
4

日
本
の
チ
ベ
ッ
ト
學
を
}
成
す
る
歷

�
學
︑
宗
敎
學
︑
人
類
學
︑
言
語
學
な
ど
の
諸
分
野
に
お

け
る
優
れ
た
蓄
積
と
成
果
を
瓜
合
す
る
學
際
�
協
力
體
制

の
}
築
を
め
ざ
し
︑
將
來
に
お
け
る
當
該
分
野
の
發
展
の

礎
を
築
く
こ
と
を
目
標
に
硏
究
活
動
を
展
開
し
て
き
た
︒

そ
の
う
え
で
︑
チ
ベ
ッ
ト
�
@
と
は
何
か
を
相
對
�
に
記

営
す
る
べ
く
�
怨
の
硏
究
成
果
に
基
づ
く
知
見
を
手
際
よ

東 方 學 報
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く
整
理
し
て
︑
日
本
の
チ
ベ
ッ
ト
學
が
何
を
ど
こ
ま
で
@

ら
か
に
し
て
き
た
の
か
を
丁
寧
に
論
営
し
た
一
般
向
け
の

槪
論
書
を
刊
行
し
た
︒

�
現
代
中
國
の
制
度
と
モ
デ
ル

班
長

村
上

衞

本
年
度
は
三
年
計
畫
の
一
年
目
に
あ
た
り
︑
當
初
は
中

堅
以
上
︑
夏
か
ら
は
若
手
の
報
吿
を
中
心
に
實
施
し
た
︒

怨
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
擴
大
に
よ
り
︑
當
初
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
︑
感
染
縮
小


に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
の
�
用
で
︑
計
十
五
囘
の
硏
究
會
を
行
い
︑
そ
の

う
ち
一
囘
は
海
外

(ロ
ン
ド
ン
)
か
ら
の
報
吿
と
な
っ
た
︒

對
面
の
場
合
は
學
內
の
參
加
者
が
多
數
を
占
め
た
が
︑
オ

ン
ラ
イ
ン
�
に
よ
り
︑
國
內
の
み
な
ら
ず
︑
海
外
の
參
加

者
も
增
加
し
︑
先
行
す
る
硏
究
班
の
參
加
者
數
が
二
〇
～

二
五
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
に
對
し
て
︑
今
年
度
の
參
加
者

數
は
!
均
で
四
〇
人
に
?
し
た
︒
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
專

門
を
重
視
し
て
Ü
方
か
ら
の
招
聘
も
豫
定
し
て
い
た
が
︑

今
年
度
は
多
く
が
オ
ン
ラ
イ
ン
參
加
と
な
っ
た
︒
い
ず
れ

の
報
吿
に
關
し
て
も
︑
Ü
方
の
參
加
者
か
ら
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
け
る
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

と
な
っ
た
︒
な
お
︑
本
硏
究
班
と
關
連
し
て
︑
現
代
中
國

硏
究
セ
ン
タ
ー
で
は
合
d
會
を
共
催
し
た

(二
〇
二
〇
年

八
 
二
二
日
︑
岩
井
茂
樹
著
﹃
,
貢
・
海
禁
・
互
市
︱
︱

�
世
東
ア
ジ
ア
の
貿
易
と
秩
序
﹄
)︒

二
〇
二
〇
年

五
 
十
五
日

�
現
代
中
國
の
制
度
と

モ
デ
ル
﹁
�
現
代
中
國
の
制
度
と
モ

デ
ル
﹂
班
を
は
じ
め
る
に
あ
た
っ
て

發
表
者

村
上

衞

誰
が
人
々
を
+
く
の
か
︱
︱
世
紀
轉

奄


の
香
Ô
に
お
け
る
死
體
Ý
棄
を

め
ぐ
っ
て

發
表
者

小
堀
愼
悟

�
學
硏
究
科

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

帆
刈
浩
之

二
〇
二
〇
年

五
 
二
九
日

�
現
代
中
國
の
制
度

と
モ
デ
ル

Id
e
o
lo
g
y
a
n
d
In
sti-

tu
tio
n
s
:
a
n
e
w

in
te
rp
re
ta
tio
n

a
n
d
p
e
rio
d
iz
a
tio
n
o
f
e
c
o
n
o
m
ic

c
h
a
n
g
e
s
in
M
o
d
e
rn
C
h
in
a
1
8
4
0
-

1
9
5
0

發
表
者

D
e
b
in
M
a

一
橋
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

木
越
義
則

名
古
屋
大
學

二
〇
二
〇
年

六
 
十
二
日

�
現
代
中
國
の
制
度
と

モ
デ
ル

一
九
二
〇
年
代
上
海
周
邉

で
の
涉
外
民
事
訴
訟
：
特
に
破
產
處

理
と
株
\
の
�
限
責
任
に
關
連
し
て

發
表
者

本
野
英
一

早
稻
田
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

箱
田
惠
子

京
都
女
子
大
學

二
〇
二
〇
年

六
 
二
六
日

�
現
代
中
國
の
制
度
と

モ
デ
ル

�
代
長
江
中
游
â
民
與
木

帆
â
航
¢
業
硏
究發

表
者

陳

瑤

廈
門
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

太
田

出

人
閒
・
y
境
學
硏
究
科

二
〇
二
〇
年

七
 

十
日

�
現
代
中
國
の
制
度
と

モ
デ
ル

民
國


出
版
瓜
計
の
復

元
：﹁
民
國
圖
書
數
據
庫
﹂
の
�
用

性
を
中
心
に

發
表
者

比
護

遙

敎
育
學
硏
究
科

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

楊

韜

佛
敎
大
學

二
〇
二
〇
年

十
 

九
日

�
現
代
中
國
の
制
度
と

モ
デ
ル

見
ã
す
神
話
：
一
九
二
〇

年
代
に
お
け
る
中
國
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

發
表
者

羅

亞
妮

�
學
硏
究
科

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

竹
元
規
人

福
岡
敎
育
大
學

二
〇
二
〇
年

十
 
二
三
日

�
現
代
中
國
の
制
度
と

モ
デ
ル

現
代
中
國
の
中
央
集
權
制

と
黨
內
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
：
中

國
共
產
黨
の
﹁
Ó
示
報
吿
制
度
﹂
を

中
心
に

(一
九
四
八
～
一
九
五
四

年
)

發
表
者

周

俊

早
稻
田
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

石
川
禎
浩

二
〇
二
〇
年
十
一
 

六
日

�
現
代
中
國
の
制
度
と

モ
デ
ル

@
淸
M
替


に
お
け
る
社

會
と
政
權
：
福
円
汀
州
府
寧
�
縣
を

中
心
に

發
表
者

梁

鎭
海

�
學
硏
究
科

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

森

正
夫

名
古
屋
大
學

彙 報

455



二
〇
二
〇
年
十
一
 
二
〇
日

�
現
代
中
國
の
制
度
と

モ
デ
ル
十
九
世
紀
の
東
南
ア
ジ
ア
・

中
國
閒
の
貿
易
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
：

米
・
銀
・
爲
替
の
液
=
に
着
目
し
て

發
表
者

小
林
篤
�

東
南
ア
ジ
ア
地
域
硏
究
硏
究
0

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

岸
本
美
緖

東
洋
�
庫

二
〇
二
〇
年
十
二
 

四
日

�
現
代
中
國
の
制
度
と

モ
デ
ル

壬
寅
奇
災
下
の
災
æ
救

濟
：
宣
敎
師
關
連

料
を
手
が
か
り

に

發
表
者

土
肥

步

同
志
社
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

山
本

眞

筑
波
大
學

二
〇
二
〇
年
十
二
 
十
八
日

�
現
代
中
國
の
制
度
と

モ
デ
ル

米
國
宣
敎
師
W
．R
．
ラ

ン
バ
ス
と
中
國
︱
︱
淸
末
上
海
か
ら

の
グ
ロ
ー
バ
ル
布
敎
と
そ
の
モ
デ
ル

發
表
者

川
西
孝
男

關
西
學
院
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

土
肥

步

二
〇
二
一
年

一
 
二
二
日

�
現
代
中
國
の
制
度
と

モ
デ
ル

日
中
戰
爭


に
お
け
る
中

國
法
學
界

發
表
者

久
保
茉
莉
子

成
蹊
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

高
見
澤
é

東
京
大
學

二
〇
二
一
年

二
 

五
日

�
現
代
中
國
の
制
度
と

モ
デ
ル

民
國


に
お
け
る
災
æ
と

救
濟
景
觀

發
表
者

黃

崢
崢

人
閒
・
y
境
學
硏
究
科

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

堀
地

@

北
九
州
市
立
大
學

二
〇
二
一
年

二
 
十
九
日

�
現
代
中
國
の
制
度
と

モ
デ
ル

創
刊
か
ら
發
?
の
5
へ
：

在
華
日
系
漢
字
紙
﹃
盛
京
時
報
﹄
が

步
ん
で
き
た
�
初
の
二
〇
年

發
表
者

徐

璐

�
學
硏
究
科

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

上
田
貴
子

�
畿
大
學

二
〇
二
一
年

三
 

五
日

�
現
代
中
國
の
制
度
と

モ
デ
ル

蒲
豐
彥
著
﹃
ì
う
村
落

︱
︱
�
代
中
國
華
南
の
民
衆
と
國

家
﹄
合
d
會

發
表
者

高
橋
伸
夫

慶
應
大
學

發
表
者

丸
田
孝
志

廣
島
大
學

發
表
者

都
留
俊
太
郞

東
方
�
�
學
院
京
都
硏
究
�
舊
藏
漢
籍
の
整
理
と
硏
究

班
長

矢
木

毅

每
H
水
î
日
︑
一
四
時
よ
り
一
六
時
ま
で
︒

(四
 
中

は
休
會
︒
本
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
)︒
Y


は
五

 
十
三
日
よ
り
七
 
二
九
日
ま
で

(計
十
二
囘
)︒
後



は
十
 
十
四
日
よ
り
二
 
三
日
ま
で

(計
十
五
囘
)︒
=

年
で
二
十
七
囘
開
催
︒
本
年
度
は
集
部
別
集
類
の
漢
籍
を

檢
討
し
た
︒
每
囘
の
檢
討
の
成
果
は
﹁
典
據
o
報
﹂
と
し

て
ま
と
め
︑﹁
b
國
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂
に
リ
ン
ク
さ

せ
た
形
で
ウ
ェ
ブ
上
に
公
開
し
て
い
る
︒
な
お
︑
關
連
す

る
成
果
と
し
て
﹃
京
大
人
�
硏
藏
書
印
�

(四
)
﹄
と
題

す
る
圖
錄

(
東
方
學

料
叢
刊
第
二
八
册
)
を
東
ア
ジ
ア

人
�
o
報
學
硏
究
セ
ン
タ
ー
よ
り
刊
行
し
︑
リ
ポ
ジ
ト
リ

﹁
紅
﹂
に
お
い
て
も
公
開
し
た
︒

二
〇
二
〇
年

五
 
十
三
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
南
宋

之
屬

發
表
者

矢
木

毅

二
〇
二
〇
年

五
 
二
〇
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
南
宋

之
屬

發
表
者

矢
木

毅

二
〇
二
〇
年

五
 
二
七
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
南
宋

之
屬

發
表
者

矢
木

毅

二
〇
二
〇
年

六
 

三
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
南
宋

之
屬

發
表
者

矢
木

毅

二
〇
二
〇
年

六
 

十
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
南
宋

之
屬

發
表
者

宮
宅

ï

二
〇
二
〇
年

六
 
十
七
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
南
宋

之
屬

發
表
者

宮
宅

ï

二
〇
二
〇
年

六
 
二
四
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
南
宋

之
屬

發
表
者

宮
宅

ï

二
〇
二
〇
年

七
 

一
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
南
宋
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之
屬

發
表
者

宮
宅

ï

二
〇
二
〇
年

七
 

八
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
南
宋

之
屬

發
表
者

高
井
た
か
ね

二
〇
二
〇
年

七
 
十
五
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
南
宋

之
屬

發
表
者

高
井
た
か
ね

二
〇
二
〇
年

七
 
二
二
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
南
宋

之
屬

發
表
者

高
井
た
か
ね

二
〇
二
〇
年

七
 
二
九
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
南
宋

之
屬

發
表
者

高
井
た
か
ね

二
〇
二
〇
年

十
 
十
四
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
南
宋

之
屬

發
表
者

永
田
知
之

二
〇
二
〇
年

十
 
二
一
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
南
宋

之
屬

發
表
者

永
田
知
之

二
〇
二
〇
年

十
 
二
八
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
南
宋

之
屬

發
表
者

永
田
知
之

二
〇
二
〇
年
十
一
 

四
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
金
元

之
屬

發
表
者

福
谷

彬

二
〇
二
〇
年
十
一
 
十
八
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
金
元

之
屬

發
表
者

福
谷

彬

二
〇
二
〇
年
十
一
 
二
五
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
金
元

之
屬

發
表
者

福
谷

彬

二
〇
二
〇
年
十
二
 

二
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
金
元

之
屬

發
表
者

�
井
律
之

二
〇
二
〇
年
十
二
 

九
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
金
元

之
屬

發
表
者

�
井
律
之

二
〇
二
〇
年
十
二
 
十
六
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
金
元

之
屬

發
表
者

�
井
律
之

二
〇
二
〇
年
十
二
 
二
三
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
金
元

之
屬

發
表
者

古
松
崇
志

二
〇
二
一
年

一
 

八
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
金
元

之
屬

發
表
者

古
松
崇
志

二
〇
二
一
年

一
 
十
五
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
金
元

之
屬

發
表
者

古
松
崇
志

二
〇
二
一
年

一
 
二
二
日

東
方
�
�
學
院
京
都
硏

究
0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
金
元

之
屬

發
表
者

宮
宅

ï

二
〇
二
一
年

一
 
二
九
日
東
方
�
�
學
院
京
都
硏
究

0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
金
元
之

屬

發
表
者

宮
宅

ï

二
〇
二
一
年

二
 

三
日
東
方
�
�
學
院
京
都
硏
究

0
漢
籍
目
錄

集
部
別
集
類
金
元
之

屬

發
表
者

宮
宅

ï

硏
究
成
果
の
槪
4

每
囘
の
會
讀
の
成
果
を
﹁
典
據
o

報
﹂
に
ま
と
め
︑
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
書
誌
o
報
に
リ

ン
ク
さ
せ
た
形
で
ウ
ェ
ブ
上
に
公
開
し
て
い
る
︒
ま
た
藏

書
印
に
つ
い
て
は
﹃
京
大
人
�
硏
藏
書
印
�
﹄
と
題
す
る

圖
錄
の
シ
リ
ー
ズ
を
東
ア
ジ
ア
人
�
o
報
學
硏
究
セ
ン

タ
ー
よ
り
刊
行
し
て
お
り
︑
本
年
度
は
そ
の
第
四
册
を
刊

行
し
た
︒

漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
基
礎
�
硏
究

班
長

ウ
ィ
ッ
テ
ィ
ル
ン
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン

今
年
度
は
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
九
十
點
の
漢
籍
を
9
加

し
た
︒
利
用
者
か
ら
の
4
ð
に
應
じ
て
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ

本
體
の
フ
ァ
イ
ル
形
式
な
ど
の
改
善
可
能
な
點
に
つ
い
て

の
檢
討
が
行
っ
た
︒
そ
の
結
果
と
し
て
は
怨
し
い
機
能
と

現
行
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
兩
立
を
考
慮
し
て
︑
こ
れ
か
ら
實

行
可
能
な
¢
營
形
態
を
檢
討
し
ま
し
た
︒
そ
の
結
果
と
し

て
は
基
本
�
に
は
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
そ
の
ま
ま
の
¢
營

を
續
け
る
上
で
︑
怨
し
い
形
の
X
M
L
版
に
基
づ
い
て
別

ñ
の
A
P
I
と
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

ð
ま
し
い
と
い
う
結
論
を
得
た
︒
今
年
度
は
そ
の
形
式
の

基
本
�
な
枠
組
に
必
4
な
を
作
成
し
て
︑
G
itH
u
b
で
公

開
し
ま
し
た
︒

關
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
﹁
漢
學
�
典
﹂
(
=
稱

T
L
S
︑
T
h
e
sa
u
ru
s
L
in
g
u
a
e
S
e
ric
a
e
)
の
荏
ó
も

繼
續
し
た
︒
具
體
�
に
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
學
の
東
ア
ジ

ア
硏
究
0

(米
國
)
と
ボ
ー
フ
ム
大
學
の
中
國
傳
瓜
�
�

硏
究
セ
ン
タ
ー

(
ド
イ
ツ
)
と
の
共
同
硏
究
で
﹁
漢
學
�

典
﹂
の
怨
し
い
共
同
硏
究
・
共
同
作
業
の
た
め
の
ウ
エ
ブ

サ
イ
ト

(
h
x
w
d
.o
rg
)
の
}
築
と
實
驗
¢
用
を
は
じ
め

ま
し
た
︒
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二
〇
二
〇
年

五
 
十
二
日

今
年
度
の
豫
定

二
〇
二
〇
年

五
 
二
六
日

I
世
代
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト

リ
に
向
け
て

(1
)

二
〇
二
〇
年

六
 

九
日

I
世
代
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト

リ
に
向
け
て

(2
)

二
〇
二
〇
年

六
 
二
三
日

T
e
x
tu
a
l

C
o
m
m
u
n
i-

tie
s
&
im
p
le
m
e
n
ta
tio
n
o
f
sta
n
d
-

o
ff
m
a
rk
u
p

二
〇
二
〇
年

七
 
十
四
日

T
h
e

c
o
n
c
e
p
t

o
f

w
o
rk
in
d
ig
ita
l
te
x
ts

二
〇
二
〇
年

十
 
十
三
日

D
e
ta
ils
o
f
K
a
n
rip
o
X

fo
rm
a
t

二
〇
二
〇
年

十
 
二
七
日

K
a
n
rip
o
X
d
e
v
e
lo
p
-

m
e
n
t
(
1
)

二
〇
二
〇
年
十
一
 
二
四
日

Ja
p
a
n
e
se
B
u
d
d
h
ist

M
a
n
u
sc
rip
ts
(
G
a
é
ta
n
R
a
p
p
o
)

二
〇
二
〇
年
十
二
 
八
日

K
a
n
rip
o
X

d
e
v
e
lo
p
-

m
e
n
t
(
2
)

二
〇
二
一
年

一
 
十
二
日

U
p
d
a
te
s
to
K
a
n
ri-

p
o
X
file
s

二
〇
二
一
年

一
 
二
六
日

A
b
o
u
t
th
e
fin
a
l
re
-

p
o
rt

硏
究
成
果
の
槪
4

こ
の
硏
究
班
で
は
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
つ
い
て
の
硏
究
が
行
う
と
と
共
に

硏
究
者
の
共
同
硏
究
に
行
え
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
開

發
を
目
さ
し
た
︒
そ
の
た
め
に
デ
ィ
ス
タ
ン
ト
・
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
︑
テ
キ
ス
ト
分
析
︑
ト
ピ
ッ
ク
・
モ
デ
リ
ン
グ

な
ど
の
方
法
を
檢
討
し
て
︑
可
能
な
限
り
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト

リ
に
取
り
入
れ
た
︒
し
か
し
︑
よ
り
利
用
者
か
ら
の
4
ð

に
應
じ
て
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
本
體
の
フ
ァ
イ
ル
形
式
に
つ

い
て
の
檢
討
を
行
っ
た
︒
そ
の
結
果
と
し
て
怨
し
い
機
能

と
現
行
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
兩
立
を
考
慮
し
て
︑
こ
れ
か
ら

實
行
可
能
な
¢
營
形
態
を
檢
討
し
ま
し
た
︒
そ
の
結
果
と

し
て
は
基
本
�
に
は
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
そ
の
ま
ま
の
¢

營
を
續
け
る
上
で
︑
怨
し
い
形
の
X
M
L
版
に
基
づ
い
て

別
ñ
の
A
P
I
と
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

が
ð
ま
し
い
と
い
う
結
論
を
得
た
︒
今
年
度
は
そ
の
形

式
の
基
本
�
な
枠
組
に
必
4
な
を
作
成
し
て
︑
G
itH
u
b

で
公
開
し
ま
し
た
︒
關
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
﹁
漢

學

�

典
﹂
(
=

稱

T

L

S
︑
T
h
e
sa
u
ru
s

L
in
g
u
a
e

S
e
ric
a
e
)
の
荏
ó
も
繼
續
し
た
︒
具
體
�
に
は
プ
リ
ン

ス
ト
ン
大
學
の
東
ア
ジ
ア
硏
究
0

(米
國
)
と
ボ
ー
フ
ム

大
學
の
中
國
傳
瓜
�
�
硏
究
セ
ン
タ
ー

(ド
イ
ツ
)
と
の

共
同
硏
究
で
﹁
漢
學
�
典
﹂
の
怨
し
い
共
同
硏
究
・
共
同

作
業
の
た
め
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

(
h
x
w
d
.o
rg
)
の
}
築

と
實
驗
¢
用
を
は
じ
め
ま
し
た
︒

秦
代
出
土
�
字
�
料
の
硏
究

班
長

宮
宅

ï

里
耶
秦
鯵
・
嶽
麓
鯵
の
槪
4
を
紹
介
し
︑
そ
の
內
容
や

硏
究
狀
況
に
つ
い
て
Z
見
を
M
奄
し
た
う
え
で
︑
會
讀
を

�
め
た
︒
今
年
度
は
怨
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
擴
大

に
よ
り
︑
四
 
初
め
よ
り
硏
究
會
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開

催
に
切
り
替
え
た
︒
そ
れ
に
よ
り
會
讀
は
ñ
切
れ
る
こ
と

な
く
�
み
︑
計
畫
=
り
三
 
末
ま
で
に
四
十
二
囘
の
硏
究

會
を
開
催
し
た
︒

二
〇
二
〇
年

四
 

三
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
4
8
-
2
5
6

發
表
者

目
黑
杏
子

二
〇
二
〇
年

四
 

十
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
4
8
-
2
5
6

發
表
者

目
黑
杏
子

二
〇
二
〇
年

四
 
十
七
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
4
8
-
2
5
6

發
表
者

目
黑
杏
子

二
〇
二
〇
年

四
 
二
四
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
5
7
-
2
6
7

發
表
者

安
永
知
晃

關
西
學
院
大
學

二
〇
二
〇
年

五
 

一
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
5
7
-
2
6
7

發
表
者

安
永
知
晃

二
〇
二
〇
年

五
 

八
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
5
7
-
2
6
7

發
表
者

安
永
知
晃

二
〇
二
〇
年

五
 
十
五
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
5
7
-
2
6
7

發
表
者

安
永
知
晃

二
〇
二
〇
年

五
 
二
二
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
5
7
-
2
6
7

發
表
者

安
永
知
晃

二
〇
二
〇
年

五
 
二
九
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
6
8
-
2
7
5

發
表
者

違

瀟
逸

人
閒
・
y
境
學
硏
究
科

二
〇
二
〇
年

六
 

五
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
6
8
-
2
7
5

發
表
者

違

瀟
逸

二
〇
二
〇
年

六
 
十
五
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
6
8
-
2
7
5

發
表
者

違

瀟
逸

二
〇
二
〇
年

六
 
十
九
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
6
8
-
2
7
5

發
表
者

違

瀟
逸

二
〇
二
〇
年

六
 
二
六
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
6
8
-
2
7
5

發
表
者

違

瀟
逸

二
〇
二
〇
年

七
 

三
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
6
8
-
2
7
5

發
表
者

違

瀟
逸

二
〇
二
〇
年

七
 

十
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
7
6
-
2
8
3

發
表
者

佐
�
?
郞

關
西
學
院
大
學
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二
〇
二
〇
年

七
 
十
七
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
7
6
-
2
8
3

發
表
者

佐
�
?
郞

二
〇
二
〇
年

七
 
三
一
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
7
6
-
2
8
3

發
表
者

佐
�
?
郞

二
〇
二
〇
年

九
 

四
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
7
6
-
2
8
3

發
表
者

佐
�
?
郞

二
〇
二
〇
年

九
 
十
一
日

里

耶

秦

鯵

會

讀

⑧

9
2
5
-⑧
9
5
9

發
表
者

宮
宅

ï

二
〇
二
〇
年

九
 
十
八
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
7
6
-
2
8
3

發
表
者

佐
�
?
郞

二
〇
二
〇
年

九
 
二
五
日

里

耶

秦

鯵

會

讀

⑧

9
9
7
-⑧
1
0
2
3

發
表
者

安
永
知
晃

二
〇
二
〇
年

十
 

二
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
8
4
-
2
9
3

發
表
者

西

眞
輝

�
學
硏
究
科

二
〇
二
〇
年

十
 
十
六
日

里

耶

秦

鯵

會

讀

⑧

9
9
7
-⑧
1
0
2
3

發
表
者

安
永
知
晃

二
〇
二
〇
年

十
 
二
三
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
8
4
-
2
9
3

發
表
者

西

眞
輝

二
〇
二
〇
年

十
 
三
〇
日

里

耶

秦

鯵

會

讀

⑧

9
9
7
-⑧
1
0
2
3

發
表
者

安
永
知
晃

二
〇
二
〇
年
十
一
 

六
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
8
4
-
2
9
3

發
表
者

西

眞
輝

二
〇
二
〇
年
十
一
 
二
〇
日

里

耶

秦

鯵

會

讀

⑧

1
0
2
4
-⑧
1
0
4
8
發
表
者

違

瀟
逸

二
〇
二
〇
年
十
一
 
二
七
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
9
4
-
3
0
2

發
表
者

角
谷
常
子

奈
良
大
學

二
〇
二
〇
年
十
二
 

四
日

里

耶

秦

鯵

會

讀

⑧

1
0
2
4
-⑧
1
0
4
8
發
表
者

違

瀟
逸

二
〇
二
〇
年
十
二
 
十
一
日

嶽
麓
鯵
會
讀

2
9
4
-
3
0
2

發
表
者

角
谷
常
子

二
〇
二
〇
年
十
二
 
十
八
日

里

耶

秦

鯵

會

讀

⑧

1
0
2
4
-⑧
1
0
4
8
發
表
者

違

瀟
逸

二
〇
二
一
年

一
 

八
日

嶽
麓
鯵
會
讀

3
0
3
-
3
1
2

發
表
者

宗
周
太
郞

�
學
硏
究
科

二
〇
二
一
年

一
 
十
五
日

里

耶

秦

鯵

會

讀

⑧

1
0
4
9
-⑧
1
0
7
3
發
表
者

西

眞
輝

二
〇
二
一
年

一
 
二
二
日

嶽
麓
鯵
會
讀

3
0
3
-
3
1
2

發
表
者

宗
周
太
郞

二
〇
二
一
年

一
 
二
九
日

里

耶

秦

鯵

會

讀

⑧

1
0
4
9
-⑧
1
0
7
3
發
表
者

西

眞
輝

二
〇
二
一
年

二
 

五
日

嶽
麓
鯵
會
讀

3
0
3
-
3
1
2

發
表
者

宗
周
太
郞

二
〇
二
一
年

二
 
十
二
日

嶽
麓
鯵
會
讀

3
0
3
-
3
1
2

發
表
者

宗
周
太
郞

二
〇
二
一
年

二
 
二
六
日

里

耶

秦

鯵

會

讀

⑧

1
0
4
9
-⑧
1
0
7
3
發
表
者

西

眞
輝

二
〇
二
一
年

三
 

五
日

嶽
麓
鯵
會
讀

3
0
3
-
3
1
2

發
表
者

宗
周
太
郞

二
〇
二
一
年

三
 
十
二
日

里

耶

秦

鯵

會

讀

⑧

1
0
7
3
-⑧
1
1
0
9
發
表
者

佐
�
?
郞

二
〇
二
一
年

三
 
十
九
日

嶽
麓
鯵
會
讀

3
1
3
-
3
2
4

發
表
者

宮
宅

ï

硏
究
成
果
の
槪
4

ま
ず
嶽
麓
書
院
0
藏
鯵
︽
秦
律
令

(壹
)︾
の
會
讀
を
�
め
︑
¶
三
〇
〇
鯵
を
讀
了
し
た
︒
そ

の
成
果
は
﹁
譯
r
稿
そ
の

(一
)～
そ
の

(三
)﹂
と
し
て
︑

﹃
東
方
學
報
﹄
誌
上
に
發
表
し
た
︒
あ
わ
せ
て
里
耶
秦
鯵

︹
壹
︺
の
會
讀
も
行
い
︑
こ
れ
に
つ
い
て
は
關
係
論
�
を

硏
究
班
H
P

(
h
ttp
:
/
/
w
w
w
.sh
in
d
a
i.z
in
b
u
n
.k
y
o
t

o
-
u
.a
c
.jp
/
in
d
e
x
.h
tm
l)
に
揭
載
す
る
と
と
も
に
︑﹃
東

方
學
報
﹄
を
は
じ
め
と
し
た
學
�
誌
や
︑
中
國
・
武
漢
大

學
の
H
P
﹁
鯵
帛
網
﹂
に
も
投
稿
し
︑
揭
載
さ
れ
た
︒

龍
門
北
�
窟
の
 
宴
と
 
宴
記

班
長

稻
本
泰
生

當
班
で
は
龍
門
古
陽
洞
0
在
の
�
宴
記
¶
七
〇
〇
件
の

う
ち
︑
ま
ず
�
年
紀
分
を
對
應
す
る
�
宴
と
と
も
に
取
り

上
げ
て
確
�
・
檢
討
を
�
め
︑
二
〇
一
八
年
末
で
b
點
の

檢
討
を
完
了
し
た
︒
二
〇
一
九
年
一
 
か
ら
は
無
紀
年
・

無
銘
分
も
含
め
た
b
て
の
�
宴
に
つ
い
て
︑
壁
面
の
ブ

ロ
ッ
ク
單
位
で
網
羅
�
に
再
檢
討
す
る
作
業
を
�
め
︑
二

〇
二
一
年
二
 
を
以
て
外
壁
を
含
む
b
壁
面
の
檢
討
を
完

了
し
た
︒
當
初
は
二
〇
一
七
～
二
〇
一
九
年
度
の
三
年
計

畫
で
あ
っ
た
が
︑
こ
れ
ま
で
の
實
績
に
鑑
み
て
硏
究


閒

を
二
年
閒
	
長
し
︑
檢
討
對
象
を
古
陽
洞
以
外
の
北
,
窟

に
も
擴
げ
て
作
業
を
繼
續
す
る
と
と
も
に
︑
信
賴
で
き
る


料
集
の
公
刊
に
向
け
た
確
�
・
�
集
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
︒
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
四
 
・
五
 
は
休
會
と

な
っ
た
が
︑
六
 
末
以
影
は
基
本
�
に
オ
ン
ラ
イ
ン
︑
一

部
對
面
�
用
で
硏
究
會
を
再
開
し
た
︒
�
宴
・
�
宴
記
を

檢
討
す
る
=
例
の
會
に
加
え
︑
佐
�
智
水
氏
が
﹁
古
陽
洞

開
鑿


に
お
け
る
�
營
の
\
體
に
つ
い
て
﹂︑
檜
山
智
美

氏
が
﹁
ク
チ
ャ
の
佛
敎
石
窟
寺
院
と
說
一
切
�
部
の
分
�

に
關
す
る
考
察
﹂︑
田
林
�
氏
が
﹁
中
國
の
神
衣
僧
宴
を

め
ぐ
っ
て
﹂
と
題
し
て
硏
究
發
表
を
行
っ
た
︒

二
〇
二
〇
年

六
 
二
三
日

古
陽
洞
北
壁
下
段
の
再

檢
討

發
表
者

稻
本
泰
生

二
〇
二
〇
年

九
 
十
五
日

古
陽
洞
開
鑿


に
お
け

彙 報
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る
�
營
の
\
體
に
つ
い
て

發
表
者

佐
�
智
水

龍
谷
大
學

二
〇
二
〇
年

九
 
二
九
日

古
陽
洞
北
壁
下
段
の
再

檢
討

發
表
者

稻
本
泰
生

二
〇
二
〇
年

十
 
二
七
日

古
陽
洞
南
壁
下
段
の
再

檢
討

發
表
者

向
井
佑
介

二
〇
二
〇
年
十
一
 

十
日

古
陽
洞
南
壁
下
段
の
再

檢
討

發
表
者

向
井
佑
介

二
〇
二
〇
年
十
一
 
二
四
日

古
陽
洞
南
壁
下
段
の
再

檢
討

發
表
者

向
井
佑
介

二
〇
二
〇
年
十
二
 

八
日

古
陽
洞
南
壁
下
段
の
再

檢
討

發
表
者

向
井
佑
介

二
〇
二
一
年

一
 
十
二
日

古
陽
洞
南
壁
下
段
・
西

壁
北
側
の
再
檢
討

古
陽
洞
南
壁
下

段
の
再
檢
討

發
表
者

向
井
佑
介

古
陽
洞
西
壁
北
側
の
再
檢
討

發
表
者

稻
本
泰
生

二
〇
二
一
年

二
 

九
日

古
陽
洞
外
壁
の
再
檢
討

發
表
者

稻
本
泰
生

二
〇
二
一
年

三
 

九
日

中
國
佛
敎
美
�
硏
究
の

�
Y
線
ク
チ
ャ
の
佛
敎
石
窟
寺
院
と

說
一
切
�
部
の
分
�
に
關
す
る
考
察

︱
︱
石
窟
の
空
閒
}
成
と
壁
畫
圖
宴

を
手
掛
か
り
に

發
表
者

檜
山
智
美

京
都
大
學

中
國
の
神
衣
僧
宴
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱

南
北
,
時
代
か
ら
の
系
�

發
表
者

田
林

�

白
鶴
美
�
館

三
世
紀
東
ア
ジ
ア
の
硏
究

班
長

森
下
違
司

本
年
度
は
怨
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
�
に
よ

り
︑
四
 
か
ら
六
 
の
硏
究
會
は
休
會
と
し
︑
七
 
か
ら

硏
究
會
を
再
開
し
た
︒
硏
究
會
は
︑
原
則
と
し
て
分
館
大

會
議
室
で
の
對
面
硏
究
會
と
Z
o
o
m
に
よ
る
中
繼
と
を

�
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
を
�
用
し
︑
合
計
八
囘
を

實
施
し
た
︒
班
員
に
よ
る
硏
究
報
吿
で
は
︑
後
漢
か
ら
魏

晉
の
こ
ろ
に
生
じ
た
墓
制
の
變
革
や
車
騎
行
列
の
變
�
に

着
目
し
︑
考
古
・
圖
宴

料
と
出
土
�
字

料
・
�
獻
�

料
を
も
と
に
三
世
紀
の
中
國
に
お
け
る
社
會
�
・
制
度
�

變
�
を
@
確
に
し
よ
う
と
し
た
︒
ま
た
︑
�
年
︑
曹
操
高

陵
や
洛
陽
西
朱
村
曹
魏
大
墓
か
ら
出
土
し
た
石
牌
に
着
目

し
︑
い
く
つ
か
の
石
牌
銘
�
の
釋
讀
と
考
證
を
試
み
る
と

と
も
に
︑
そ
の
硏
究
狀
況
の
把
握
と
基
礎
�
な
整
理
を
お

こ
な
っ
た
︒
そ
の
ほ
か
︑
高
句
麗
を
は
じ
め
と
す
る
三
～

四
世
紀
東
北
ア
ジ
ア
地
域
の
狀
況
に
つ
い
て
︑
�
獻
�
料

と
考
古

料
の
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
檢
討
會
を
實
施
し
︑

さ
ら
に
外
部
か
ら
�
師
を
招
い
て
東
ア
ジ
ア
の
動
物
考
古

學
・
機
織
技
�
・
葬
具
な
ど
を
テ
ー
マ
に
�
怨
の
硏
究
成

果
を
�
演
し
て
も
ら
い
︑
中
國
・
,
鮮
�
島
・
日
本
列
島

の
硏
究
狀
況
に
つ
い
て
知
見
を
深
め
た
︒

二
〇
二
〇
年

七
 

十
日

漢
魏
の
墓
制
變
革
：
�

年
に
お
け
る
曹
魏
大
型
墓
の
發
見
と

關
連
す
る
い
く
つ
か
の
問
題

發
表
者

向
井
佑
介

二
〇
二
〇
年

十
 
三
〇
日

紫
綬
に
つ
い
て

發
表
者

森
下
違
司

大
手
Y
大
學

二
〇
二
〇
年
十
一
 
十
三
日

遼
陽
と
高
句
麗
の
壁
畫

墓
に
み
え
る
車
騎
行
列

發
表
者

岡
村
秀
典

二
〇
二
〇
年
十
一
 
二
七
日

曹
魏
と
高
句
麗
：
高
句

麗
Ü
征
と
當
該


の
高
句
麗
王
系

發
表
者

井
上
直
樹

京
都
府
立
大
學

二
〇
二
〇
年
十
二
 
十
一
日

日
韓
の
動
物
考
古
學
：

日
韓
の
卜
骨
と
犬
骨
の
比
�
硏
究
を

Y
提
に

發
表
者

宮
崎
泰
�

大
阪
府
立
狹
山
池
;
物
館

二
〇
二
〇
年

一
 
二
二
日

日
本
列
島
に
お
け
る
木

槨
の
'
容
と
展
開發

表
者

岡
林
孝
作

奈
良
縣
立
橿
原
考
古
學
硏
究
0

二
〇
二
〇
年

二
 

五
日

古
代
日
本
と
ア
ジ
ア
諸

國
の
機
織
技
�

發
表
者

東
村
純
子

福
井
大
學

二
〇
二
〇
年

三
 

五
日

馬
具
か
ら
み
た
三
・
四

世
紀
の
東
北
ア
ジ
ア
：
慕
容
鮮
卑
と

高
句
麗
を
中
心
に發

表
者

諫
早
直
人

京
都
府
立
大
學
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!
�
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
の
戰
爭
と
外
"

班
長

岩
井
茂
樹
︑
古
松
崇
志

硏
究
テ
ー
マ
の
﹁
Y
�
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
の
戰
爭
と

外
M
﹂
に
つ
い
て
具
體
�
に
考
察
す
る
た
め
の
題
材
と
し

て
︑
南
宋
時
代
の
�
書
﹃
三
,
北
�
會
�
﹄
の
會
讀
を
�

め
た
︒
十
六
囘
に
わ
た
っ
て
﹃
三
,
北
�
會
�
﹄
の
會
讀

を
お
こ
な
い
︑﹃
中
華
再
�
善
本
﹄
0
收
の
中
國
國
家
圖

書
館

(北
京
圖
書
館
)
0
藏
の
@
鈔
本
を
底
本
に
︑
テ
キ

ス
ト
の
校
訂
・
譯
r
作
業
を
�
め
︑
卷
九
か
ら
卷
十
三
ま

で
を
讀
み
G
え
た
︒

二
〇
二
〇
年

四
 
十
四
日

『三
,
北
�
會
�
﹄
卷

九
會
讀

發
表
者

齊
�
茂
雄

二
〇
二
〇
年

四
 
二
八
日

『三
,
北
�
會
�
﹄
卷

九
會
讀

發
表
者

濱
野
亮
介

二
〇
二
〇
年

五
 
十
二
日

『三
,
北
�
會
�
﹄
卷

九
會
讀

發
表
者

�
原
崇
人

二
〇
二
〇
年

五
 
二
六
日

『三
,
北
�
會
�
﹄
卷

九
會
讀

發
表
者

武
田
和
哉

二
〇
二
〇
年

六
 

九
日

『三
,
北
�
會
�
﹄
卷

十
會
讀

發
表
者

伊
�
一
馬

二
〇
二
〇
年

六
 
二
三
日

『三
,
北
�
會
�
﹄
卷

十
會
讀

發
表
者

矢
木

毅

二
〇
二
〇
年

七
 

七
日

『三
,
北
�
會
�
﹄
卷

十
會
讀

發
表
者

高
井
た
か
ね

二
〇
二
〇
年

七
 
二
一
日

『三
,
北
�
會
�
﹄
卷

十
一
會
讀

發
表
者

古
松
崇
志

二
〇
二
〇
年

十
 
十
三
日

『三
,
北
�
會
�
﹄
卷

十
一
會
讀

發
表
者

毛
利

英

二
〇
二
〇
年

十
 
二
七
日

『三
,
北
�
會
�
﹄
卷

十
一
會
讀

發
表
者

井
黑

忍

二
〇
二
〇
年
十
一
 
二
四
日

『三
,
北
�
會
�
﹄
卷

十
二
會
讀

發
表
者

城
地

孝

二
〇
二
〇
年
十
二
 

八
日

『三
,
北
�
會
�
﹄
卷

十
二
會
讀

發
表
者

福
谷

彬

二
〇
二
〇
年
十
二
 
二
二
日

『三
,
北
�
會
�
﹄
卷

十
二
會
讀

發
表
者

�
本

猛

二
〇
二
一
年

一
 
十
二
日

『三
,
北
�
會
�
﹄
卷

十
三
會
讀

發
表
者

小
野
?
哉

二
〇
二
一
年

一
 
二
六
日

『三
,
北
�
會
�
卷
十

三
會
讀

發
表
者

岩
本
眞
利
繪

二
〇
二
一
年

二
 

九
日

『三
,
北
�
會
�
﹄
卷

十
三
會
讀

發
表
者

Ü
�
總
�

!
�
代
內
陸
ア
ジ
ア
と
そ
の
#
接
地
域
の
�
�
と
社
會

班
長

稻
葉

穰

本
年
度
は
怨
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
擴
大
に
	
い
︑

對
面
式
で
の
硏
究
會
を
開
く
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
︒
そ

こ
で
基
本
�
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
︑
課
題
と
し
て
い
る


料
で
あ
る
十
一
世
紀
の

F
a
m
i
に
よ
る
ペ
ル
シ
ア
語
地
方

�
﹃
ヘ
ラ
ー
ト
�
﹄
の
怨
發
見
寫
本
の
會
讀
を
中
心
と
し

て
硏
究
會
を
¢
營
し
た
︒
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
は
�
料

會
讀
に
と
っ
て
は
利
點
も
あ
り

(各
參
加
者
が
自
分
の
硏

究
室
に
あ
る
硏
究

源
を
隨
時
利
用
で
き
る
な
ど
)︑
豫

想
以
上
に
う
ま
く
¢
營
で
き
た
と
考
え
て
い
る
︒
一
方
硏

究
發
表
の
方
は
オ
ン
ラ
イ
ン
も
し
く
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で

の
開
催
は
一
囘
に
留
ま
っ
て
い
る
が
︑
こ
れ
は
會
場
ま
で

の
移
動
に
か
か
る
リ
ス
ク
や
︑
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
硏
究

會
を
行
う
た
め
の
y
境
整
備
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
︑
改
善
の
餘
地
は
大
い
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
︒

二
〇
二
〇
年

五
 

八
日

Y
�
代
內
陸
ア
ジ
ア
と

そ
の
�
接
地
域
の
�
�
と
社
會

ヘ

ラ
ー
ト
�
會
讀

發
表
者

角
田
哲
Ö

京
都
大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科

ヘ
ラ
ー
ト
�
會
讀

發
表
者

稻
葉

穰

二
〇
二
〇
年

五
 
二
二
日

Y
�
代
內
陸
ア
ジ
ア
と

そ
の
�
接
地
域
の
�
�
と
社
會

ヘ

ラ
ー
ト
�
會
讀

發
表
者

稻
葉

穰

二
〇
二
〇
年

六
 
十
二
日

Y
�
代
內
陸
ア
ジ
ア
と

そ
の
�
接
地
域
の
�
�
と
社
會

ヘ

ラ
ー
ト
�
會
讀

發
表
者

稻
葉

穰

二
〇
二
〇
年

六
 
二
六
日

Y
�
代
內
陸
ア
ジ
ア
と

そ
の
�
接
地
域
の
�
�
と
社
會

ヘ

ラ
ー
ト
�
會
讀

發
表
者

稻
葉

穰

二
〇
二
〇
年

七
 

十
日

Y
�
代
內
陸
ア
ジ
ア
と

そ
の
�
接
地
域
の
�
�
と
社
會

タ

ル
マ
シ
リ
ー
ン
・
ハ
ン
の
時
代
︱
︱

チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ
ル
ス
の
イ
ス
ラ
ム

�
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱

發
表
者

川
本
正
知

奈
良
大
學

二
〇
二
〇
年

七
 
二
六
日

Y
�
代
內
陸
ア
ジ
ア

と
そ
の
�
接
地
域
の
�
�
と
社
會

國
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

R
e
m
a
in
s

a
n
d
M
e
m
o
rie
s
o
f
B
u
d
d
h
ists
in

彙 報
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Isla
m
iz
in
g
W
e
st
A
sia

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

稻
葉

穰

二
〇
二
〇
年

九
 
二
五
日

Y
�
代
內
陸
ア
ジ
ア
と

そ
の
�
接
地
域
の
�
�
と
社
會

ヘ

ラ
ー
ト
�
會
讀

發
表
者

稻
葉

穰

ヘ
ラ
ー
ト
�
會
讀發

表
者

小
倉
智
�

東
京
外
國
語
大
學

二
〇
二
〇
年

十
 
二
三
日

Y
�
代
內
陸
ア
ジ
ア
と

そ
の
�
接
地
域
の
�
�
と
社
會

ヘ

ラ
ー
ト
�
會
讀

發
表
者

小
倉
智
�

二
〇
二
〇
年
十
一
 
十
四
日

Y
�
代
內
陸
ア
ジ
ア
と

そ
の
�
接
地
域
の
�
�
と
社
會

パ

ン
ジ
ャ
ー
ブ
北
部
土
着
集
團
の
千
年

發
表
者

小
倉
智
�

二
〇
二
〇
年
十
一
 
二
七
日

Y
�
代
內
陸
ア
ジ
ア
と

そ
の
�
接
地
域
の
�
�
と
社
會

ヘ

ラ
ー
ト
�
會
讀

發
表
者

中
西
竜
也

二
〇
二
〇
年
十
二
 
十
一
日

Y
�
代
內
陸
ア
ジ
ア
と

そ
の
�
接
地
域
の
�
�
と
社
會

ヘ

ラ
ー
ト
�
會
讀

發
表
者

中
西
竜
也

ヘ
ラ
ー
ト
�
會
讀發

表
者

稻
葉

穰

二
〇
二
一
年

一
 
二
二
日

Y
�
代
內
陸
ア
ジ
ア
と

そ
の
�
接
地
域
の
�
�
と
社
會

ヘ

ラ
ー
ト
�
會
讀

發
表
者

稻
葉

穰

二
〇
二
一
年

二
 
十
二
日

Y
�
代
內
陸
ア
ジ
ア
と

そ
の
�
接
地
域
の
�
�
と
社
會

ヘ

ラ
ー
ト
�
會
讀

發
表
者

角
田
哲
Ö

京
都
大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科

二
〇
二
一
年

二
 
二
六
日

Y
�
代
內
陸
ア
ジ
ア
と

そ
の
�
接
地
域
の
�
�
と
社
會

ヘ

ラ
ー
ト
�
會
讀

發
表
者

杉
山
^
樹

京
都
外
國
語
大
學

二
〇
二
一
年

三
 
二
六
日

Y
�
代
內
陸
ア
ジ
ア
と

そ
の
�
接
地
域
の
�
�
と
社
會

ヘ

ラ
ー
ト
�
會
讀

發
表
者

川
本
正
知

20
世
紀
中
國
�
の
$
料
�
復
元

班
長

石
川
禎
浩

�
H
金
î
午
後
に
硏
究
班
例
會
を
開
催
す
る
こ
と
を
中

心
に
活
動
を
�
め
た
︒
班
員
は
三
十
數
名
︑
每
囘
の
硏
究

班
例
會
の
出
席
者
は
二
十
名
�
度
で
あ
っ
た
︒
怨
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
擴
大
の
た
め
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
あ
る
い

は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
よ
る
開
催
と
な
っ
た
が
︑
幸
い

!
常
時
と
同
樣
の
規
模
・
質
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒

特
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
あ
る
こ
と
を
い
か
し
て
︑
東
京

で
活

す
る
複
數
の
硏
究
者
に
よ
る
積
極
�
な
參
加
を
得

ら
れ
た
の
は
收
穫
で
あ
っ
た
︒
十
二
 
末
時
點
で
開
催
し

た
例
會
は
十
二
囘
を
數
え
︑
每
囘
事
Y
に
レ
ジ
ュ
メ
を
班

員
に
�
布
し
︑
ま
た
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
つ
け
て
︑
專
門

�
見
地
か
ら
議
論
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
︒
硏
究

班
で
は
︑
ま
ず
報
吿
者
が
一
時
閒
�
�
度
の
報
吿
を
行
っ

た
あ
と
︑
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
三
十
分
�
度
の
批
d
を
加

え
︑
そ
の
上
で
b
體
討
論
を
實
施
す
る
と
い
う
形
式
を

取
っ
た
︒
報
吿
用
レ
ジ
ュ
メ
を
事
Y
に
班
員
に
�
布
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
︑
議
論
が
活
發
に
行
わ
れ
た
︒
ま
た
︑

複
數
の
外
國
人
硏
究
者
・
院
生

(
\
と
し
て
中
華
人
民
共

和
國
出
身
)
が
繼
續
�
に
參
加
し
て
い
る
こ
と
も
本
硏
究

班
の
特
色
で
あ
り
︑
彼
ら
と
の
討
論
を
=
じ
て
︑
中
國
の

�
現
代
�
關
連
の
基
本
�
な
�
獻
や

料
集
の
成
り
立
ち

に
つ
い
て
の
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
︒


料
�
復
元
と
し
て
︑
r
目
す
べ
き
硏
究
・
對
象
と
し
て

は
︑
內
山
完
�
﹃
花
甲
錄
﹄
や
︑
農
村
部
に
お
け
る
工
作

の
狀
況
を
傳
え
る
﹃
喬
欽
~
工
作
筆
記
﹄
な
ど
が
俎
上
に

あ
げ
ら
れ
︑
そ
れ
ら
を

料
と
し
て
�
う
場
合
の
問
題
點

や
r
目
點
が
提
示
さ
れ
た
︒
ま
た
︑
中
國
共
產
黨
�
に
か

か
わ
る
﹁
若
干
の
歷
�
問
題
に
關
す
る
決
議
﹂
や
﹁
國
家

}
成
員
﹂
槪
念
な
ど
︑
從
來
の
硏
究
蓄
積
の
Y
提
を
問
い

直
す
試
み
も
行
わ
れ
た
︒
さ
ら
に
︑
Y
身
の
硏
究
班
の
成

果
で
あ
る
﹃
毛
澤
東
に
關
す
る
人
�
學
�
硏
究
﹄
に
つ
い

て
二
度
の
合
d
會
を
開
催
︑
八
名
の
d
者
に
よ
る
コ
メ
ン

ト
を
得
て
︑
中
國
現
代
�
硏
究
の
蓄
積
の
繼
承
・
深
�
の

5
筋
を
探
っ
た
︒

二
〇
二
〇
年

五
 

八
日

毛
澤
東
時
代
の
讀
書
規

範
︱
︱
傳
瓜
か
ら
の
離
脫
と
囘
歸

發
表
者

比
護

遙

敎
育
學
硏
究
科

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

水
羽
信
男

廣
島
大
學

二
〇
二
〇
年

五
 
二
二
日

二
十
世
紀
中
國
の
政
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治
・
思
想
�
硏
究
を
發
展
さ
せ
る
た

め
の
出
版
政
策
�
硏
究
︱
︱
『中
華

人
民
共
和
國
出
版
�
料
﹄
の
活
用

發
表
者

中
村
元
哉

東
京
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

瀨
戶

宏

攝
南
大
學

二
〇
二
〇
年

六
 

五
日

『毛
澤
東
に
關
す
る
人

�
學
�
硏
究
﹄
合
d
會

(1
)

毛

澤
東
と
胡
�

發
表
者

森
川
裕
貫

關
西
學
院
大
學

毛
澤
東
と
巨
大
水
利
円
築
︱
︱
一
九

五
〇
年
代
の
官
廳
ダ
ム
と
十
三
陵
ダ

ム
を
中
心
に

發
表
者

島
田
美
和

慶
應
義
塾
大
學

二
〇
二
〇
年

六
 
十
九
日

『毛
澤
東
に
關
す
る
人

�
學
�
硏
究
﹄
合
d
會

(2
)

政

治
家
・
藝
�
家
：
一
九
四
〇
年
代
の

	
安
に
お
け
る
b
體
\
義
藝
�
の
確

立

發
表
者

漆

麟

人
�
科
學
硏
究
0

�
�
大
革
命
と
毛
澤
東
の
水
泳

發
表
者

高
嶋

航

�
學
硏
究
科

二
〇
二
〇
年

七
 

三
日

�
料
と
し
て
の
﹃
花
甲

錄
』︱
︱
特
に
戰
時


の
檢
證

發
表
者

金
丸
裕
一

立
命
館
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

谷

¥
妮

�
學
硏
究
科

二
〇
二
〇
年

七
 
十
七
日

『劉
少
奇
�
﹄
と
は
何

で
あ
っ
た
の
か

發
表
者

谷
川
眞
一

神
戶
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

林

禮
釗

大
阪
大
學

二
〇
二
〇
年

十
 

二
日

『喬
欽
~
工
作
筆
記
﹄

か
ら
見
る
現
代
中
國
政
治
の
轉
奄

發
表
者

田
中

仁

大
阪
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

河
野

正

東
京
大
學

二
〇
二
〇
年

十
 
十
六
日

『臺
灣
之
農
具
﹄
と
×

國
の
視
角

發
表
者

都
留
俊
太
郞

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

菊
地

曉

二
〇
二
〇
年

十
 
三
〇
日

中
國
共
產
黨
が
v
用
す

る
國
家
}
成
員
の
槪
念
に
つ
い
て
の

歷
�
�
檢
討

發
表
者

和
田
英
男

大
阪
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

谷
川
眞
一

神
戶
大
學

二
〇
二
〇
年
十
一
 
十
三
日

上
海
市
檔
案
館
0
藏
�

料
か
ら
考
え
る
あ
る
﹁
民
族

產
階

�
﹂
の
軌
跡

(一
九
四
九
～
一
九
六

五
)

發
表
者

水
羽
信
男

廣
島
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

江
田
憲
治

人
閒
・
y
境
學
硏
究
科

二
〇
二
〇
年
十
一
 
二
七
日

橘
樸
の
人
物
宴
の
再
}

成
：
大
正
知
識
人
︑
民
族
誌
家
︑
社

會
民
\
\
義
者

發
表
者

谷

¥
妮

�
學
硏
究
科

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

福
家
崇
洋

二
〇
二
〇
年
十
二
 
十
一
日

“
若
干
の
歷
�
問
題
に

關
す
る
決
議
”
に
關
す
る
若
干
の
考

察

發
表
者

石
川
禎
浩

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

小
野
寺
�
郞

埼
玉
大
學

二
〇
二
一
年

一
 
十
五
日

中
華
人
民
共
和
國
成
立

初


の
復
員
軍
人
と
榮
譽
軍
人
模
範

︱
︱
｢榮
軍
旗
幟
﹂
張
樹
義
の
物
語

と
基
層
革
命
關
係
者
集
團

發
表
者

丸
田
孝
志

廣
島
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

森
川
裕
貫

關
西
學
院
大
學

二
〇
二
一
年

一
 
二
九
日

林
彪
�
將
軍
囘
想
錄
の


料
價
値
：
邱
會
作
囘
憶
錄
を
中
心

に

發
表
者

瀨
戶

宏

攝
南
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

A

成

早
稻
田
大
學

二
〇
二
一
年

二
 
十
二
日

日
獨
合
作
映
畫
﹃
怨
し

き
土
﹄
の
中
國
上
映
騷
動
に
つ
い

て

：
民
國
外
M
部
檔
案
を
手
が
か

り
に

發
表
者

楊

韜
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佛
敎
大
學

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

韓

燕
麗

東
京
大
學

二
〇
二
一
年

二
 
二
六
日

中
華
人
民
共
和
國
初



に
お
け
る
肺
結
核
醫
學

料
の
�
纂

と
出
版

(一
九
四
九
～
一
九
五
七
)

發
表
者

瞿
艷
丹

人
�
科
學
硏
究
0

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

飯
島

涉

靑
山
學
院
大
學

二
〇
二
一
年

三
 
十
二
日

ふ
た
た
び
︑﹁
路
線
﹂

に
つ
い
て

發
表
者

江
田
憲
治

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

李
ハ
ン
キ
ョ
ル

�
學
硏
究
科

古
典
中
國
語
の
コ
ー
パ
ス
の
硏
究

班
長

安
岡
孝
一

『禮
記
﹄
の

U
n
iv
e
rsa
l
D
e
p
e
n
d
e
n
c
ie
s
コ
ー
パ
ス
を

完
成
し
︑
つ
づ
い
て
﹃
十
八
�
略
﹄
の

U
n
iv
e
rsa
l
D
e
-

p
e
n
d
e
n
c
ie
s
コ
ー
パ
ス
に
着
手
し
た
︒
こ
れ
ら
の
コ
ー

パ
ス
と
︑
K
去
に
製
作
し
た
﹃
孟
子
﹄﹃
論
語
﹄
コ
ー
パ

ス
を
合
わ
せ
︑
カ
レ
ル
大
學
と
の
國
際
協
力
に
よ
り
︑

U
n
iv
e
rsa
l
D
e
p
e
n
d
e
n
c
ie
s
2
.6
(二
〇
二
〇
年
五
 
十

五
日
リ
リ
ー
ス
)
お
よ
び

U
n
iv
e
rsa
l
D
e
p
e
n
d
e
n
c
ie
s

2
.7
(二
〇
二
〇
年
十
一
 
十
五
日
リ
リ
ー
ス
)
と
し
て
︑

W
W
W
で
公
開
し
た
︒

こ
れ
ら
の
古
典
中
國
語
コ
ー
パ
ス
を
も
と
に
︑
古
典
中

國
語
形
態
素
解
析
エ
ン
ジ
ン
﹁
M
e
C
a
b
-
K
a
n
b
u
n
﹂
お

よ

び

古

典

中

國

語

係

り

'

け

解

析

エ

ン

ジ

ン

﹁
U
D
-
K
a
n
b
u
n
﹂
の
解
析
精
度
を
上
げ
︑
P
y
P
I
か
ら

p
y
th
o
n
3
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
公
開
し
た
︒
ま
た
︑
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
學
と
の
國
際
協
力
に
よ
り
︑
多
言
語
係
り

'
け
解
析
エ
ン
ジ
ン
﹁
S
ta
n
z
a﹂
に
︑
古
典
中
國
語
モ

ジ
ュ
ー
ル
を
實
裝
し
た
︒
さ
ら
に
︑
カ
レ
ル
大
學
と
の
國

際

協

力

に

よ

り
︑
多

言

語

係

り

'

け

解

析

A
P
I

﹁
U
D
P
ip
e
2﹂
に
も
︑
古
典
中
國
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
實
裝

中
で
あ
る
︒

二
〇
二
〇
年

四
 

十
日

M
e
C
a
b
-
K
a
n
b
u
n

と

U
D
-
K
a
n
b
u
n

二
〇
二
〇
年

四
 
二
四
日

硏
究
班
活
動
方
針

二
〇
二
〇
年

五
 

八
日

U
D
-
C
h
in
e
se
の
試
作

二
〇
二
〇
年

五
 
二
二
日

U
n
iv
e
rsa
l

D
e
p
e
n
-

d
e
n
c
ie
s
2
.6
リ
リ
ー
ス

二
〇
二
〇
年

六
 

五
日

『禮

記
﹄

U
n
iv
e
rsa
l

D
e
p
e
n
d
e
n
c
ie
s
�
完
了

二
〇
二
〇
年

六
 
十
九
日

U
n
iv
e
rsa
l

D
e
p
e
n
-

d
e
n
c
ie
s
W
o
rk
sh
o
p

二
〇
二
〇
年

七
 

三
日

『
A
n
A
d
v
a
n
c
e
d
In
-

tro
d
u
c
tio
n

to

S
e
m
a
n
tic
s
:
A

M
e
a
n
in
g
-
T
e
x
t
A
p
p
ro
a
c
h
﹄

二
〇
二
〇
年

七
 
十
七
日

E
n
h
a
n
c
e
d
U
n
iv
e
rsa
l

D
e
p
e
n
d
e
n
c
ie
s

二
〇
二
〇
年

九
 
十
八
日

『形
態
素
解
析
部
の
付

け
替
え
に
よ
る
�
代
日
本
語
(舊
字

舊
假
名
)の
係
り
'
け
解
析
﹄

二
〇
二
〇
年

十
 

二
日

C
o
N
L
L
-
U

S
V
G

E
d
ito
r
R
to
L

二
〇
二
〇
年

十
 
十
六
日

變
體
漢

�

の

X
P
O
S

を
U
n
iD
ic
品
詞
に
す
る

二
〇
二
〇
年
十
一
 

六
日

『
Is

P
O
S

T
a
g
g
in
g

N
e
c
e
ssa
ry
o
r
E
v
e
n
H
e
lp
fu
l
fo
r

N
e
u
ra
l
D
e
p
e
n
d
e
n
c
y
P
a
rsin
g
?﹄

二
〇
二
〇
年
十
一
 
二
〇
日

U
n
iv
e
rsa
l
D
e
p
e
n
-

d
e
n
c
ie
s
2
.7
リ
リ
ー
ス

二
〇
二
〇
年
十
二
 

四
日

『
U
n
iv
e
rsa
l
D
e
p
e
n
-

d
e
n
c
ie
s
v
2
:
A
n

E
v
e
rg
ro
w
in
g

M
u
ltilin
g
u
a
l
T
re
e
b
a
n
k

C
o
lle
c
-

tio
n
﹄

二
〇
二
〇
年
十
二
 
十
八
日

じ
ん
も
ん
こ
ん
:
-
)

2
0
2
0
報
吿

二
〇
二
一
年

一
 
十
五
日

C
O
M
B
O
-
p
y
to
rc
h
と

U
n
iD
ic
-
C
O
M
B
O

二
〇
二
一
年

三
 

五
日

東

洋

學

へ

の

コ

ン

ピ
ュ
ー
タ
利
用

北
�
石
窟
寺
院
の
硏
究
Ⅱ

班
長

岡
村
秀
典

Y
の
硏
究
班
に
引
き
つ
づ
き
中
國
山
西
省
大
同
市
に
0

在
す
る
雲
岡
石
窟
の
原
報
吿

(
水
野
淸
一
・
長
廣
敏
雄

﹃
雲
岡
石
窟
﹄
b
十
六
卷
三
二
册
︑
一
九
五
一
～
一
九
五

六
年
)
の
圖
版
解
說
を
會
讀
し
な
が
ら
︑
關
連
寫
眞
の
整

理
を
�
め
た
︒
今
年
度
は
京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
0
・

中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
0
�
﹃
雲
岡
石
窟
﹄
第
二
〇

卷

(科
學
出
版
社
東
京
︑
二
〇
一
七
年
)
の
硏
究
成
果
を

も
と
に
︑
原
報
吿
の
第
十
五
卷
西
方
諸
洞
に
つ
い
て
檢
討

し
た
︒
共
同
硏
究
に
關
連
し
た
公
表
實
績
と
し
て
は
︑
岡

村
秀
典
著
・
徐
小
淑
譯
﹃
雲
岡
石
窟
�
考
古
學
硏
究
﹄

(四
川
人
民
出
版
社
︑
二
〇
二
一
年
︑
原
著
﹃
雲
岡
石
窟

の
考
古
學

�
牧
國
家
の
巨
石
佛
を
さ
ぐ
る
﹄
京
大
人
�

硏
東
方
學
叢
書
3
︑
臨
川
書
店
︑
二
〇
一
七
年
)
お
よ
び

石
松
日
奈
子
著
・
王
雲
譯
﹁
雲
岡
石
窟
�
皇
×
大
佛
︱
︱
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從
鮮
卑
王
到
中
國
皇
×
﹂
(﹃
故
宮
;
物
院
院
刊
﹄
二
〇
二

一
年
第
一


︑
原
著
﹁
雲
岡
石
窟
の
皇
×
大
佛
︱
︱
鮮
卑

王
か
ら
中
華
皇
×
﹂﹃
國
華
﹄
一
四
五
一
號
︑
二
〇
一
六

年
)
が
あ
る
︒

怨
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
擴
大
に
よ
り
︑
硏
究

會
は
Z
O
O
M
に
よ
り
共
同
硏
究
室
で
の
オ
ン
サ
イ
ト
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
實
施
し
た
︒
オ
ン

サ
イ
ト
で
は
參
加
の
む
ず
か
し
い
中
國
や
東
京
な
ど
Ü
�

地
の
硏
究
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
參
加
で
き
た
の
は
Z
義
深

い
こ
と
で
あ
っ
た
︒

二
〇
二
〇
年

十
 

六
日

雲
岡
石
窟
西
端
諸
洞

發
表
者

岡
村
秀
典

二
〇
二
〇
年

十
 
二
〇
日

雲
岡
石
窟
西
端
諸
洞

發
表
者

岡
村
秀
典

二
〇
二
〇
年
十
一
 
十
七
日

雲
岡
石
窟
西
端
諸
洞

發
表
者

岡
村
秀
典

二
〇
二
〇
年
十
二
 

一
日

雲
岡
石
窟
西
端
諸
洞

發
表
者

岡
村
秀
典

二
〇
二
一
年

一
 
十
九
日

雲
岡
石
窟
西
端
諸
洞

發
表
者

岡
村
秀
典

中
國
在
家
の
佛
敎
觀
：
&
'
宣
¬
﹃
廣
弘
�
集
﹄
を
讀
む

班
長

â
山

園

昨
年
は
︑
六
,
隋
U
時
代
の
知
識
人
や
庶
民
の
佛
敎
を

知
る
た
め
︑
U
の
5
宣
Z
﹃
廣
弘
@
集
﹄
卷
二
十
六
に
收

め
る
以
下
の
�
獻
を
會
讀
し
︑
(1
)
漢
語
原
典
の
校
訂

本
・
(2
)
現
代
日
本
語
譯
・
(3
)
重
4
原
語
の
語
r
を

作
成
し
た
︱
︱
南
齊
の
周
顒
﹁
與
何
胤
書
﹂︑
梁
の
武
×

﹁
斷
殺
絕
宗
\
犧
牲
詔
﹂︑
顏
之
推
﹁
誡
殺
家
訓
﹂︑
梁
武

×
﹁
斷
酒
肉
�
﹂︒
こ
の
う
ち
南
齊
の
周
顒
の
書
は
︑
佛

敎
で
は
生
き
物
を
殺
さ
な
い
こ
と
を
實
踐
す
る
の
で
肉
食

し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
說
く
︒
梁
の
武
×
の
﹁
斷
殺
絕

宗
\
犧
牲
詔
﹂
と
同
じ
く
武
×
の
﹁
斷
酒
肉
�
﹂
は
︑
飮

酒
と
肉
食
が
K
ち
で
あ
る
こ
と
を
︑
在
家
者
で
あ
る
皇
×

が
出
家
者
に
說
く
內
容
で
あ
る
︒
そ
の
內
容
か
ら
︑
當
時

の
出
家
者
は
男
女
を
問
わ
ず
肉
食
し
て
い
た
と
い
う
實
態

を
描
き
︑
武
×
は
あ
る
べ
き
佛
敎
を
實
現
す
べ
く
︑
肉
食

と
飮
酒
の
K
か
ら
ã
れ
る
打
開
策
を
\
張
す
る
︒
顏
之
推

の
�
も
基
本
�
に
同
じ
趣
旨
で
あ
る
︒
い
ず
れ
も
五
～
六

世
紀
の
在
家
佛
敎
徒
で
あ
る
が
︑
彼
ら
に
と
っ
て
 
食
\

義
は
宗
敎
觀
と
生
命
觀
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が

樣
々
な
角
度
か
ら
說
@
さ
れ
て
お
り
︑
在
家
佛
敎
觀
の
大

き
な
一
面
を
!
き
彫
り
に
す
る

料
と
し
て
Z
義
が
あ
る
︒

今
年
度
は
梁
の
武
×
﹁
斷
酒
肉
�
﹂
の
殘
り
の
部
分
を
讀

了
す
る
︒
こ
の
�
獻
は
︑
內
容
も
Z
義
深
い
が
語
彙
の
點

か
ら
も
6
世
紀
Y
�
の
生
き
た
語
彙
が
見
ら
れ
︑
佛
敎
に

關
す
る
制
度
�
の

料
と
も
な
る
︒
今
年
度
の
硏
究
班
囘

數
は
十
四
囘
︒

二
〇
二
〇
年

五
 
二
九
日

會
讀
周
顒
﹁
與
何
胤

書
﹂

發
表
者

â
山

園

二
〇
二
〇
年

六
 
十
九
日

會
讀
梁
武
×
﹁
斷
殺
絕

宗
\
犧
牲
詔
﹂發

表
者

河
上
"
由
子

二
〇
二
〇
年

七
 

三
日

會
讀
顏
之
推
﹁
誡
殺
家

訓
﹂

發
表
者

中
村
愼
之
介

二
〇
二
〇
年

九
 
十
八
日

會
讀
梁
武
×
﹁
斷
酒
肉

�
﹂
(1
)

發
表
者

古
_
隆
一

二
〇
二
〇
年

十
 

二
日

會
讀
梁
武
×
﹁
斷
酒
肉

�
﹂
(2
)

發
表
者

魏

藝

二
〇
二
〇
年

十
 
十
六
日

會
讀
梁
武
×
﹁
斷
酒
肉

�
﹂
(3
)

發
表
者

趙
ウ
ニ
ル

二
〇
二
〇
年

十
 
三
〇
日

會
讀
梁
武
×
﹁
斷
酒
肉

�
﹂
(
4
)

發
表
者

中
西
俊
英

二
〇
二
〇
年
十
一
 
二
〇
日

會
讀
梁
武
×
﹁
斷
酒
肉

�
﹂
(5
)

發
表
者

â
山

園

二
〇
二
〇
年
十
二
 

四
日

會
讀
梁
武
×
﹁
斷
酒
肉

�
﹂
(6
)

發
表
者

久
永
昂
央

二
〇
二
一
年

一
 
十
五
日

會
讀
梁
武
×
﹁
斷
酒
肉

�
﹂
(7
)

發
表
者

倉
本
尙
德

二
〇
二
〇
年

一
 
二
九
日

會
讀
梁
武
×
﹁
斷
酒
肉

�
﹂
(8
)

發
表
者

â
山

園

二
〇
二
〇
年

二
 
十
九
日

會
讀
梁
武
×
﹁
斷
酒
肉

�
﹂
(
9
)

發
表
者

ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン
C
h
.

二
〇
二
〇
年

三
 

五
日

會
讀
梁
武
×
﹁
斷
酒
肉

�
﹂
(10
)

發
表
者

河
上
"
由
子

人
�
學
硏
究
部

�
代
京
都
と
�
�

班
長

高
木
;
志

本
硏
究
班
は
︑
對
面
に
よ
る
硏
究
會
實
施
を
原
則
と
し

て
い
る
た
め
︑
本
年
Y
�
は
︑
怨
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
擴
大
�
び
緊
$
事
態
宣
言
の
發
令
に
よ
り
︑
當
初
豫

定
し
て
い
た
硏
究
會
が
實
施
で
き
な
か
っ
た
︒
本
年
�
初

の
硏
究
會
は
︑
九
 
十
二
日
に
開
催
し
た
宇
治
川
�
見
で

あ
る
︒
感
染
對
策
を
十
分
に
�
じ
た
上
で
︑
宇
治
川
周
邉

の
茶
園
や
天
ヶ
瀨
ダ
ム
を
見
學
し
電
力
開
發
や
生
業
の
歷

�
を

�
料
か
ら
檢
討
し
た
︒
十
 
三
一
日
に
は
︑
京
都

�
�
;
物
館
の
﹁
舞
子
モ
ダ
ン
﹂
展
と
の
共
催
企
畫
と
し
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て
︑
同
;
物
館
學
藝
員
・
&
田
'
芳
子
氏
に
よ
る
展
示
解

說
と
硏
究
報
吿
を
行
い
︑
班
員
b
體
で
深
い
議
論
を
行
っ

た
︒
十
一
 
七
日
に
は
︑﹁
大
正


京
都
の
ロ
マ
ン
\
義
﹂

に
關
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
︒
本
來
は
一
般
公

開
す
る
豫
定
で
あ
っ
た
が
︑
感
染
症
對
策
の
た
め
︑
班
員

內
部
に
の
み
公
開
す
る
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
會
と
な
っ
た
が
︑

地
理
學
・
歷
�
學
・
美
�
�
・
�
學
・
映
畫
硏
究
と
學
際

�
に
大
正


の
�
�
と
ロ
マ
ン
\
義
槪
念
を
鍛
え
直
す
內

容
と
な
っ
た
︒
硏
究
會
參
加
者
は
兩
日
と
も
に
二
十
人
Y

後
に
�
び
︑
活
發
な
議
論
が
繰
り
廣
げ
ら
れ
た
︒
二
〇
二

一
年
三
 
二
七
日
に
は
︑
久
保
田
米
(
・
吉
川
觀
方
と
い

う
單
に
美
�
の
領
域
に
と
ど
ま
ら
ず
︑
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
・
映
畫
な
ど
廣
く
�
�
や
社
會
に
は
み
出
す
︑
本
硏
究

班
の
趣
旨
に
沿
う
報
吿
を
得
た
︒

(
境
問
題
の
社
會
�
�
硏
究

班
長

岩
城
卓
二

本
年
Y
�
は
︑
怨
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
擴
大
�

び
緊
$
事
態
宣
言
の
發
令
に
よ
り
對
面
型
の
硏
究
會
が
開

催
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
︑
當
初
豫
定
よ
り
も
開
始
が
遲

れ
た
が
︑
六
 
よ
り
Z
o
o
m
に
よ
る
硏
究
會
を
開
始
し

た
︒
本
年
は
︑
日
本
�
世
・
�
代
�
を
專
門
と
し
つ
つ
も

古
氣
候
學
や
民
俗
學
・
地
質
學
な
ど
學
際
�
な
視
野
か
ら

硏
究
を
�
め
て
き
た
氣
銳
の
硏
究
者
に
よ
る
報
吿
を
軸
に
︑

日
本
�
の
み
な
ら
ず
中
國
�
・
西
洋
�
︑
�
に
は
�
�
人

類
學
・
哲
學
な
ど
多
樣
な
參
加
者
に
よ
る
活
發
な
議
論
が

展
開
さ
れ
た
︒
本
年
は
こ
れ
に
加
え
て
︑
人
�
硏
硏
究
班

で
は
初
の
試
み
で
あ
る
︑
Z
o
o
m
に
よ
る
硏
究
會
の
錄

畫
も
行
っ
た
︒

人
の
分
類
と
人
種
�
に
關
す
る
國
際
比
�
硏
究

班
長

竹
澤
泰
子

二
〇
二
〇
年
五
 
に
警
察
官
に
よ
っ
て
殺
æ
さ
れ
た

ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ロ
イ
ド
さ
ん
の
死
を
契
機
に
世
界
中
で
高

ま
っ
た
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ
ー

(﹁
黑
人
の
命

を
粗
末
に
す
る
な
﹂
)
¢
動
を
'
け
︑
二
〇
二
〇
年
六
 

に
﹁
緊
$
リ
レ
ー
ト
ー
ク
：
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ

タ
ー
¢
動
の
背
景
と
課
題
﹂
を
\
催
し
︑
國
內
外
か
ら
五

〇
〇
人
�
い
參
加
者
が
集
い
︑
議
論
や
Z
見
M
奄
を
行
っ

た
︒
さ
ら
に
怨
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
蔓
	
に
よ
っ

て
︑
日
本
社
會
に
お
い
て
も
︑﹁
目
に
見
え
な
い
﹂
差
別

が
社
會
問
題
と
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
問
題
を
深
く
掘
り
下

げ
て
議
論
す
る
た
め
に
︑﹁
コ
ロ
ナ
時
代
の
人
閒
の
ち
が

い
と
差
別
﹂
と
﹁﹃
ち
が
い
﹄
と
差
別
～
人
類
學
か
ら
の

提
言
～
﹂
と
い
う
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
\
催
し
た
︒

さ
ら
に
國
際
發
信
と
い
う
點
で
は
︑﹃
y
太
!
洋
地
域
の

移
動
と
人
種
﹄
(京
大
出
版
二
〇
二
〇
年
)
の
合
d
會
を

二
囘
開
催
し
︑
英
語
版
出
版
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
︒

ま
た
フ
ラ
ン
ス

E
H
E
S
S
の
硏
究
者
た
ち
と
の
共
同
硏
究

の
成

果
は
︑
“
A
L
T
É
R
IT
É
,
R
A
C
E

E
T

U
N
IV
E
R
-

S
A
L
IS
M
E
:

U
N
E

H
IS
T
O
IR
E

JA
P
O
N
A
IS
E
.”

(
P
o
litic
a
特
集
號
二
〇
二
一
年
一
 
～
三
 
)
と
し
て
刊

行
さ
れ
る
︒

21
世
紀
の
人
�
學

班
長

岡
田
曉
生
︑
小
關

隆
︑
佐
�
淳
二

本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
對
面
硏
究
會
は
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
が
︑
六
囘
の
硏
究
會
を
も
ち
︑
そ
の
ほ

か
に
﹁
生
き
る
た
め
の
人
�
學
﹂
と
題
し
た
三
囘
シ
リ
ー

ズ
の
動
畫
を
制
作
し
て

Y
o
u
T
u
b
e
に
ア
ッ
プ
し
た
︒
後

者
は
コ
ロ
ナ
禍
の
人
�
學
の
發
信
の
可
能
性
を
問
う
も
の

と
し
て
︑
疫
病
と
世
界
�

(
�
原
辰
�
)︑
コ
ロ
ナ
禍
の

E
U

(
Ü
�
乾
)︑
未
來
の
a
樂
の
可
能
性

(三
輪
眞
弘
)

を
論
じ
た
︒
ま
た
硏
究
會
に
お
い
て
は
ズ
ー
ム
は
も
ち
ろ

ん
︑
テ
ク
ス
ト
囘
覽
式
の
形
式

(あ
ら
か
じ
め
發
表
者
が

原
稿
を
參
加
者
に
囘
覽
し
︑
そ
れ
に
基
づ
い
て
參
加
者
が

M
L
で
應
答
す
る
)
が
極
め
て
閏
實
し
た
議
論
を
可
能
に

す
る
形
式
で
あ
る
こ
と
を
確
�
し
た
︒
ま
た
現
場
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
へ
の
多
樣
な
分
野
の
硏
究
者
か
ら
の
聞
き
取
り

も
實
り
多
い
も
の
で
あ
っ
た
︒
共
同
硏
究
に
お
い
て
は
︑

今
後
の
人
�
學
が
﹁
�
代
﹂
の
み
な
ら
ず
︑
人
閒
世
界
自

體
の
G
焉
の
可
能
性
を
見
据
え
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え

な
い
と
い
う
點
に
︑
議
論
が
收
斂
し
つ
つ
あ
る
︒
な
お
制

作
し
た
動
畫
は
十
一
 
末
に
ア
ッ
プ
し
た
が
︑
十
二
 
末

日
に
お
い
て
合
計
¶
七
〇
〇
囘
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
︒

*
國
日
本
の
﹁
財
界
｣
形
成
に
つ
い
て
の
硏
究
：
一
八
九

五
年
～
一
九
四
五
年

班
長

籠
谷
直
人

本
年
度
は
︑
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
蔓
	
の
影
�
下
で
硏
究

會
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
︒

硏
究
課
題
藝
�
と
社
會

班
長

高
階
繪
里
加

三
年
計
畫
の
第
一
年
目
で
あ
る
本
年
は
︑
當
初
四
 
の

開
始
を
豫
定
し
て
い
た
が
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
開
始
が
	



さ
れ
︑
九
 
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
開
催
を
實
施
す
る

こ
と
と
な
っ
た
︒
今
年
度
は
す
べ
て
の
硏
究
會
を
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
開
催
し
た
︒
第
一
囘
硏
究
會
は
九
 
二
六
日

(
土
)
に
開
催
︑
岡
田
曉
生
氏
﹁
パ
ウ
ル
・
ベ
ッ
カ
ー
と

a
樂
社
會
學
の
は
じ
ま
り
﹂
お
よ
び
�
井
俊
之
氏
﹁
藝
�

と
社
會
︑
自
律
と
媒
介
︱
︱
ア
ド
ル
ノ
の
a
樂
論
に
r
目

し
て
﹂
の
2
名
の
發
表
者
に
よ
る
a
樂
と
社
會
に
關
連
す
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る
發
表
が
行
わ
れ
た
︒
第
二
囘
硏
究
會
は
十
 
十
七
日

(土
)
に
開
催
︑
�
代
日
本
に
お
け
る
繪
葉
書
を
テ
ー
マ

と
し
て
︑
大
原
由
佳
子
氏
﹁﹁
繪
葉
書
ア
ル
バ
ム
﹂
か
ら

見
る
第
一
囘
渡
歐
時
の
黑
田
重
太
郞
﹂
お
よ
び
小
嶋
ひ
ろ

み
氏
﹁
竹
久
夢
二
と
エ
ハ
ガ
キ
︱
︱
 
刊
夢
二
カ
ー
ド
と

 
刊
夢
二
エ
ハ
ガ
キ
︱
︱
﹂
の
二
名
に
よ
る
發
表
が
行
わ

れ
た
︒
第
三
囘
硏
究
會
は
十
一
 
二
一
日

(土
)
に
開
催
︑

京
都
�
�
;
物
館
で
開
催
中
の
﹁
舞
妓
モ
ダ
ン
展
﹂
に
關

連
し
︑
&
田
'
芳
子
氏
に
よ
る
發
表
﹁
日
本
�
代
に
お
け

る
描
か
れ
た
舞
妓
に
つ
い
て
﹂
が
行
わ
れ
た
︒
第
四
囘
硏

究
會
は
宮
下
規
久
Ö
氏
に
よ
り
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の

歷
�
�
疫
病
液
行
と
美
�
の
關
連
に
つ
い
て
の
發
表
﹁
疫

病
と
美
�
﹂
が
行
わ
れ
た
︒
第
五
囘
硏
究
會
は
二
〇
二
一

年
三
 
六
日

(土
)
に
︑
三
宅
拓
也
氏
に
よ
る
發
表
﹁
藝

�
と
社
會
の
接
點
と
し
て
の
商
品
陳
列
0
﹂
が
行
わ
れ
た
︒

い
ず
れ
の
硏
究
會
に
お
い
て
も
︑
發
表
後
に
藝
�
と
社
會

に
關
わ
る
活
發
な
議
論
が
M
わ
さ
れ
た
︒

個

人

硏

究

東
方
學
硏
究
部

先
秦
時
代
の
金
�

淺
原
?
郞

川
西
走
,
の
漢
藏
諸
語
の
記
営
硏
究

池
田

巧

中
國
共
產
黨
�
の
硏
究

石
川
禎
浩

イ
ス
ラ
ー
ム
東
漸
�
の
硏
究

稻
葉

穰

東
ア
ジ
ア
佛
敎
美
�
�
の
硏
究

稻
本
泰
生

�
代
中
國
の
財
政
と
社
會

岩
井
茂
樹

佛
敎
硏
究
知
識
ベ
ー
ス
︱
︱
禪
佛
敎
を
例
と
し
て

W
IT
T
E
R
N
,C
h
ristia
n

古
代
中
國
の
考
古
學
硏
究

岡
村
秀
典

イ
ン
ド
・
中
國
に
お
け
る
佛
敎
の
學
�
と
實
踐â

山

園

秦
漢
制
度
�
の
硏
究

宮
宅

ï

高
麗
官
僚
制
度
硏
究

矢
木

毅

�
字
コ
ー
ド
理
論

安
岡
孝
一

六
,
隋
U
佛
敎
�
の
硏
究

倉
本
尙
德

中
國
r
釋
學
�
硏
究

古
_
隆
一

中
國
イ
ス
ラ
ー
ム
の
硏
究

中
西
竜
也

中
國
中
世
�
世
の
�
學
理
論

永
田
知
之

東
ア
ジ
ア
傳
瓜
科
學
の
硏
究

!
岡
隆
二

十
～
十
三
世
紀
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
に
お
け
る
王
,
閒
關

係
の
硏
究

古
松
崇
志

歷
�
考
古
學
�
方
法
に
も
と
づ
く
中
國
�
�
硏
究

向
井
佑
介

�
代
華
南
沿
海
の
社
會
經
濟
制
度
の
變
容

村
上

衞

東
方
學
に
お
け
る
對
象
の
論
理
學
�
硏
究

白
須
裕
之

中
國
家
具
と
そ
の
v
用
に
關
す
る
硏
究

高
井
た
か
ね

20
世
紀
臺
灣
農
業
經
濟
の
變
容
と
自
治
・
自
律

都
留
俊
太
郞

南
宋


5
學
の
經
書
解
釋

福
谷

彬

中
國
古
代
中
世
の
官
制
�

�
井
律
之

東
西

料
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
�
�
M
液
と
諸
制

度
の
硏
究

宮

紀
子

�
字
定
義
o
報
に
基
づ
く
�
書
表
現
系
に
關
す
る
硏
究

守
岡
知
彥

人
�
學
硏
究
部

�
世
社
會
解
體
K
�
の
硏
究

岩
城
卓
二

�
代
西
洋
a
樂
�

岡
田
曉
生

戰
Y


日
本
の
工
業
�
と
華
僑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク籠

谷
直
人

イ
ギ
リ
ス
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
�
現
代
�

小
關

隆

技
�
・
自
然
・
(ポ
ス
ト
)
現
代
性
の
思
想
︱
︱
哲
學

�
探
求

佐
�
淳
二

�
代
天
皇
制
の
�
�
�
�
硏
究

高
木
;
志

�
代
日
本
美
�
と
西
洋

高
階
繪
里
加

人
種
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
論

竹
澤
泰
子

精
神
分
析
�
知
の
思
想
�
�
位
置
づ
け

立
木
康
介

西
ア
フ
リ
カ
と
南
ア
ジ
ア
の
宗
敎
︑
憑
依
︑
閒
身
體
性

石
井
美
保

�
代
ト
ラ
ン
ス
コ
ー
カ
サ
ス

(
特
に
グ
ル
ジ
ア
)
に
お

け
る
匪
-

伊
�
順
二

�
現
代
日
本
の
社
會
�
︑
思
想
�
︑
技
�
�

K
N
A
U
D
T
,T
ill

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
生
命
科
學
と
﹁
自
然
﹂瀨

戶
口
@
久

〈非
人
閒
﹀
の
歷
�
と
記
憶
の
存
在
論

直
野
違
子

�
現
代
日
本
の
社
會
¢
動
・
社
會
思
想

福
家
崇
洋

農
業
�
の
再
}
築

�
原
辰
�

フ
ラ
ン
ス
象
ª
\
義
と
�
學
�
モ
デ
ル
ニ
テ

森
本
淳
生

皇
室
の
土
地
0
�
に
關
す
る
歷
�
�
硏
究
池
田
さ
な
え

�
代
日
本
民
俗
誌
シ
ス
テ
ム
の
硏
究

菊
地

曉

�
蒙
と
�
學
︱
︱
ア
ド
ル
ノ
美
學
に
お
け
る
﹁
人
閒

性
﹂
の
位
置
づ
け
︱
︱

�
井
俊
之
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事

業

槪

況

・
K
y
o
to
L
e
c
tu
r
e
s
2
0
2
0

二
〇
二
〇
年
四
 
二
二
日

(オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
開
催
)

G
e
sa
k
u
L
ite
ra
ti
a
n
d
E
a
rly
M
e
iji
P
rin
t
C
u
ltu
re
:

R
e
m
a
k
in
g
P
o
p
u
la
r
C
u
ltu
re
fo
r
th
e
M
a
sse
s

�
師

A
lista
ir
S
w
a
le
(カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
學
)

・
K
y
o
to
L
e
c
tu
r
e
s
2
0
2
0
o
n
Z
o
o
m

二
〇
二
〇
年
五
 
二
七
日

(Z
o
o
m
で
開
催
)

Ja
p
a
n
s̓

O
c
e
a
n

B
o
rd
e
rla
n
d
s
:

N
a
tu
re

a
n
d

S
o
v
e
re
ig
n
ty

�
師

P
a
u
l
K
re
itm
a
n
(コ
ロ
ン
ビ
ア
大
學
)

・
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
：
緊
,
リ
レ
ー
ト
ー
ク
：
ブ
ラ
ッ

ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ
ー
-
動
の
背
景
と
課
題

二
〇
二
〇
年
六
 
二
一
日

(Z
o
o
m
で
開
催
)

N
H
K
﹃
こ
れ
で
わ
か
っ
た
！
世
界
の
い
ま
﹄
4
ð
書
騷

動
︱
︱
日
本
で
の
課
題
︱
︱

貴
堂
嘉
之

(一
橋
大
學
)

暴
力
と
搾
取
の
歷
�
︱
人
種
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
視
點
か

ら

謁
下
�
子

(立
命
館
大
學
)

リ
ベ
ラ
ル
た
ち
の
𠛬
罰
國
家
と
B
L
M
の
挑
戰

�
永
康
政

(日
本
女
子
大
學
)

他
人
事
で
は
な
い
～
日
本
に
お
け
る
黑
人
差
別
の
リ
ア
リ

テ
ィ

ジ
ョ
ン
・
G
・
ラ
ッ
セ
ル

(岐
阜
大
學
)

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

�
光
5
生

(慶
應
義
塾
大
學
)︑
キ

ン
バ
リ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス

(ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
學
大
學
院

;
士
課
�
・
早
稻
田
大
學
訪
問
硏
究
員
)

司
會

竹
澤
泰
子

・
K
y
o
to
L
e
c
tu
r
e
s
2
0
2
0
o
n
Z
o
o
m

二
〇
二
〇
年
六
 
二
六
日

(Z
o
o
m
で
開
催
)

E
a
rly

M
e
iji
“
A
c
c
o
u
n
ts

o
f

P
ro
sp
e
rity
”
:
T
h
e

M
a
k
in
g
o
f
a
n
U
rb
a
n
L
ite
ra
ry
C
a
n
o
n

�
師

G
a
la
M
a
ria
F
o
lla
c
o
(ナ
ポ
リ
東
洋
大
學
)

・
K
y
o
to
L
e
c
tu
r
e
s
2
0
2
0
o
n
Z
o
o
m

二
〇
二
〇
年
七
 
二
九
日

(Z
o
o
m
で
開
催
)

A
n
im
a
l
S
h
a
p
e
-
S
h
ifte
rs
fro
m

Ja
p
a
n
e
se
F
o
lk
ta
le
s

to
N
o
rth
-
A
m
e
ric
a
n
F
ic
tio
n

�
師

L
u
c
ia
n
a
C
a
rd
i
(大
阪
大
學
)

・
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
二
〇
二
〇
﹃
(
太
.
洋
地
域
の
移

動
と
人
種
瓜
治
か
ら
管
理
へ
︑
/
0
か
ら
連
帶
へ
﹄
合
�

會二
〇
二
〇
年
八
 
二
四
日

(Z
o
o
m
で
開
催
)

d
者

飯
島
眞
里
子

(上
智
大
學
)︑

貴
堂
嘉
之

(一
橋
大
學
)︑
津
田
浩
司

(東
京
大
學
)

・
國
際
硏
究
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹁
北
白
川
E
F
E
O
サ
ロ

ン
：
日
本
に
お
け
る
信
仰
と
﹁
知
﹂
の
は
ざ
ま
︱
︱
中

世
・
�
世
・
�
代
を
中
心
に
﹂

二
〇
二
〇
年
九
 
二
五
日

於

フ
ラ
ン
ス
國
立
極
東
學
院
京
都
荏
部

\
宰
責
任
者

マ
ル
タ
ン
︑
ノ
ゲ
ラ
・
ラ
モ
ス

(フ
ラ
ン
ス
國
立
極
東
學
院
︑

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
0
客
員
准
敎
6
)︑

鈴
木
堅
弘

(京
都
精
華
大
學
)︑
!
岡
隆
二

日
本
の
歷
�
に
お
け
る
﹁
信
仰
﹂
と
﹁
知
﹂
の
M
點
に

着
目
し
︑
雙
方
が
未
分
�
の
時
代
に
お
け
る
﹁
民
閒
0
俗

の
實
態
﹂
や
﹁
民
衆
の
思
想
觀
﹂
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
た
︒
本
題
に
お
け

る
﹁
知
﹂
と
は
︑
�
代
學
問
が
成
立
す
る
以
Y
の
醫
�
︑

占
星
�
︑
本
草
學
︑
陰
陽
5
︑
呪
�
︑
修
驗
5
︑
和
算
︑

茶
5
︑
佛
敎
敎
理
︑
職
工
技
�
︑
も
の
語
り
︑
詩
�
︑
畫

5
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
︒
科
學
や
醫
學
︑
�

學
な
ど
の
�
代
學
問
が
成
立
す
る
以
Y
に
︑
こ
れ
ら
の

﹁
知
﹂
の
祖
型
は
︑
い
か
に
し
て
人
び
と
の
生
活
に
根
ざ

し
︑
世
俗
民
の
生
々
し
い
信
仰
と
結
び
つ
く
な
か
で
︑
獨

自
の
發
展
を
と
げ
て
き
た
の
か
︑
そ
の
理
由
や
經
雲
を
︑

十
四
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
民
衆
社
會
の

歷
�
を
=
じ
て
檢
討
し
て
き
た
︒
四
囘
の
�
演
會
を
開
催

し
︑
�
師
の
報
吿
を
も
と
に
參
加
者
が
議
論
を
行
う
か
た

ち
で
︑
當
該
問
題
の
理
解
を
深
め
た
︒

①
室
町
時
代
の
密
敎
と
現
世
利
益
︱
︱
茶
枳
尼
天
曼
荼
羅

を
め
ぐ
っ
て

�
演
者

ガ
エ
タ
ン
・
ラ
ポ
ー

(京
都
大
學

人
�
科
學
硏
究
0
白
眉
特
定
准
敎
6
︑

E
F
E
O
共
同
硏
究
員
)

②
二
〇
二
〇
年
十
 
十
六
日

於

フ
ラ
ン
ス
國
立
極
東
學
院
京
都
荏
部

阿
彌
陀
の
祕
密
空
閒
︱
︱
隱
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
儀
禮

空
閒
の
機
能
と
敎
義
�
な
背
景

(
�
世
を
中
心
に
)

�
演
者

マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ウ
シ
ュ

(
龍
谷
大
學

世
界
佛
敎
�
�
硏
究
セ
ン
タ
ー
;
士
硏
究
員
)

③
二
〇
二
〇
年
十
 
三
〇
日

於

フ
ラ
ン
ス
國
立
極
東
學
院
京
都
荏
部

湯
殿
山
信
仰
に
登
場
す
る
身
體
と
モ
ノ

�
演
者

ア
ン
ド
レ
ア
・
カ
ス
テ
ィ
リ
ョ
ー
ニ

(名
古
屋
市
立
大
學
�
師
)

④
二
〇
二
〇
年
十
一
 
二
七
日

東 方 學 報
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於

フ
ラ
ン
ス
國
立
極
東
學
院
京
都
荏
部

京
謁
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
の
\
4
人
物
︱
︱
入
信
の
動
機
と

宗
敎
活
動
を
中
心
に

�
演
者

宮
崎
ふ
み
子

(惠
泉
女
學
園
大
學
名
譽
敎
6
)

・
國
際
硏
究
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹁
(
境
�
硏
究
の
可
能
性
﹂

\
宰
責
任
者

�
原
辰
�
︑
H
a
ra
ld
F
u
e
ss

(ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
學
敎
6
)

@
治


日
本
の
コ
レ
ラ
エ
ピ
デ
ミ
ッ
ク
を
︑
外
M
︑
科

學
︑
ア
ジ
ア
�
の
�
2
か
ら
考
え
る
︒
特
に
︑
十
六
萬
人

の
日
本
人
が
感
染
し
た
と
言
わ
れ
る
ヒ
ス
ペ
リ
ア
號
事
件

に
つ
い
て
︑
さ
ま
ざ
ま
な

料
を
利
用
し
な
が
ら
︑
そ
れ

を
め
ぐ
る
日
本
と
ド
イ
ツ
の
關
係
︑
東
ア
ジ
ア
の
o
勢
︑

公
衆
衞
生
の
狀
況
な
ど
に
つ
い
て
說
@
し
た
︒
今
日
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
を
歷
�
�
に
ど
う
位
置
付
け
る
か
に
關
す
る

重
4
な
論
點
も
あ
り
︑
�
演
後
︑
感
染
症
に
關
心
を
も
つ

參
加
者
で
︑
他
國
・
他
の
感
染
症
と
の
比
�
や
︑
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
硏
究
の
展
ð
に
つ
い
て
議
論
し
た
︒

二
〇
二
〇
年
十
 
二
三
日

於

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
0
本
館

�
演
者

H
a
ra
ld
F
u
e
ss

・
國
際
硏
究
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹁
︿
ポ
ス
ト
=
ヒ
ュ
ー
マ
ン
﹀

の
人
�
學
﹂

\
宰
責
任
者

ジ
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ

(
G
ille
s
P
h
ilip
p
e
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
學
)︑
森
本
淳
生

深
�
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
︑
Ý
傳
子
工
學
や
A
I
な

ど
飛

�
發
展
を
n
げ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
︑
深
刻
な
y
境

破
壞
と
氣
候
變
動
︑
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
示
し
た
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
危
機
等
々
が
示
す
現
代
の
ポ
ス
ト
=
ヒ
ュ
ー
マ

ン
�
狀
況
︑
す
な
わ
ち
︑
�
代
�
な
﹁
人
閒
﹂
の
﹁
G
焉

以
後
﹂
の
時
代
に
お
い
て
人
�
學
は
い
か
な
る
も
の
で
あ

り
う
る
の
か
を
考
察
し
た
︒
森
本
は
マ
ラ
ル
メ
や
ウ
エ
ル

ベ
ッ
ク
な
ど
十
九
世
紀
以
來
の
フ
ラ
ン
ス
�
學
に
見
ら
れ

る
︑
人
閒
の
非
=
人
閒
�
な
I
元
に
對
す
る
關
心
を
!
き

彫
り
と
し
︑
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
�
體
論
�
な
觀
點
よ
り
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
�
學
作
品
や
フ
ロ
ー

ベ
ー
ル
が
夢
想
し
た
﹁
語
り
手
の
い
な
い
作
品
﹂
を
論
じ
︑

塚
本
は
オ
ル
テ
ガ
・
イ
・
ガ
セ
ッ
ト
︑
ヴ
ァ
レ
リ
ー
︑
メ

ル
ロ
=
ポ
ン
テ
ィ
を
取
り
あ
げ
て
人
閒
と
世
界
と
の
相
互

連
關
�
な
生
成
の
I
元
を
@
ら
か
に
し
︑
篠
原
は
氣
候
變

動
や
震
災
以
後
の
人
爲
�
世
界
の
脆
さ
と
︑
そ
れ
を
蹈
ま

え
て
こ
そ
感
じ
ら
れ
る
怨
た
な
リ
ア
ル
の
感
覺
を
川
內
倫

子
の
寫
眞
を
例
に
論
じ
た
︒

二
〇
二
〇
年
十
一
 
十
四
日

ウ
ェ
ビ
ナ
ー

(
�
演
者
・
=
譯
者
は
京
都
・
東
京
・
パ
リ

よ
り
參
加
)
森
本
淳
生

A
tsu
o
M
O
R
IM
O
T
O

(京
都

大
學
)

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
︱
︱
〈ノ
ン
=ヒ
ュ
ー
マ
ン
﹀
か
ら

︿
ポ
ス
ト
=ヒ
ュ
ー
マ
ン
﹀
へ

In
tro
d
u
c
tio
n
:
D
u

«
N
o
n
-
h
u
m
a
in
»

a
u

«
P
o
st-
h
u
-

m
a
in
»

ジ
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ

G
ille
s
P
h
ilip
p
e
(ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大

學
)
ポ
ス
ト
=ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
�
體
論

P
o
sth
u
m
a
n
ism
e
e
t
sty
listiq
u
e塚

本
昌
則

(東
京
大
學
)

非
人
閒
の
詩
學
︱
︱
オ
ル
テ
ガ
・
イ
・
ガ
セ
ッ
ト
﹁
藝
�

の
非
人
閒
�
﹂
か
ら
メ
ル
ロ
=
ポ
ン
テ
ィ
﹁
制
度
�
﹂
ま

でP
o
é
tiq
u
e
d
e
l̓in
h
u
m
a
in
:
D
e
«
L
a
D
é
sh
u
m
a
n
isa
tio
n

d
e
l̓a
rt»
d
O̓
rte
g
a
y

G
a
sse
t
à
«
L
I̓n
stitu
tio
n
»
d
e

M
e
rle
a
u
-
P
o
n
ty

篠
原
^
武

(京
都
大
學
)

世
界
の
脆
さ
の
只
中
で
の

p
o
st-
h
u
m
a
n
itie
s：
川
內
倫

子
の
寫
眞
實
踐
と
テ
ィ
モ
シ
ー
・
モ
ー
ト
ン
の
エ
コ
ロ

ジ
ー
思
考
を
め
ぐ
っ
て

L
e
p
o
st
h
u
m
a
n
ism
e
a
u
c
o
e
u
r
d
e
la
fra
g
ilité
d
u

m
o
n
d
e
:
la
p
ra
tiq
u
e
p
h
o
to
g
ra
p
h
iq
u
e
d
e
K
a
w
a
u
c
h
i

R
in
k
o

e
t
le
s

id
é
e
s

d
e

T
im
o
th
y

M
o
rto
n

su
r

l̓é
c
o
lo
g
ie

・
國
際
硏
究
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹁
D
y
n
a
m
ism

o
f
S
o
c
ia
l

C
o
n
te
x
t
D
e
c
ip
h
e
r
e
d
b
y
a
L
in
g
u
istic
A
n
a
ly
sis
o
f

A
n
c
ie
n
t
L
ite
r
a
tu
r
e
:
T
h
e
1
st
w
o
r
k
sh
o
p
o
f
th
e

S
P
IR
IT
S
p
r
o
je
c
t
“
C
h
r
o
n
o
lo
g
ic
a
l
a
n
d
G
e
o
g
r
a
-

p
h
ic
a
l
F
e
a
tu
r
e
s
o
f
A
n
c
ie
n
t
In
d
ia
n
L
ite
r
a
tu
r
e

E
x
p
lo
r
e
d
b
y
D
a
ta
-
D
r
iv
e
n
S
c
ie
n
c
e
”
﹂

\
宰
責
任
者

天
野
恭
子

(
京
都
大
學
白
眉
セ
ン
タ
ー
・

人
�
科
學
硏
究
0
特
定
准
敎
6
)

お
よ
そ
�
獻
を
正
し
く
讀
む
上
で
︑
�
獻
成
立
の
背
景

と
な
る
社
會
へ
の
理
解
は
根
底
と
な
る
4
件
で
あ
る
︒
し

か
し
古
代
社
會
の
場
合
は
多
く
の
場
合
に
お
い
て
實
態
が

謎
に
8
ま
れ
︑
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
K
�
に
よ
っ
て
�
獻

が
成
立
し
た
か
も
@
ら
か
で
な
い
︒
古
代
イ
ン
ド
の
宗
敎

�
獻
ヴ
ェ
ー
ダ
は
そ
の
よ
う
な
例
の
一
つ
で
あ
る
︒
こ
の

よ
う
な
ヴ
ェ
ー
ダ
�
獻
の
言
語
を
分
析
す
る
こ
と
で
︑
古

代
イ
ン
ド
社
會
の
動
き
︑
地
理
�
な
移
動
や
勢
力
圈
の
變

�
を
讀
み
解
く
と
い
う
課
題
に
︑
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
お

よ
び
可
視
�
技
�
を
ó
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
り
組
む

の
が
︑
京
都
大
學
學
內
フ
ァ
ン
ド

S
P
IR
IT
S
�
擇
の
學

際
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹁
デ
ー
タ
驅
動
型
科
學
が
解
き
@
か

彙 報
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す
古
代
イ
ン
ド
�
獻
の
時
空
閒
�
特
ª
﹂
で
あ
り
︑
本

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
そ
の
第
一
囘
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る
︒

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
︑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
擔
當
部
分
の
硏
究
の
現
狀
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
︑
今
後
取
り
入
れ
る
可
能
性
の
あ
る
怨
し
い
技

�
を
檢
討
し
た
︒
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
重
4
な
目
�
の

一
つ
は
︑
硏
究
テ
ー
マ
お
よ
び
方
法
論
に
同
じ
關
心
を
持

つ
硏
究
者
に
つ
い
て
怨
し
い
硏
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創

設
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
︑
世
界
中
か
ら
百
名
を
超
え
る

參
加
者
を
得
て
議
論
も
活
發
に
行
わ
れ
︑
大
き
な
成
果
を

得
た
︒

二
〇
二
一
年
二
 
十
二
日

P
ro
b
le
m
s
in
th
e
F
o
rm
a
tio
n
o
f
th
e
V
e
d
a
s,
A
n
c
ie
n
t

In
d
ia
n
R
e
lig
io
u
s
T
e
x
ts

天
野
恭
子

T
h
e
P
o
ssib
ility
o
f
In
fo
rm
a
tio
n
V
isu
a
liz
a
tio
n
a
n
d

D
a
ta
A
n
a
ly
sis
fo
r
A
n
c
ie
n
t
In
d
ia
n
L
ite
ra
tu
re

夏
川
浩
@

(京
都
大
學
學
�
o
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
)

R
e
la
tio
n
sh
ip
A
m
o
n
g
V
e
d
ic
S
c
h
o
o
ls
D
e
c
ip
h
e
re
d
b
y

th
e
V
isu
a
liz
a
tio
n
o
f
M
a
n
tra
C
o
llo
c
a
tio
n

天
野
恭
子

C
ita
tio
n
P
re
d
ic
tio
n
U
sin
g
A
c
a
d
e
m
ic
P
a
p
e
r
D
a
ta

a
n
d
A
p
p
lic
a
tio
n
fo
r
S
u
rv
e
y
s

濵
地
瞬

(京
都
大
學
工
學
硏
究
科
)

M
e
a
su
rin
g
th
e
S
e
m
a
n
tic
S
im
ila
rity
b
e
tw
e
e
n
th
e

C
h
a
p
te
rs
o
f
T
a
ittiríy
a
S
a
m
h
ita
U
sin
g
a
V
e
c
to
r

S
p
a
c
e
M
o
d
e
l

京
極
祐
樹

(
L
e
ip
z
ig
U
n
iv
e
rsity
)

D
a
tin
g
V
e
d
ic
T
e
x
ts
w
ith
C
o
m
p
u
ta
tio
n
a
l
M
o
d
e
ls
:

A
lg
o
rith
m
ic
C
o
n
sid
e
ra
tio
n
s
a
n
d
D
a
ta
S
e
le
c
tio
n

O
liv
e
r
H
e
llw
ig
(
U
n
iv
e
rsity

o
f
Z
u
ric
h
,
D
e
p
a
rt-

m
e
n
t
o
f
C
o
m
p
a
ra
tiv
e
L
a
n
g
u
a
g
e
S
c
ie
n
c
e
)

m
o
ro
g
ra
m
:
B
a
c
k
g
ro
u
n
d
,
H
isto
ry
,
a
n
d
P
u
rp
o
se
o
f

a
T
o
o
l
fo
r
E
a
st
A
sia
n
T
e
x
t
A
n
a
ly
sis

師
茂
樹

(花
園
大
學
�
學
部
)

・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
中
國
學
硏
究
と
3

譯
﹂
お
よ
び
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
ト
ー
ク
﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
�
と

3
譯
の
4
義
﹂

\
宰
責
任
者

小
野
寺
�
郞

(埼
玉
大
學
准
敎
6
)・

森
川
裕
貫

(關
西
學
院
大
學
准
敎
6
)
0
內
申
Ó
者

石

川
禎
浩

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
利
點
を
生
か
し
て
︑
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
﹁
中
國
學
硏
究
と
�
譯
﹂
お
よ
び
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
ト
ー

ク
﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
�
と
�
譯
の
Z
義
﹂
の
い
ず
れ
に
つ
い

て
も
︑
中
國
・
ア
メ
リ
カ
か
ら
多
數
の
硏
究
者
の
參
加
を

得
る
こ
と
が
で
き
︑
大
變
な
盛
會
と
な
っ
た
︒
時
差
や
接

續
等
の
問
題
が
當
初
懸
念
さ
れ
た
が
︑
當
日
は
プ
ロ
グ
ラ

ム
=
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
グ
ロ
ー
バ
ル
�
に

對
應
し
た
學
�
・
硏
究
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
︑
從
來
の

國
際
M
液
を
荏
え
て
き
た
�
譯
の
Z
義
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
十
分
に
檢
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
︒
日
本
の
中
國
硏

究
の
英
語
圈
へ
の
紹
介
に
お
い
て
多
大
な
貢
獻
を
し
て
き

た
フ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
︑
英
書
の
日
本
語
譯
で
多
數
の
成
果
を

も
の
さ
れ
て
い
る
伊
�
氏
︑
日
本
の
硏
究
成
果
の
中
國
へ

の
紹
介
を
積
極
�
に
さ
れ
て
い
る
楊
氏
の
報
吿
は
︑
こ
の

點
を
考
え
る
も
の
と
し
て
Z
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
︒
報

吿
後
に
は
︑
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
も
M
え
て
活
發
な
對
話
が

な
さ
れ
︑
硏
究
成
果
の
國
際
發
信
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

Z
見
が
共
�
さ
れ
た
︒

①
二
〇
二
〇
年
十
 
三
一
日

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
0
本
館
四
階
大
會
議
室
を
中

繼
會
場
と
し
︑
Z
O
O
M
を
用
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

｢“
日
本
語
は
難
し
い
で
し
ょ
う
”
と
言
わ
れ
て
﹂︑﹁
ど

の
よ
う
な
譯
書
を
讀
者
に
屆
け
る
か
﹂
︑﹁
四
面
雲
山
皆
入

眼
︑
萬
家
=
火
總
關
心
﹂

�
演
者

ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル

(カ
ナ
ダ

ヨ
ー
ク
大
學
敎
6
)︑

�

眞

(
東
洋
大
學
非
常
勤
�
師
)︑

楊

韜

(佛
敎
大
學
准
敎
6
)

②
二
〇
二
〇
年
十
 
三
一
日

｢
�
譯
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
�
を
考
え
る
﹂︑﹁
英
書
�
譯

の
怨
た
な
可
能
性
﹂
︑﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
け
る
日
中

�
譯
｣

�
演
者

ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル
︑

伊
�

眞
︑
楊

韜

・
國
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹁
中
國
三
敎
と
日
本
神
'
の

﹁
見
え
る
﹂
も
の
や
﹁
見
え
な
い
﹂
も
の
﹂

\
宰
責
任
者

外
村

中

(
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
學
上
�

�
師
)

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
︑
人
�
科
學
硏
究
0
の
共
同
硏

究
一
般
A
班
：
﹁﹃
見
え
る
も
の
﹄
や
﹃
見
え
な
い
も
の
﹄

に
關
わ
る
東
ア
ジ
ア
の
�
物
や
藝
�
に
つ
い
て
の
學
際
�

な
硏
究
﹂
(班
長
：
外
村

中
︑
副
班
長
：
稻
本
泰
生
)

の
關
連
企
畫
で
あ
り
︑
當
該
班
の
K
去
二
年
の
硏
究
成
果

を
總
括
す
る
と
と
も
に
︑
こ
れ
か
ら
の
展
開
の
可
能
性
を

さ
ぐ
り
︑
廣
く
國
內
外
に
發
信
す
る
場
と
位
置
づ
け
て
い

る
︒
具
體
�
に
は
︑
こ
れ
ま
で
個
別
に
檢
證
し
て
き
た

佛
・
5
・
儒
に
日
本
神
5
を
加
え
た
四
敎
の
﹁
M
涉
の
樣

相
﹂
に
焦
點
を
あ
て
︑
彫
宴
や
畫
宴
な
ど
の
�
物
と
對
照

さ
せ
つ
つ
考
察
を
加
え
る
機
會
と
す
る
︒
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
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プ
は
人
�
硏
を
據
點
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
實

施
し
︑
四
人
の
硏
究
者
が
四
敎
そ
れ
ぞ
れ
に
軸
足
を
お
い

た
硏
究
發
表
を
行
っ
て
問
題
提
~
し
︑
こ
れ
に
基
づ
い
て

多
分
野
の
硏
究
者
が
參
加
し
て
討
論
を
行
う
︒
そ
の
�
大

の
目
標
は
︑
當
該
テ
ー
マ
に
關
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
︑

ジ
ャ
ン
ル
の
垣
根
を
こ
え
た
國
際
レ
ベ
ル
の
共
=
�
識
を

形
成
す
る
こ
と
に
存
す
る
︒

二
〇
二
一
年
三
 
二
八
日

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
0
分
館
考
古
藝
�
共
同
硏
究
室

�
び
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

①
5
家
系
と
儒
家
系
と
伊
勢
神
5
の
｢一
な
る
｣
も
の
：

﹁
一
な
る
﹂
も
の
は
﹁
5
﹂
か
﹁
氣
﹂
か報

吿
者

外
村

中

②
佛
宴
と
5
敎
宴
の
圖
宴
�
關
係
性
再
考
︱
︱
南
北
,
～

U
時
代

報
吿
者

齋
�
龍
一

(大
阪
市
立
美
�
館
學

藝
員
)

③
5
學
諸
�
に
お
け
る
﹃
太
極
圖
說
﹄
解
釋

報
吿
者

福
谷

彬

④
北
宋
眞
宗


の
佛
敎
美
�
と
三
敎
理
解
︱
︱
舍
利
莊
嚴

を
中
心
に

報
吿
者

稻
本
泰
生

・
國
際
硏
究
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹁
現
代
の
論
點
：
生
き
る
た

め
の
人
�
學
﹂
第
一
シ
リ
ー
ズ

(
7
三
囘
)

\
宰
責
任
者

松
井

茂

(
o
報
科
學
藝
�
大
學
院
大
學
准
敎
6
)

b
三
囘
と
も
︑
怨
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
擴
大
と

い
う
大
狀
況
の
中
で
人
�
學
�
思
考
が
い
か
な
る
レ
ゾ
ン

デ
ー
ト
ル
を
\
張
で
き
る
か
︑
を
課
題
Z
識
と
し
て
共
�

し
て
い
る
︒
第
一
囘
は
現
下
の
コ
ロ
ナ
禍
を
歷
�
�
な

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
の
中
で
ど
う
捉
え
る
か
︑
を
︑
第
二

囘
は
E
U
諸
國
お
よ
び
E
U
を
離
脫
し
た
イ
ギ
リ
ス
で
コ

ロ
ナ
禍
へ
の
い
か
な
る
對
應
が
�
め
ら
れ
て
い
る
か
︑
を
︑

第
三
囘
は
人
が
集
ま
る
こ
と
自
體
が
難
し
い
コ
ロ
ナ
時
代

に
お
け
る
藝
�
と
り
わ
け
a
樂
の
在
り
方
を
ど
う
}
想
す

る
か
︑
を
\
題
と
し
た
︒
收
錄
し
た
�
演
お
よ
び
討
論
の

映
宴
を
そ
の
ま
ま
放
映
す
る
の
で
は
な
く
︑
Y
o
u
T
u
b
e

で
の
公
開
に
先
立
っ
て
︑
映
宴
メ
デ
ィ
ア
の
專
門
家
に

よ
っ
て
�
集
し
︑
さ
ら
に
a
樂
を
添
え
る
な
ど
︑﹁
作
品
﹂

と
呼
び
う
る
水
準
に
仕
上
げ
る
こ
と
に
も
Z
を
盡
く
し
た
︒

今
後
も
同
樣
の
企
畫
が
續
き
︑﹁
生
き
る
た
め
の
人
�
學
﹂

を
揭
げ
る
人
�
硏
の
存
在
を
廣
く
社
會
に
知
ら
し
め
る
こ

と
に


待
し
た
い
︒

二
〇
二
〇
年
十
一
 
二
六
日
︑
Y
o
u
T
u
b
e
で
公
開

①
歷
�
學
か
ら
考
え
る
怨
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

�
原
辰
�
︑
直
野
違
子

②
コ
ロ
ナ
危
機
下
の
歐
州

Ü
�
乾

(北
海
5
大
學
敎
6
)︑
小
關
隆

③
コ
ロ
ナ
時
代
の
未
來
の
a
樂

岡
田
曉
生
︑
三
輪
眞
弘

(
o
報
科
學
藝
�
大
學
院
大
學
學
長
)

・
K
y
o
to
L
e
c
tu
r
e
s
2
0
2
0
o
n
Z
o
o
m

二
〇
二
〇
年
九
 
二
八
日

(Z
o
o
m
で
開
催
)

A
rtic
u
la
tin
g
In
n
e
r
D
h
a
rm
a
:
T
h
e
D
e
v
e
lo
p
m
e
n
t
o
f

th
e
“
F
iv
e
V
isc
e
ra
M
a
n
d
a
la
”
in
Ja
p
a
n
e
se
E
so
te
ric

B
u
d
d
h
ism

�
師

T
a
k
a
h
ito
K
a
m
e
y
a
m
a

(京
都
大
學
／
龍
谷
大
學
)

・
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー

2
0
2
0

連
續
セ
ミ
ナ
ー
﹃
秦
*

國
の
實
宴
︱
︱
同
時
代
$
料
が
語
る
始
皇
*
の
時
代
﹄

二
〇
二
〇
年
十
 
一
日
︑
十
 
八
日
︑
十
 
十
五
日
︑
十

 
二
二
日

(Z
o
o
m
で
開
催
)

十
 
一
日

(木
)

秦
の
﹁
法
治
﹂
と
そ
の
實
o

宮
宅
ï

十
 
八
日

(木
)

秦
×
國
の
o
報
技
�

畑
野
吉
則

(奈
良
�
�
財
硏
究
0

ア
ソ
シ
エ
イ
ト
フ
ェ
ロ
ー
)

十
 
十
五
日

(木
)

皇
×
と
祭
祀

目
黑
杏
子

(人
�
科
學
硏
究
0
非
常
勤
硏
究
員
)

十
 
二
二
日

(
木
)

秦
×
國
を
荏
え
た
馬

菊
地
大
樹

(總
合
硏
究
大
學
院
大
學
特
別
硏
究
員
)

・
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹃
︿
ポ
ス
ト
=
ヒ
ュ
ー

マ

ン
﹀
の

人

�

學

L
e
s
H
u
m
a
n
ité
s
«
p
o
st-
h
u
-

m
a
in
e
s
»
﹄

二
〇
二
〇
年
十
一
 
十
四
日

(Z
o
o
m
で
開
催
)

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
︱
︱
〈ノ
ン
=ヒ
ュ
ー
マ
ン
﹀
か
ら

︿
ポ
ス
ト
=
ヒ
ュ
ー
マ
ン
﹀
へ

森
本
淳
生

ポ
ス
ト
=
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
�
體
論

ジ
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ

(ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
學
)

非
人
閒
の
詩
學
︱
︱
オ
ル
テ
ガ
・
イ
・
ガ
セ
ッ
ト
﹁
藝
�

の
非
人
閒
�
﹂
か
ら
メ
ル
ロ
=
ポ
ン
テ
ィ
﹁
制
度
�
﹂
ま

で

塚
本
昌
則

(
東
京
大
學
)

世
界
の
脆
さ
の
只
中
で
の

p
o
st-
h
u
m
a
n
itie
s：
川
內
倫

子
の
寫
眞
實
踐
と
テ
ィ
モ
シ
ー
・
モ
ー
ト
ン
の
エ
コ
ロ

ジ
ー
思
考
を
め
ぐ
っ
て

篠
原
^
武

(
京
都
大
學
)

・
北
白
川
E
F
E
O
サ
ロ
ン

2
0
1
9
-
2
0
2
0

日
本
に
お
け

る
信
仰
と
﹁
知
﹂
の
は
ざ
ま
～
中
世
・
�
世
・
�
代
を
中

心
に
～

二
〇
二
〇
年
十
一
 
二
七
日

於

フ
ラ
ン
ス
國
立
極
東
學
院
京
都
荏
部

(同
時
に
Z
o
o
m
で
�
信
)

京
謁
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
の
\
4
人
物
︱
︱
入
信
の
動
機
と

彙 報
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宗
敎
活
動
を
中
心
に

�
師

宮
崎
ふ
み
子

(惠
泉
女
學
園
大
學
名
譽
敎
6
)

・
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
抑
壓
さ
れ
た
も

の
の
痕
跡
を
求
め
て
／
	
っ
て
︱
︱
記
憶
の
存
在
論
と
歷

�
の
地
.
Ⅱ
﹂

二
〇
二
〇
年
十
二
 
五
日

(Z
o
o
m
で
開
催
)

｢あ
り
え
な
い
﹂
出
來
事
の
行
方
︱
︱
原
爆
の
記
憶
と
性

暴
力
の
記
憶

直
野
違
子

地
を
Ï
う
も
の
た
ち
の
歷
�
︱
︱
斷
絕
の
記
憶
か
ら

柿
木
伸
之

(廣
島
市
立
大
學
)

討
論
者

冨
山
一
郞

(同
志
社
大
學
)︑
立
木
康
介

・
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹃
﹁
日
本
の
傳
瓜
�

�
﹂
を
問
い
直
す
﹄

二
〇
二
一
年
一
 
十
四
日

(Z
o
o
m
で
開
催
)

漢
字
圈
古
醫
籍
の
定
量
・
比
�
硏
究
︱
︱
そ
の
衣
・
同
と

社
會
經
濟
背
景

眞
柳
{

(
8
城
大
學
名
譽
敎
6
)

日
本
繪
畫
の
向
こ
う
側
︱
︱
中
國
繪
畫
�
か
ら
の
視
點

宮
崎
法
子

(實
踐
女
子
大
學
�
學
部
敎
6
)

衣
�
�
と
し
て
日
本
を
眺
め
る
︱
︱
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
�
世
の

眼
差
し
と
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
布
敎
活
動

シ
ル
ヴ
ィ
オ

ヴ
ィ
ー
タ

(京
都
外
國
語
大
學
外
國
語
學
部
敎
6
)

座
談
會
眞
柳
{
︑
宮
崎
法
子
︑
シ
ル
ヴ
ィ
オ

ヴ
ィ
ー
タ

司
會
：
重
田
み
ち

(共
同
硏
究

﹃﹁
日
本
の
傳
瓜
�
�
﹂
を
問
い
直
す
﹄
班
長
)

・
K
y
o
to
L
e
c
tu
r
e
s
2
0
2
1
o
n
Z
o
o
m

二
〇
二
一
年
二
 
十
二
日

(Z
o
o
m
で
開
催
)

E
a
rly
M
e
d
ie
v
a
l
M
o
n
k
s
a
n
d
th
e
ir
P
a
tro
n
s
:
T
h
e

C
a
se
s
o
f
B
u
tsu
g
o
n
a
n
d
S
h
in
ja
k
u
-
b
ō

�
師

A
le
ssa
n
d
ro
P
o
le
tto
(日
本
學
�
振
興
會
)

・
K
y
o
to
L
e
c
tu
r
e
s
2
0
2
1
o
n
Z
o
o
m

二
〇
二
一
年
三
 
八
日

(Z
o
o
m
で
開
催
)

T̒
o
m
m
y
A
tk
in
s̓
in
Ja
p
a
n
:
E
x
a
m
in
in
g
th
e
B
ritish

G
a
rriso
n
o
f
Y
o
k
o
h
a
m
a
(
1
8
6
4
-
1
8
7
5
)
th
ro
u
g
h
F
irst

P
e
rso
n
A
c
c
o
u
n
ts

�
師

T
h
o
m
a
s
F
re
n
c
h
(立
命
館
大
學
)

・
第
16
囘

T
O
K
Y
O
漢
籍

S
E
M
IN
A
R
﹃
金

(
女
眞
)

と
宋
︱
︱
十
二
世
紀
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
の
民
族
・
軍
事
・

外
"
﹄

二
〇
二
一
年
三
 
十
五
日

於

一
橋
大
學
一
橋
�
堂
中
會
議
場

開
會
挨
拶

稻
葉

穰

『三
,
北
�
會
�
﹄
を
讀
む
︱
︱
A
國
の
�
書

古
松
崇
志

北
宋
�
强
軍
團
と
そ
の
擔
い
手
た
ち
︱
︱
澶
淵
の
�
か
ら

靖
康
の
變
へ

伊
�
一
馬

(大
阪
大
學
大
學
院

�
學
硏
究
科
招
へ
い
硏
究
員
)

｢女
眞
﹂
の
形
成
︱
︱
東
北
ア
ジ
ア
諸
集
團
の
興
A

井
黑

忍

(大
谷
大
學
�
學
部
准
敎
6
)

司
會

矢
木

毅

・
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
狂
い
9
く
︑

フ
ー
コ
ー
﹂

二
〇
二
一
年
三
 
二
七
日

(Z
o
o
m
で
開
催
)

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

重
田
園
江

(
@
治
大
學
)︑

森
元
康
介

(東
京
大
學
)

0

員

動

靜

招
へ
い
硏
究
員

◦

F
U
E
S
S
,
H
a
ra
ld

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
學
敎
6

京
都
の
﹁
觀
光
公
æ
﹂
(
�
�
連
關
硏
究
客
員
部
門
)

'
入
敎
員

�
原
准
敎
6



閒

二
〇
二
〇
年
八
 
十
一
日
～
二
〇
二
〇
年
十
一
 

十
日

招
へ
い
外
國
人
學
者

◦
秦

樺
林

浙
江
大
學
中
國
古
代
�
硏
究
0
�
師

日
藏
古
寫
本
︑
秦
漢
鯵
牘

'
入
敎
員

永
田
准
敎
6



閒

二
〇
一
九
年
五
 
六
日
～
二
〇
二
〇
年
五
 
五
日

◦
劉

^
君

上
海
大
學
社
會
科
學
學
部
副
敎
6

東
ア
ジ
ア
�
の
視
點
か
ら
み
た
漢
U
時
代
の
皇
太
子
制

度

'
入
敎
員

宮
宅
敎
6



閒

二
〇
一
九
年
七
 
三
一
日
～
二
〇
二
〇
年
七
 
三

〇
日

◦
陳

瑤

厦
門
大
學
人
�
學
院
歷
�
系
助
理
敎
6

中
國
�
代
長
江
中
液
域
木
�
帆
â
航
¢
業
の
硏
究

'
入
敎
員

村
上
准
敎
6



閒

二
〇
一
九
年
八
 
二
二
日
～
二
〇
二
〇
年
八
 
二

一
日

◦
方

艷

江
蘇
師
範
大
學
�
學
院
敎
6

中
日
王
權
神
話
の
比
�
硏
究

'
入
敎
員

岡
村
敎
6



閒

二
〇
一
九
年
十
 
二
一
日
～
二
〇
二
〇
年
十
 
二

〇
日

◦
張

葦
航

上
海
中
醫
藥
大
學
科
技
人
�
硏
究
院
副
敎

6
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日
本
古
醫
書
硏
究

'
入
敎
員

!
岡
准
敎
6



閒

二
〇
一
九
年
十
一
 
二
八
日
～
二
〇
二
〇
年
八
 

二
四
日

◦
馬

茜

寧
夏
行
政
學
院
政
治
學
敎
硏
部
副
敎
6

抗
日
戰
爭
時


の
日
本
の
“
囘
敎
工
作
”
に
關
す
る
硏

究

'
入
敎
員

中
西
准
敎
6



閒

二
〇
一
九
年
十
二
 
一
日
～
二
〇
二
〇
年
十
一
 

三
〇
日

◦
李

磊

華
東
師
範
大
學
歷
�
學
系
副
敎
6

秦
漢
六
,
時
代
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
政
治
}
�
と
天

下
槪
念

'
入
敎
員

宮
宅
敎
6



閒

二
〇
一
九
年
三
 
五
日
～
二
〇
二
〇
年
八
 
四
日

外
國
人
共
同
硏
究
者

◦
陳

鳴

華
南
農
業
大
學
人
�
與
法
學
學
院
�
師

秦
漢
﹃
盜
律
﹄・﹃
-
律
﹄
の
硏
究'

入
敎
員

宮
宅
敎
6



閒

二
〇
一
九
年
八
 
十
九
日
～
二
〇
二
〇
年
八
 
十

八
日

◦

H
A
Y
A
S
H
I,Jo
h
n

ハ
ー
バ
ー
ド
大
學
P
h
D
.C
a
n
d
i-

d
a
te

日
本
瓜
治
時
代
か
ら
戰
後
に
か
け
て
の
臺
灣
に
お
け
る

治
水
事
業
や
衞
生
事
業

'
入
敎
員

�
原
准
敎
6



閒

二
〇
一
九
年
九
 
十
五
日
～
二
〇
二
〇
年
四
 
二

二
日

◦
趙

檬
锡

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
學

P
h
D
.
C
a
n
d
i-

d
a
te

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
救
荒
作
物
に
關
す
る
書
籍
の
硏
究

'
入
敎
員

�
原
准
敎
6



閒

二
〇
一
九
年
十
 
七
日
～
二
〇
二
〇
年
八
 
二
〇

日

◦

P
IT
T
E
L
O
U
D
,
C
y
ria
n
Ja
n
e
k

フ
ラ
ン
ス
國
立
極

東
學
院
R
e
se
a
rc
h
A
ssista
n
t

�
代
日
本
に
お
け
る
水
質
汚
染
と
y
境
紛
爭
に
つ
い
て

'
入
敎
員

福
家
准
敎
6



閒

二
〇
二
〇
年
一
 
九
日
～
二
〇
二
〇
年
八
 
三
一

日

◦

S
C
H
A
E
F
E
R
,
C
h
a
rlo
tte
Jo
h
a
n
n
a

ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
大
學
P
h
D
.
C
a
n
d
id
a
te

日
本
に
お
け
る
自
閉
症
者
を
初
め
と
す
る
精
神
障
æ
者

の
D
用

'
入
敎
員

�
原
准
敎
6



閒

二
〇
二
〇
年
一
 
十
四
日
～
二
〇
二
〇
年
六
 
三

〇
日

◦

R
O
D
R
IG
U
E
S
,
Ja
m
ila
P
a
c
h
e
c
o

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム

大
學
V
isitin
g
L
e
c
tu
re
r

S
h
a
m
a
n
ism

th
ro
u
g
h
th
e
b
o
d
y
:
y
u
ta
s̓
w
o
m
e
n
s̓

sh
a
m
a
n
ic
n
a
rra
tiv
e
s
o
n
e
m
b
o
d
ie
d
p
a
in
,
c
o
lle
c
-

tiv
e
w
e
llb
e
in
g
a
n
d
sp
irit
c
o
m
m
u
n
ic
a
tio
n

'
入
敎
員

石
井
准
敎
6



閒

二
〇
二
〇
年
三
 
八
日
～
二
〇
二
〇
年
五
 
八
日

◦
餘

柯
君

復
旦
大
學
;
士
後

金
剛
智
︑
善
無
畏
泳
漢
對
a
�
と
漢
語
中
古
a
の
硏
究

'
入
敎
員

永
田
准
敎
6



閒

二
〇
二
〇
年
十
一
 
二
四
日
～
二
〇
二
一
年
十
一

 
二
三
日

◦
賴

霈
澄

臺
灣
大
學
�
學
院
中
國
�
學
系
;
士
候
m

人晚
@
淸
初
に
お
け
る
僧
詩
m
集
の
硏
究

'
入
敎
員

永
田
准
敎
6



閒

二
〇
二
〇
年
十
一
 
十
六
日
～
二
〇
二
一
年
十
一

 
十
五
日

◦

M
A
R
C
E
A
U
,
L
a
w
re
n
c
e
E
d
w
a
rd

オ
ー
ク
ラ
ン

ド
大
學
上
�
�
師

�
世
日
本
に
お
け
る
﹃
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
集
﹄
の
'
容

'
入
敎
員

稻
葉
敎
6



閒

二
〇
二
〇
年
十
二
 
十
八
日
～
二
〇
二
一
年
十
二

 
十
七
日

硏
究
生

◦
石
垣

違
子

漢
譯
佛
典
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
疑
僞
經
典
の
成
立

と
思
想
の
系
�

'
入
敎
員

â
山
敎
6



閒

二
〇
一
八
年
四
 
一
日
～
二
〇
二
一
年
三
 
三
一

日

外
國
人
硏
究
生

◦
馬

	
輝

『
儀
禮
﹄
學
硏
究

'
入
敎
員

古
_
准
敎
6



閒

二
〇
一
九
年
四
 
一
日
～
二
〇
二
〇
年
六
 
三
〇

日

◦
陳

瑞
峰

中
國
佛
敎
疑
僞
經
敦
煌
寫
本
識
語
の
硏
究

'
入
敎
員

â
山
敎
6



閒

二
〇
一
九
年
五
 
一
日
～
二
〇
二
〇
年
七
 
三
一

日

◦
趙

芙
蝶

人
�
科
學
と
デ
ジ
タ
ル

デ
ジ
タ
ル
人
�
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ユ
ー
ザ
ー
指
向
の
デ
ザ
イ
ン

'
入
敎
員

W
itte
rn
敎
6



閒

二
〇
一
九
年
十
 
一
日
～
二
〇
二
一
年
三
 
三
一
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日

◦
曹

天
江

秦
漢
魏
晉
時
代
に
お
け
る
﹁
計
校
﹂
事
務
の
硏
究

'
入
敎
員

宮
宅
敎
6



閒

二
〇
一
九
年
十
 
一
日
～
二
〇
二
〇
年
十
二
 
二

二
日

◦

Q
ia
n
q
in
g
H
u
a
n
g

一
九
二
〇
年
代
︑
三
〇
年
代
の
日
本
に
お
け
る
被
差
別

部
落

'
入
敎
員

竹
澤
敎
6



閒

二
〇
一
九
年
十
 
一
日
～
二
〇
二
一
年
四
 
三
〇

日

◦
常

鈺
熙

北
宋
時
代
に
お
け
る
洛
陽
盆
地
の
考
古
歷
�
學
�
硏
究

'
入
敎
員

岡
村
敎
6



閒

二
〇
一
九
年
十
 
一
日
～
二
〇
二
〇
年
九
 
三
〇

日

◦
朴

洙
贊

高
麗
Y


の
王
權

'
入
敎
員

矢
木
敎
6



閒

二
〇
二
〇
年
四
 
一
日
～
二
〇
二
〇
年
八
 
三
一

日

◦
高

楹
楹

9
�
の
海
と
徐
海
︱
︱
16
C
に
お
け
る
益
黃
島
と
浙
江

閒
の
益
黃
貿
易
を
中
心
に

'
入
敎
員

岩
井
敎
6



閒

二
〇
二
〇
年
四
 
一
日
～
二
〇
二
一
年
三
 
三
一

日

◦
陳

佩
瑜

日
本
瓜
治
下
の
臺
灣
に
お
け
る
﹁
;
物
﹂
の
槪
念
：
科

學
�
上
の
臺
灣
自
然
�
學
と
﹁
;
物
誌
﹂

'
入
敎
員

永
田
准
敎
6



閒

二
〇
二
〇
年
十
 
一
日
～
二
〇
二
一
年
一
 
三
一

日

◦
胡

景
南

陳
致
虛
內
丹
思
想
の
歷
�
源
液
に
つ
い
て
の
硏
究

'
入
敎
員

古
_
准
敎
6



閒

二
〇
二
〇
年
十
 
一
日
～
二
〇
二
一
年
九
 
三
〇

日

◦
王

含
元

中
國
北
方
靑
銅
器
�
�
の
社
會
變
動

'
入
敎
員

岡
村
敎
6



閒

二
〇
二
〇
年
十
二
 
一
日
～
二
〇
二
一
年
十
一
 

三
〇
日

◦
G

�
Ü

日
中
比
�
の
視
點
か
ら
み
た
曆
書
時
閒
の
�
代
�

'
入
敎
員

村
上
准
敎
6



閒

二
〇
二
一
年
一
 
一
日
～
二
〇
二
一
年
十
二
 
三

一
日

短
;
"
液
學
生

◦
陳

佩
瑜

日
本
東
洋
�
學
の
�
2
：
ド
イ
ツ
歷
�
學
か
ら
日
本
東

洋
學
に
至
る
歷
�
槪
念
と
﹁
客
觀
性
﹂
の
}
築

'
入
敎
員

永
田
准
敎
6



閒

二
〇
二
〇
年
四
 
八
日
～
二
〇
二
〇
年
七
 
七
日

出

版

物

紀
<

・
人
�
學
報

第
一
一
五
號

(紀
4
第
一
九
〇
册
)

二
〇
二
〇
年
六
 
三
〇
日
刊

・
東
方
學
報

第
九
五
册

(
紀
4
第
一
九
一
册
)

二
〇
二
〇
年
十
二
 
二
五
日
刊

・
人
�
學
報

第
一
一
六
號

(紀
4
第
一
九
二
册
)

二
〇
二
一
年
三
 
三
一
日
刊

・
Z
IN
B
U
N
n
u
m
b
e
r
5
1

二
〇
二
一
年
三
 
刊

硏
究
報
吿
そ
の
他

・
東
方
學

料
叢
刊

第
二
八
册

矢
木
毅
�

二
〇
二
〇
年
六
 
三
〇
日
刊

・
轉
奄


中
國
に
お
け
る
社
會
經
濟
制
度

村
上
衞
�

二
〇
二
一
年
一
 
三
〇
日
刊

・
敦
煌
寫
本
硏
究
年
報

第
一
五
號

高
田
時
雄
\
�

岩
尾
一
�
︑
永
田
知
之
副
�

二
〇
二
一
年
三
 
三
一
日
刊
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